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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　ＣＯＮＴＥＮＴＳ







【上原祐とゲーム馬鹿】

【星ノ守心春と規制解除】

【雨野景太とニュートラルルート】

【ゲーマーズと痛恨の一撃】




　あとがき








【上うえ原はら祐たすくとゲーム馬ば鹿か】






　音おと吹ぶき高校二年Ｆ組、雨あま野の景けい太た。

　彼という人間について語る際、押さえておくべきポイントはたったの二つだ。




「普ふ通つう」と「ゲーム好き」。




　この二点をもって彼の全すべて……とは言わないまでも、実際八割程度は説明がつく。

　まず「普通」。これはもうそのまんまの意味だ。一昔前のギャルゲーによくいた、個性の薄うすいプレーンな主人公を漠ばく然ぜんとイメージしたら、それでもう雨野景太という人間の「ガワ」は捉とらえたも同然。特に強い目的意識を持つでもなく、かといってチャラくもなく、多少人見知りでこそあるものの、他人とまるで喋しやべれないレベルでもない。能力値はソシャゲで言うところの「☆３」キャラみたいなもので、突とつ出しゆつしたパラメータも無ければリーダースキルも無い。要はボックス整理の際に軽くチラ見される程度のキャラであり、それは現実のクラスにおいてもそうだ。席せき替がえの際や班決めの時だけ「そういやいたな」と認にん識しきされる程度の存在。

　ただ一時期、とある理由で多大な注目を集めたこともあったのだが……これもソシャゲに喩たとえると、イベント期間に軽く特効ブーストがついたようなものである。そのイベントが一段落ついた今となっては、世間からも結局は元の基き礎そ評価……つまりは「☆３」キャラ扱あつかいに戻もどりつつある。

　どこまでいっても「普通」。それが、この、雨野景太という男なのだ。

　だが、そんな彼にも、唯ゆい一いつ、かろうじて「個性」と呼べるものがある。




　それが「ゲーム好き」という要素だ。




　……いや、これはこれで一見実によくある平へい凡ぼんなアイデンティティではあるのだが、彼の場合、少しだけ……ほんの少しだけ「筋金入り」なのだ。

　具体例を挙げるなら。

　ラブコメなら勝ち組ルート一直線の奇き跡せき的ラッキーイベント「美少女からの部活勧かん誘ゆう」を「ゲームスタイルの違ちがい」という馬鹿みたいな理由から蹴けってみたり。

　本来気弱で人見知りな臆おく病びよう少年のくせに、同じく気弱で人見知りな臆病少女と、しかし初対面時からこれまたゲームに対する意見の相そう違いで大おお喧げん嘩かを演じてみたりと。

　……要は、少しだけ、こじらせた野や郎ろうなのだ。

　だから決して「ゲームが滅め茶ちや苦く茶ちや上手うまい！」とか「ある種のゲームに対する才能を持っている！」とか「ゲームへの造ぞう詣けいが誰だれより深い！」なんていうラノベの主人公じみた能力を持つわけではない。

　なのだけれど、「ゲーム好き」という部分に関しては、不思議と、誰もがちょっぴり一目置いてしまう部分も、確かにあって。

　そして、そんな雨野景太だからこそ。

　俺……上原祐は彼と友達になり。

　学園のアイドル、天てん道どう花か憐れんは恋こい人びと関係を築き。

　果ては天敵を自じ称しようしていた星ほしノ守もり千ち秋あきまで、うっかり惚ほれてしまったわけで。

　それもこれも全ては、雨野景太という人間の核かくに、「ゲーム好き」という本質があればこそ。

　だというのに。

　…………だというのに…………。




「（それが……そんな男が、『友人の彼女』のために『人生でベスト級に楽しみにしていたゲームを諦あきらめる』なんて、やっぱおかしいだろう！）」




　深夜……俺は一人、布ふ団とんの中で、悶もん々もんと頭を抱かかえ込んだのだった。




　　　　＊




　以前から、俺の彼女である亜あ玖ぐ璃りと雨野が親しくしているのは知っていた。詳くわしい経けい緯いこそよく把は握あくはしてないが、ある時期から、互たがいに良き恋れん愛あい相談相手として密会を重ねていたらしい。

　当然、亜玖璃の彼氏である俺としては面白い話じゃない。一時期は実際二人の間に何かあるんじゃないかと本気で疑い、嫉しつ妬とに身を焦こがしたりもした。

　しかし先日、亜玖璃本人の口から直じき々じきに「雨野のことは弟ぐらいにしか思っていない」という釈しやく明めいを受け、俺の中では疑ぎ惑わくに一区切りがついたが……その直後の、出来事だった。

　あの光景を、見せつけられたのは。

「（ゲーム好きの雨野がその心情よりあっさりと亜玖璃を優先し、亜玖璃は亜玖璃で、そんな雨野と楽しそうにじゃれ合っていた……あの光景）」

　今でも忘れられない、放課後のゲームセンターでの出来事。

　詳しい経緯は省くが、彼らは、俺達……亜玖璃の彼氏たる俺と、雨野の彼女たる天道、そして雨野のゲーム馬鹿な部分にこそ惚れた女星ノ守千秋という三人の目の前で、そのあまりに圧あつ倒とう的な「絆きずな」の強度を見せつけてきやがったのだ。

「（別に当人達は特別なことをしたつもりもなかったみたいだが……）」

　…………確かに彼らは「浮うわ気き」なんざ、まるでしていない。二人の間に、そういった不純な何かがあるとは、もう誰も思っていない。それどころか、あの二人が二人とも健けな気げで純じゆん粋すいな人間なのは、誰の目にも明らかだった。見ていて微笑ほほえましい思いさえある。

　だけど、なぜだろう。

　そんな二人が、互いに互いの幸福を想おもい合う。そんな美しい光景にこそ。

　俺達三人は、これまでで最大級の危機感を覚えてしまったのも、事実であり。

「（浮気がどうとか……最も早はやそういうレベルじゃねえもんを見た気がする……）」

　布団の中でぬくぬくとまるまっているにもかかわらず、俺はぶるりと身を震ふるわせる。

　亜玖璃も雨野も、本気で、俺や天道のことを想っていると思う。昔ならいざ知らず、今となってはその感情まで疑ってはいない。まあ雨野の恋こい心ごころに関しては、俺は現状から大きく動かしたいと思っているのだが……それはまた別の話だ。一いつ旦たん置いておこう。

　ともかく、あの二人の、それぞれの恋人に向ける真しん摯しな想いに、疑いの余地はない。

　だがその一方で……こうも思ってしまうのだ。

「（亜玖璃と雨野……あの二人が互いに向け合う以上の絆が……俺達それぞれのカップルに、あるのか？）」

　中でも特に今回俺達の間で問題視されているのは、やはり、雨野だ。

　ゲーム好き……いや、最早ちょっとしたゲーム馬鹿と呼べる男、雨野景太。

　彼は、ゲーム好きというその一点に大きく拠よるカタチでキャラを確立してきたような人間なのだ。そんな彼が今回、心底楽しみにしていたゲームの購こう入にゆうチャンスを見送って他人のために駆かけつけた。

　それは、恋愛のことを抜ぬきにしても、俺達周囲の人間からすれば……。




「僕、実はあんこよりクリーム派なんだ！」（ＢＹ　アンパ○マン）




　という場面を見たようなものなのだ。そりゃ啞あ然ぜんともする。これが雨野を主人公としたラノベか何かなら「作風に凄すさまじいブレを感じる」とレビューつけたい勢いだ。

　少なくとも、以前美少女の……天道花憐の部活勧誘を、ゲームスタイルを理由に断わった雨野景太とは、別人のようにさえ思えてしまって。……ただの友人たる俺でさえ、そんな有様なのだ。以前誘さそいを断わられた張本人であり、現在雨野の恋人である天道花憐のショックは計り知れない。

　また、雨野と「ゲーム」をこそ深い共通項こうとして繫つながっていた星ノ守千秋なんかも、「ゲームよりギャルを選んだ」その光景にショックを隠かくせないようであり。

　そしてそれは……俺もまた、同様だった。

「（なんなんだよ……お前は。どうしたいんだよ、一体……）」

　苛いら立だちを紛まぎらわすように、掛かけ布団を雑に丸めてギュウと抱だきしめる。

　ここ最近は全くなかったはずの……雨野景太という人間に対する「分からない」という苛立ちが、俺の中で、再び、ぶり返し始めていた。




　　　　＊




　風に乗って流れてくる堆たい肥ひの臭においが、今日は妙みように鼻につく。

　九月第一週の金曜日。田園風景の中に点在する牧草ロールを見るともなしに眺ながめながら、俺は音吹高校への通学路をのそのそと、足取り重く歩いていた。

　いつもより家を少し早めに出たおかげで、他に歩く生徒の姿は殆ほとんどない。そもそも音吹は、バス通学者が殆どなのだ。だが俺の場合は学校から徒歩二五分という、極きわめて微び妙みような距きよ離りに家があるため、気分によってバス、チャリ、徒歩を使い分けている。今日の場合は……早く目が覚めてしまったのと、一人で少し考える時間が欲ほしくて徒歩通学にした。

　頭の上をまばらに雲が流れていく。概おおむね晴れと言って差し支つかえない空模様。風もここ数日に比べれば涼すずやかで過ごしやすく、今日はこれ以上ないぐらい、歩くに適した日だ。

　だというのに、俺の胸のモヤモヤは、一向に解消する気配を見せてくれなかった。

「…………どうしたいんだよ、俺は」

　昨日からずっとうじうじしっぱなしの自分に、いよいよ自分で腹が立ってくる。

　なにせ今回の問題に限っては、亜玖璃にも雨野にも過失は一いつ切さいない。ただこちらが勝手に二人の「絆」を汲くみ取り、ショックを受けただけなのだ。そんなの、怒いかりのぶつけ所なんて、自分以外にはありはしない。

　苛立ち紛れに頭を乱暴に搔かくと、ストレスのせいか寝ね不ぶ足そくのせいか、一いつ瞬しゆんだけ後頭部に軽度の偏へん頭ず痛つうを覚えた。余計にイライラが増してくる。こうなってくると、徒歩通学は失敗だったかもしれない。余計なことを考えすぎる。

　俺は一度深く溜ため息いきをつくと、ポケットからスマホを取り出していじり始めた。歩きスマホはあまり褒ほめられたものじゃないが、田舎いなかの、明らかに誰もおらず、視界も広い、ただただ真まっ直すぐな道を歩いている時ぐらいは多少見み逃のがしてくれ。

　とはいえ歩きながらではウェブニュースを読み漁あさるのも辛つらい。俺は普ふ段だん殆ほとんど遊ばない……しかし雨野に薦すすめられてなんとなくインストールした「放置系」「クリッカー系」と称しようされる類たぐいのゲームアプリを起動した。

　個人制作らしく、音源もドット絵もどこかで見た素材で構成されたシンプルなアプリ。時間経過やタップで加算されるリソース（金やら経験値やら）を使ってキャラを成長させ、より稼かせぎ効率を強化した上で、またしばらく放置する。そんなゲームだ。

　具体的な流れとしては……たとえば、最初は一分で「一ゴールド」だけ稼いでいたキャラが、その金を使って強化すると、今度は一分で「十ゴールド」稼いでくれるようになる。で、そうして増えた収入で更さらにキャラを強化出来るようになり、今度は一分で「百ゴールド」、次は一分で「千ゴールド」稼ぐキャラに……といった調子で、どんどん数値がインフレ成長していく。

　で、その間、プレイヤーのすることはと言えば、基本的にはただただキャラが稼いでくれるのを「待つ」だけ。この手のゲームの多くはアプリを閉じている間も進行してくれるから、わざわざ熱心に画面を見守る必要さえない。ふと気が向いた時にキャラの稼いだリソースが貯たまっているのを確認しては、それでキャラを成長させてやる。基本的にはそれの延々繰くり返かえしゲーム。

　概がい要ようだけ聞くと「それの何が面おも白しろいんだ」という感じだし、実際俺も全く食指の動かないタイプのゲームだったのだが、やってみるとこれが案外悪くない。ＲＰＧでレベル上げ作業から面めん倒どうな部分を根こそぎ抜いて、成長の快感だけを取り出したみたいな。

　勿もち論ろん「苦労」を省いたその代だい償しようとして、充じゆう足そく感の欠けつ如じよや空くう虚きよさみたいなのはどうしても付きまとってしまう。が、単純な暇ひま潰つぶしとしては、やはり優ゆう秀しゆうな娯ご楽らくと言えるだろう。

「そういや、しばらくチェックしていなかったな……」

　久々にアプリを起動させると、長時間放置のおかげで、中々に凄すごい金額が貯まっていた。早さつ速そくそれをキャラの成長に充あてる。目に見えて強化され、先刻までとは段だん違ちがいの稼ぎ速度を見せつけるキャラ。

「うっし」

　その状じよう況きように仄ほのかな爽そう快かい感を覚えつつも、しかし、こんなことならもう少し早くチェックして成長させておけば良かったなとも多少後こう悔かいする。同じ時間放置するのでも、時給「一ゴールド」のまま放置するのと時給「千ゴールド」にしてから放置するのでは、最終的な稼ぎに天と地の差が出る。この手の放置系アプリに唯ゆい一いつコツみたいなものがあるとしたら、それは「こまめにチェックすること」だ。……放置するゲームなのに、放置しすぎないのがコツとは、これいかに。まあ、いくらリソースをたんまり累るい積せきしていても、然しかるべき運用をしなければまるで意味がないということだ。

「…………まるで、無む駄だに長く恋こい人びと関係『だけ』は続けていた俺と亜玖璃だな」

　思わずそんな皮肉を呟つぶやき、苦く笑しようしてしまう。

　俺と亜玖璃……二人の間に累積した思い出や感情の量が、容易たやすく他に負けるようなものとは全く思わない。しかし……果たして俺達はその蓄ちく積せきを、ちゃんと前に進めるための糧かてに変へん換かんしてきただろうか？　最近は特に勘かん違ちがいだのすれ違いだのに振ふり回され……いや、それを言い訳にして、一歩踏ふみ出す勇気の無さから目を逸そらしてやしなかったか。

　それに比べて雨野は、天道に対しては勿論、俺に対しても、星ノ守に対しても、そして、亜玖璃に対しても……感情や思い出の積み重ねなんていつも極めてちっぽけなのに、それでも、毎回勇気を持って踏み込んでいた。

　元々は「ぼっち」だったアイツがここ数ヶ月で急激に知り合いや友達を増やしたのは、何も巡めぐり合わせの妙だけじゃない。あいつ自身が、元々、機会さえあればちゃんと前に進もうと努力出来る男だったからだ。そう考えれば、あいつが他者と急接近出来ているのは極めて順当。順当……なのだけれど……。

「どうして、その筆頭対象が亜玖璃なんだよ……おかしいだろう、ヒロイン選せん択たく……」

　相変わらず「主人公特性」を持ちながら「主人公としては絶対にあるまじき」道の方を無自覚に選択していくクラスメイトだ。傍はたから見ている分にはかなり面白かったが、その無む軌き道どうさに巻き込まれるとたまったもんじゃない。

「はぁ……」

　俺は溜息混じりにアプリを閉じると、スマホを乱暴にポケットに収め、さっさと登校すべく大おお股またで歩き出す。

　と、ふと見ると五十メートル程ほど先に女子生徒の背中があった。アプリ開始前にはまるで存在が確認出来なかったはずだが……などと考えていると、すぐにその理由が判明した。

「……おっせぇ」

　まるで立ち止まっているんじゃないかってぐらい、歩行速度が鈍のろい。しかもその力ない歩き方たるや、まるでゾンビだ。よれたブレザーは尋じん常じようじゃなくはだけ、腕うではだらりと垂れて、首の据すわらない赤子のように頭を揺ゆらすせいで、長い髪は振り乱される。

　正直一瞬「やべぇ」と思って距離を取ってしまうレベルの不ふ審しん者。俺は車道を挟はさんだ向かい側の歩道に渡わたって追い抜こうかと考えつつ距離を詰つめていく。と……。

「……あれ？」

　徐じよ々じよに近付くにつれ、なんだかその背中や雰ふん囲い気きに見覚えがある気がしてきた。

　俺は少し躊躇ためらうも、やはり意を決して彼女の隣となりに並ぶと、勇気を持ってチラリとその顔を覗のぞき込んだ。

「……ニーナさん？」

「？　あれ…………ニセハラだ……おはようございます……」

　虚うつろな目で俺を見上げ、にっこりと微笑ほほえむ先せん輩ぱい女性……大おお磯いそ新にい那なさん。なにこれ、知り合いだったと判明したところで結局普ふ通つうに怖こわいんですけど。

　俺は声をかけたことを若じやつ干かん後悔して頰ほおをひくつかせつつも、彼女に挨あい拶さつを返す。

「お、おはようございます。えっと……」

　俺が次の言葉に迷っていると、ニーナさんはフラつきながら空を見上げ、ニコォと不気味に笑う。

「……いい朝だね……ニセハラ」

「本当にそれ心から言ってます!?」

　正直「一族郎ろう党とう皆みな殺ごろしにされた直後です」みたいな状態の人にそんなこと言われても、気味悪さしか感じられないのだが。

　俺がドン引きしていると、しかし、ニーナ先輩は一瞬キョトンと首を傾かしげ、そうして、何か得心したように呟いた。

「あ……大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。これ、いつものことだから……」

「毎朝一族を皆みな殺ごろしにされているのですか!?」

「……なに言ってんのニセハラ。相変わらず意味不明でキモいね……」

　朝っぱらから不審者に不審がられた。なんだこれ。

　ニーナさんは気け怠だるげに溜息をついた後、若干頭が回り始めた様子で説明してくる。

「……低血圧なの、あたし」

「いや『低血圧』の一言で済ませていいレベルの状態じゃないでしょう、それ」

「うん、まあ、そうだね……両親にもいっつも『娘むすめよ、毎朝まるでレ○プ直後みたいなそのテンション、お願いだからやめてくれ』と請こわれるけど……」

「両親にそんなドギツい言葉吐はかれるって相当ですね！」

「でもまあ、あたしにとって『おこされる』と『おかされる』ってほぼ同義だから、あながち間違いでもない……」

「起こす側の家族、たまったもんじゃねえや！」

「……朝食食べている時なんか、あたし、毎朝ガチで両親を睨にらんでるものね……」

「ホントたまったもんじゃねえな！」

　朝から娘に加害者扱あつかいされる家庭とか、地じ獄ごくすぎるだろう。

「とはいえ……このままの状態で学校に入るわけにもいかないから……」

「まあ俺が教師なら通報しますね」

「朝はこうして……あえて徒歩通学で……目を覚ましてるの……ＺＺＺ」

「って、今台詞せりふの最後寝ねてましたよねぇ!?　徒歩が効果をあげてませんよねぇ!?」

「大丈夫大丈夫……校門付近で他の人の目が増えると、途と端たんにあたし、シャキッとするから……。ほら……あたしこう見えて……案外常識人だし……」

「いや、今だって、俺の目があるんですが……」

「…………えっと、だから？」

　なんか本気で首を傾げられた。む……これは……このリアクションは……。

「だ、駄だ目めですよニーナさん。以前からニーナさんが俺に惚ほれかけているのは重々承知していますが……そうそう気軽に男に心を開くもんじゃないですよ」

　キランと白い歯を輝かがやかせてイケメンモードの俺。と、ニーナさんはそんな俺が眩まぶしくて直視出来ないのか、額に手をやって呻うめき始めた。

「ああ……なんか、うん、いい感じの激情で目が覚めたわ。そういや、そんな感じのクソヤローだったね、ニセハラ」

「そうですニーナさん。俺をクソヤローだと自分に言い聞かせるぐらいで丁度良いです」

　ニーナさんは魅み力りよく的な人だが、俺には亜玖璃という彼女がいるのだから。ニーナさんに不毛な恋こいはして欲しくない。

　ニーナさんはジーッと俺を見つめて来る。

「……うん、いいね、ニセハラ。これ起きるわ。身体からだ全体に一気に血が巡る」

「恐おそろしいですね、恋の力って」

「おっと追加血流頂きました」

　そう告げるとニーナさんは完全に覚かく醒せいされた様子で、軽く身なりを整えた（それでも相変わらず制服を着き崩くずしてはいるのだが）。

　そうして、歩行ペースを一いつ般ぱん的な速度にまで上じよう昇しようさせて俺の隣を歩きつつ、改めて訊たずねて来た。

「で、ニセハラは朝から何してるの？　女子生徒の物色？」

「あの、どうして俺って最近、女性陣じんから悉ことごとくナンパ野郎扱あつかいなんでしょう」

「実際ナンパしてるからでしょ」

「いや、してま──」

　と言いかけて、そういやニーナさんとの出で逢あい方は若干それに近いなと自じ粛しゆくする。

　こほんと咳せき払ばらいしてから、若干強ごう引いんに元々の質問の方へと話を戻もどす。

「俺にだって、たまには歩きながら考え事したい日とかあるんです」

「うーわ、なんか逆に鼻持ちならない、こじらせリア充じゆうっぽくて引くね、その行動理由」

「理り不ふ尽じんにも程がある」

「ニセハラってさ、ヴィレヴァンとか好きそうだよね」

「…………」

　好きだった。いや別にいいだろう、ヴィレヴァン好きでも！　何が悪い！

「まああたしも好きなんだけどさ、ヴィレヴァン。いいよね」

「なんなんですか一体！」

「いや、ただただニセハラは何しても気に食わないという話」

「反はん抗こう期か何かですか！」

「あー……ごめんごめん。で、その考え事って具体的になんなの？　そろそろテストでも近かったっけ？」

「あ……いや、そういうんじゃないんですけど……」

「？　じゃあ、格ゲーのこととか？」

「い、いや、その、なんていうか……。……れ、恋れん愛あい絡がらみの悩なやみなんですけどね……」

「……………………うーわ」

　めっさ冷たい目で見下してくるニーナさん。俺は思わず叫さけぶ。

「予想ついてましたよそのリアクション！　ええ、そうですね！　朝から恋れん愛あいに悩んで徒歩通選ぶ男とかって、正直どうなんでしょうね、ええ！」

「……ニセハラってさ、テ○スハウスとか……」

「熱心に見てましたよ！　悪いか！」

「いやあたしも劇場版まで見たけどさ」

「見てたんかい！」

　相変わらず趣しゆ味みがよく分からない人だった。案外格ゲー一いつ辺ぺん倒とうじゃないらしい。

　俺がぜぇぜぇと息を吐いていると、流石さすがに憐あわれに思えたのか、ニーナさんが若干態度を軟なん化かさせてくれる。

「でもまあ、ニセハラでも、恋に悩んだりするんだね」

「そりゃそうですよ。俺を何だと思っているんですか」

「チャラい人」

「シンプルにショックです」

　リアルな低評価表現すぎる。チャラい人。

　ニーナさんは相変わらずのうろんな目で、欠伸あくび混じりにのんびり続けて来る。

「で、何？　まさかベタに『恋のライバル』が現われたとか言うんじゃ……」

「う……」

「…………ニセハラってさ──」

「もういいですよ！　なんですか！　色々浅くて悪かったですねぇ！　ええっ、俺はホント浅いですよ！『ちょっとマニアックになっちゃうけど、最近○○とか好きなんだよね』ってメジャータイトル出しちゃうようなタイプですよ！　悪いか！」

「別に何も言ってないけど……。まあいいんじゃないかな、こ、恋のライバル」

「半笑いで『恋のライバル』とか言わないで下さい！　っていうか、俺の悩みはそう単純じゃなくてですね……」

「へぇ、そうなんだ。あー……ごめんね。あたし今、すっかり浅い妄もう想そう発展させて……恋のライバルたる男とヒロインが、互たがいに『こんなヤツのことなんかなんとも思ってない』的なこと言うけど、実際とても仲良さそう──みたいなよくある少女漫まん画が展開を想像しちゃってたわ。そうだよね、現実には、そんな浅い悩みなわけない……」

「…………」

　視線を逸そらして黙だまり込む俺。「マジか」というテンションで俺を見つめるニーナさん。

「…………ニセハラってさ……」

「…………なんですか」

「…………。…………。……どんまい」

　肩かたにぽんと手を置かれる。地味に一番きつい対応だった。なぜギャグ対応で押し切ってくれないのか。

　このまま具体的な話までもつれ込んでも仕方ないので、俺はニーナさんに漠ばく然ぜんと参考意見を求めることにした。

「たとえばこの状じよう況きよう、ニーナさんだったらどう対応します？」

「へ？　いやあたし『恋のライバル』なんて、如何いかにも馬ば鹿かっぽいラブコメ的存在に出逢ったことないし……」

「こ、恋のライバルじゃなくていいですよ！　そうですね……ゲームとかでいいです。このあたりじゃ自分が一番上手うまいと自負していた格ゲーで、ある日突とつ然ぜん、なめていた知り合いに大敗を喫きつしたりしたら……どう思うかって話です」

「ああ……たとえば雨野景太みたいな奴やつに急に負けたら、みたいな話？」

「な、なぜ喩たとえが雨野なんですか！」

　ドンピシャな人選に俺は戸と惑まどうも、ニーナさん側には本当に他意がないらしい。

「いや、あたしがなめている知り合いって、ニセハラと雨野景太ぐらいだから……」

「そ、そうですか。まあいいです。で、どうです？　その……雨野に格ゲーで急に負けたら、ニーナさん、どうやって立ち直って……」

「いや、立ち直るもなにも、そもそも、それで落ち込まないと思うけど、あたし」

「へ？」

　意外な回答に素すっ頓とん狂きような声をあげる俺。しかしニーナさんの方もまた不思議そうにしていた。あ、あれぇ？　「恋」の部分を「格ゲー」に置き換かえてしまった弊へい害がいだろうか。全然俺の現在の感情とニーナさんの答えが嚙かみ合わない。

　俺は動どう揺ようしながら訊ねる。

「えっと、その、だって、自分こそが一番だと自負していたゲームですよ？　それを……急に出て来た、大して『積み重ね』も見えない奴に負けるのって、悔くやしいですよね？」

「そりゃまあ、悔しいだろうけど。でも、その『積み重ね』が見えないから云うん々ぬんって理由は、まったく同意出来ないかな」

「ど、どういう意味ですか？」

「だって、こちらは、事実として、敗北したわけでしょ？」

「ぐ……」

　胸にぐさりと矢が刺ささる。じ、事実として、敗北……。俺が……雨野に……。

　俺はげんなりと俯うつむきながら、青白い顔で呟つぶやく。

「そ、そうですよね。俺は……事実として敗北したわけで……やっぱり、色々、自分の行動を省みるべきなわけですよね……」

　現実を突つきつけられ、しょんぼりと落ち込む俺。

　しかしそれに、ニーナさんはどこか呆あきれたように返してきた。

「だから、あたしはニセハラと違ちがってそんな風に落ち込まないんだって。そもそも、そうやって反省とかする以前にさ、まず、相手の──」

　と、そこまで饒じよう舌ぜつにアドバイスを語ったところだった。

　ニーナさんは何かに気付いたように突とつ然ぜん、すっかり冷めた様子で息を吐はく。

「……やめた。あほらし」

「え、なんですか、急に。く、下さいよ、アドバイス」

「あー……うん、別に勿もつ体たいぶるわけじゃないんだけどさ……」

　ニーナさんは面めん倒どうそうに頭を搔かき、それから俺の方に向き直ると……その瞳ひとみに憐れん憫びんや呆れ、そしてほんの少しの温かさを宿らせて見つめてきた。

「これが完全に格ゲーの話ならいいんだけどさ。でもこれ、実際はニセハラの真ま面じ目めな恋愛話なんでしょ？　それに対して……あたしのゲームスタイル基準でハッキリとアドバイスするの、ちょっち、気が引けるかな。だって、あたし、あんたの恋愛に、ほんの少しだって責任持ちたくないから」

「そんなこと言わず！　ニーナさんのスタイルは本当に参考になるので、是ぜ非ひ──」

　そう、俺が追いすがった、その瞬しゆん間かんだった。

　ニーナさんは俺の額を、宥なだめるように人指し指でコツンとつつくと。

　まるで子供を叱しかる母親のような、厳しくも温かい表情で続けてきた。




「ニセハラは、自分の恋愛の核かく心しん部分でまで、他人の口から答えを求めるの？」




「あ……」

　その刹せつ那な、なぜだろう。

　俺には一瞬……ほんの一瞬だけ、ニーナさんが、亜玖璃と重なって見えた。

　それが、如何にも、亜玖璃が雨野にしそうなアドバイスだったからだろうか。

　俺は少し呆ほうけてしまうも……しかし直すぐに言われた言葉の意味を真しん剣けんに考え。

　そうして次の瞬間には、キリッと表情を引き締しめ、ニーナさんを正面から見つめ返した。

「……そうッスね。分かりました。先程の話の結論は、自分で考えてみます。たとえそれが、ニーナさんの用意していた答えと違っても」

「いいんじゃない？　っていうか、それこそが正解でしょ。ニセハラにとってはさ」

　ニーナさんが優しげに微笑ほほえんでくれる。俺もまた、それに笑い返す。

　と、ニーナさんが「ふわ……」と可愛らしい欠伸を漏もらした。

「あー……あたし、もうちょっとゆっくり歩いて行くからさ。ニセハラは……」

「あ、はい、了りよう解かいしました。じゃあ、また……今度は是非対戦でも！」

「うん、了解。楽しみにしてるよ」

「はい！」

　元気に応じると、俺は小走りで学園に向かって駆かけ出す。

　気付けば、空からは先程までより少し雲が減っていた。




　　　　＊




「そ、それでそれで、上原さんは、どう考えておいでなのですかっ！」

「そうです上原君。事と次し第だいによっては、お宅のカノジョさんの監かん督とく不行届きに関して、貴方あなたの責任を問わなければいけないかもしれませんよ」

「……あー……」

　目の下に酷ひどい隈くまを作った美少女二人に壮そう絶ぜつな剣けん幕まくで凄すごまれる。

　俺はその対応にほとほと困り果てると、とりあえず時間を稼かせぐように長く呻うめきながら視線を室内へと泳がせた。

　放課後のゲーム部部室。

　中央の長机の上には現行ハードとモニター数台が雑多に並び、壁かべ際ぎわに組み立てられたスチールラックには、大量のコントローラーやらケーブル類が詰つめ込まれたプラスチックケースが所ところ狭せましと並ぶ。意外にもゲームソフトのパッケージ自体は少なく、それこそが「浅く広く」より「深く狭せまく」を信条とするのであろうこの部の性質を表わしていた。

　そして、そこには現在──長机を挟はさんで三人の人間が着席している。

　何もない側の壁かべを背に俺、上原祐が。そして、スチールラックを背に、天道花憐と、星ノ守千秋。本来のゲーム部活動は本日休止らしく、ニーナさん達はいない。

　ではなぜ、今ここに俺達が……天道はまだしも、俺や星ノ守が集っているのかというと。

　それはもう、偏ひとえに……。




『さあ、雨野君ケータと亜玖璃さんの関係について、ちゃんと説明して下さい！』




「…………」

　これである。状況は大体察して貰もらえただろうか？　この件について、この三人で、誰だれにも聞かれず話せる時間と場所は……と天道が思案した結果、こうなった。

　俺は大きく溜ため息いきをついて、自らの肩を揉もむ。……正直、説明して欲しいのは俺も同じなのだが……どうにもこの二人は、俺より重じゆう症しようそうなので何も言えない。俺と違って天道も星ノ守も妙みように孤こ高こうの気質というか、色々自分の中で煮に詰つめすぎるところがあるため、この惨さん憺たんたる顔の有様なのかもしれない。

　机に手をついて立ち上がり、充じゆう血けつした目をギンギンに開いて睨にらみつけてくる来る女二人に、俺はまず、至し極ごく真っ当な主張で応じてみることにする。

「んなの、俺じゃなく当人達に──」

『訊きけたら苦労しません！』

「……ですよね」

　……うん、これは俺が悪かった。確かに、俺も、雨野や亜玖璃に直接は確かく認にん出来ない。特に亜玖璃に関しては以前にも一度「雨野をどう思っているか」という質問をしてしまっているだけに、だめ押しでもう一度確認はしづらい。それにどうせ訊たずねたところで……。

　と、俺が考え込んでいると、星ノ守がまさにその危き惧ぐを口にした。
















「……えとえと、それに、あの様子では、たとえ本人達に直接訊ねたところで、普ふ通つうに否定するだけだったと思います……」

　星ノ守が核心を突く。そう、問題はそこだ。雨野にしろ亜玖璃にしろ、本人達に互たがいへの感情を訊ねたところで、「相談相手」とか「弟」としか言わないだろう。そしてそれは、本人達的にも、決して噓うそではないはずなのだ。

　だが、しかし。今の俺達三人が知りたいのは……そういうことでは、ないわけで。

『…………』

　すっかり場の空気が冷えたことで、天道も星ノ守も少し冷静になって一いつ旦たん着席した。

　天道が苛いら立だちを紛まぎらわすように、背もたれに体重を預けて腕うでや足を組む。

「上原君。今日、雨野君と亜玖璃さんは……」

「ああ、雨野は、結局昨日買いそびれた例のゲーム探しに行くってよ。亜玖璃は、たまにはクラスメイト達と駄だ弁べるとか言って、自分の教室に残ってる」

「そう……」

　どこかホッとした表情を見せる天道。……二人でまた会っているかとでも危惧していたのだろう。その隣となりでは、ひっそりと星ノ守も胸むねを撫なで下ろしていた。

　が、そこでふと……天道が素そ朴ぼくな疑問を口にしてきた。

「ところで、上原君と亜玖璃さんがお付き合いなさっているというのは私も把は握あくしておりますので、上原君のリアクションが私とかぶるのは理解出来るのですが」

「ああ」

「……その……えっと、では、星ノ守さんは、一体、なぜ、なににショックを……？」

『!?』

　そこでハッとする俺と星ノ守。……そうだ。なんか亜玖璃と雨野の事に意識がいきすぎて、俺も星ノ守も全然配はい慮りよしてなかったけど……これ、駄だ目めじゃん！　これじゃあ、星ノ守が雨野のことを好きなの、天道から丸見えじゃん！

　俺達がまさかの指し摘てきに黙だまり込んでいると、天道はいよいよ訝いぶかしむように俺達を交こう互ごに眺ながめ始める。

「まさか……星ノ守さん……やっぱり雨野君のことが……」

『！』

　顔に汗あせをだくだく搔かき始める俺と星ノ守。…………いや、しかし……。

「（待てよ。これは、『星ノ守の恋こい応おう援えん団長』を自任する俺的にはいいチャンスじゃないか？　ここで星ノ守が宣戦布告することで、少しは戦せん況きようが変わるんじゃ……）」

　俺はそう考え、ちらりと、星ノ守に目配せをしてみる。と……星ノ守は……。

「…………っ！　えっと……」

　なにやら、大変気まずさそうに俺から視線を逸そらした。その瞳には、ありありと、「他人の好意を踏ふみにじる罪悪感」が表われている！　天道を直接見るに忍しのびないのか、現状はなぜかその同情の視線を俺に向けているが……とにかく、なんて優やさしいヤツなんだ！

　俺がますます星ノ守の恋を応援する決意を固めていると、星ノ守が突とつ如じよ立ち上がり、意を決した様子で天道に向き直った。

「て、天道さん！　その、自分がケータとアグリさんの件でショックを受けているのは……その……それは……自分は……自分が……！」

「（お、おお!?）」

　遂ついに宣戦布告を決めたのだろうか。星ノ守の剣幕に、俺も天道もごくりと唾つばを飲む。

　そうして次の瞬間……星ノ守は、想おもいもしなかった台詞せりふを吐いた。




「じ、自分の妹がっ、《のべ》であり《ＭＯＮＯ》だからなのですっ！」




『…………は、はい？』

　あまりに意外な角度からの釈しやく明めいに、キョトンとする俺と天道。

　が、星ノ守は一人、むふーと鼻から息を吐くと、なにやら「やりきった」という様子で堂々と着席を──。

『いやいやいやいやいやいやいや、何一つ分かんないんだけど!?』

　俺と天道で慌あわててツッコむ。と、星ノ守は「少々お待ちください」と俺達を制止し、たっぷり二十秒程目を瞑つぶった後……ぽつりと呟つぶやいた。

「整いました」

『整いました!?』

　何が!?　え、もしかして、設定が？　この件の噓設定が整ったのか、星ノ守よ！

　俺が一人汗を搔き始める中、星ノ守は涼すずしい顔で妄ぼう言げんを語り出す。

「実はですね、うちの妹は、ケータと中々に運命的なネット上の繫つながりがありましてね」

「え、ネット上の運命的な繫がり……ですか？」

「はい、詳しよう細さいは省きますが、それはもう、運命的ですし、それどころか、深い深ぁ～い心の繫がりまであるのです！　とてつもなくいい関係なんです、はい！」

「そ、そう」

　妙に前のめりで説明する星ノ守に、気け圧おされる天道。俺が「なんだこれ」というテンションで見守る中、星ノ守はこほんと咳せき払ばらいしてから続ける。

「で……まあケータの方はさておき、妹のコノハは、相手がケータだと知ってから、それはもう……なんていうか……えーと……ケータにホの字でしてね……」

『（表現、古っ！）』

　そこから窺うかがい知れる、星ノ守のコイバナ経験値の無さが悲しい。なので、俺と天道は優しさからツッコミを心の中だけに留とどめた。

　が、そうとも知らず、星ノ守は滔とう々とうと続ける。

「ああ、でもでも、ご安心めされよ、天道殿どの」

『（なにそのテンション）』

　オタク特有の若じやつ干かん痛々しいハメの外し方を始める星ノ守。対応方法が分からず、ただ黙って話を聞く俺達。

「うちの妹に、略りやく奪だつ愛あいをさせようなんて思ってません。なにせ相手がケータですからね。あんな豆モヤシと妹に付き合って欲しい姉が何処どこにいます！」

「うん、あの、星ノ守さん、私、今、その豆モヤシさんのカノジョ──」

「絶対勘かん弁べんですよ！　ホント！　我が妹ながら、アレに惚ほれるなんて趣しゆ味みが悪すぎです！　ロクな育ち方しなかったんでしょうね！　ほら、深夜のラノベ原作アニメとかで第一話にして既すでに主人公に惚れるヒロインなんか見ると、反吐へどが出るじゃないですか！」

「…………」

「ああいう萌もえ系って、とかく無個性モテモテ主人公が叩たたかれがちですけど、それと同じくらい、主人公にホイホイ惚れる女の方も大たい概がいどうかと自分は常々──」

「星ノ守星ノ守、それぐらいにしとけ。お前今、天道に向けて銃じゆうを乱射してる！」

「あ」

　星ノ守がハッとして隣の女の様子を窺う。と……そこには、ニコォと……実に無機質な笑え顔がおを貼はり付かせた我が校のアイドルがいらっしゃった。……うん、今、理解出来た。星ノ守……そりゃ友達出来ねぇよお前。

　星ノ守は「こ、こほん！」と咳払いして、先を続ける。

「で、ですから、うちの妹に天道さんからケータを奪うばわせようなんて思ってないのです。というかむしろ、妹に、天道さんとケータの仲を見せつけてやって欲しいぐらいで！」

「私と雨野君の仲を……ですか？」

　首を傾かしげる天道に、星ノ守が、柔やわらかく微笑ほほえむ。

「はい。だってだって……そうやって、幸せな二人を見ることで、ちゃんと諦あきらめがついたなら……恋の終わり方としては、中々綺き麗れいで上等じゃないですか」

「星ノ守さん……」

　天道もまた、それに微笑み返す。二人の間にはどこか温かな空気が流れていたが……しかし、傍そばで見ていたオレは、胸が締しめ付けられる思いだった。

「（星ノ守……お前……）」

　彼女の話はいつも沢たく山さんの噓に彩いろどられている。だというのに……その一方で、いつも……いつも、本当に大事な部分では、見ていられない程ほどに剝むき出しで。

　少し間を置いた後、星ノ守が「ですから」と仕切り直す。

「そうやって妹の恋を綺麗に閉じさせようとしているこの段階で、いきなり『アグリさん』なんていう妙な恋れん愛あい要員がしゃしゃり出て来るのは、かなり困ったさんなのですよ！」

『ああ、なるほど』

　俺と天道は思わず同時に呟く。中でも俺は、その説明にいたく感心していた。

「（……案外筋が通ってるぞこれ！）」

　星ノ守千秋……総合的なコミュニケーション能力は絶望的だが、それでもクリエイターの端はしくれらしく、噓設定でっちあげ能力だけは群を抜ぬいてやがった。

　フィクションマスター星ノ守が続ける。

「アグリさんみたいな対たい抗こう馬ばが出て来たことで、妹が『これ、あたしにもまだワンチャンあるのかも！　よぅし、がんばるぞー！』ってなるのも困りものですし」

『ふむふむ』

「かといって、『うーわ、あたしのネットの恩人、雨野景太って二ふた股またとかしちゃう人だったんだ……』となってグズグズなカタチで初はつ恋こいが終わるのも、ちょっと可哀かわい想そうです」

『ほぅほぅ』

「そのようなわけで……。あくまで自分は、妹の恋の終わりを案じる姉として、アグリさんのヒロイン急きゆう浮ふ上じように心を痛めていただけなのです！」

『な、なるほどー』

　思わずうっとりする程の上手うまい理由付けだった。なんだこれ。無む駄だに凄ぇな星ノ守千秋。そしてだからこそ色々虚むなしいなっ、星ノ守千秋！　お前の想い、今何重のオブラートにくるまってんだよおい！

　星ノ守の説明に、天道が納なつ得とくした様子で頷うなずく。

「ふむ、よく分かりました、星ノ守さん。そして……その、申し訳ありませんでした！　わ、私ったら、てっきり、星ノ守さん自身が雨野君のことを……」

「いえいえ！　先程も言いましたが、自分はあんなナヨナヨウジ虫男なぞ──」

「あ、はい、それはもういいです！」

　再び始まりかけた彼氏フルボッコタイムをキャンセルする天道。

　彼女は「こほん」と咳払いし、改めて、話を本筋に戻もどしてきた。

「雨野君と亜玖璃さんの件に戻りましょう。実際問題……お二人から見て、雨野君と亜玖璃さんはどう見えましたか？」

　天道の質問に、俺と星ノ守は目を見合わせた後……二人、完全に死んだ魚の目で応じる。




『これがラブコメなら、完全に、最後はくっつく、例のやつ』




「…………」

　机に両りよう肘ひじをつき、頭を抱かかえる天道花憐。どうやら全く同じ印象だったらしい。

　星ノ守が表情死んだままで解説する。

「正直、あまりラブコメに詳くわしくない自分でも確信するレベルですよ。いつもは喧けん嘩かばかりだった幼おさな馴な染じみ同士とかによく見られるパターンのアレです」

「というか、モロそのまんま、『互たがいの恋愛に協力する』って体で始まるラブコメの主人公とヒロインにありがちな仲の良さっつうか……」

　俺達の追い打ちに、しかし、まだ認めたくない様子の天道が力なく返してくる。

「で、でも、それは、一体、何を根こん拠きよに……」

『主におたくの彼氏の物事優先度だよ！（ですよ！）』

「……デスヨネー」

　感情の処理が難しくなってきたのか、天道が最も早はや機械的に応じていた。

　三人、大きく溜ため息いきを吐つく。そのまま訪おとずれた長い静せい寂じやくを最初に破ったのは、なにやら心底疲つかれた様子の星ノ守だった。

「実際、なんなんですか、アレ。ゲームより女の子を優先するって……いつからケータはそんなまともな選せん択たくをする男子になったんですか！」

　ぷりぷり怒おこる星ノ守に、俺は思わず少しツッコんでしまう。

「いや、でも、それって普ふ通つうに成長とも言えるんじゃ……」

「成長じゃありませんよ、こんなの！　キャラの喪そう失しつです！　アレです！　某ぼう麦わらの海かい賊ぞくさんが『海賊王より、定職に就つく！』って言い出したようなもんですよ！」

「い、いや、まあ、それも、冷静に考えたら、まともな人生選択と言えなくも……」

「まともな方向こそが正解ですか!?　じゃあ上原さんは、孫悟○が全すべての敵に『暴力はよくない！』と、こんこんと説いて回るドラゴ○ボールが読みたいかって話ですよ！」

「逆にちょっと読みたい」

「捻ひねくれ者ですか！　で、でもそれは、まず元の名作本編ありきの話でしょう!?　二次創作としてはいいですけど、本筋がそうなるのは誰だれも見たくないわけで！」

「た、確かに」

「それでそれで、自分から見て、今のケータってそんな感じなんです！　あの直前にも話してましたけど……天道さんからの折角のゲーム部への誘さそいを断わっちゃうような、そういう馬ば鹿かげた部分こそが、雨野景太を雨野景太たらしめていたんじゃないですか！」

『う、うん……』

　妙みように熱く語る星ノ守に、若干引く俺と天道。天道が少し戸と惑まどった様子でツッコミを入れる。

「あの、星ノ守さん？　その……あくまで妹さんの恋愛対象と言う割には、随ずい分ぶんとしっかりした『雨野景太論』をお持ちのように見えるのですが……」

「!?　ち、違います！　えとえと……その、これは、そう、クリエイター感性がそうさせるのです！　キャラのブレって、自分、許せないのです、はい！」

「は、はぁ……な、なるほど」

　星ノ守のテンションに押され、一応は納得する天道。俺は星ノ守に助け船を出すべく、とっとと話を進めてやることにした。

「とにかく、やっぱ今回の件の一番の問題点は『雨野景太がゲームより亜玖璃を優先した』っつう部分だよな」

　俺の言葉に、天道が頷く。

「認めたくありませんが、そうですね。実際……亜玖璃さん側が雨野君に馴なれ馴なれしいの自体は、そんなに問題じゃない気がします。元々気さくな方ですから」

「ああ、まあ、確かに亜玖璃は誰にでも気やすいよな」

　とはいえ、彼女をよく知る俺から言わせれば、軽そうに見えて、案外、俺以外の男にはうまいこと距きよ離りとるヤツでもあったのだが……。まあこれは、今は言わないでおこう。ややこしくなる。

　と、天道が、なにやら酷ひどく寂さびしそうに俯うつむく。

「私の、ゲーム部への誘いは断わって……でも、亜玖璃さんの呼び出しには優先的に応じる……。……それって、やっぱり、どう考えても、もう……」

『…………』

　俺も星ノ守も、フォローの言葉が見つからなかった。事実として、雨野景太はゲーム部を拒きよ否ひしたし、亜玖璃のために駆かけつけたのだ。

　これまでの単純なすれ違ちがいや勘かん違ちがいとはわけが違う。圧あつ倒とう的な「事実」が、そこにあるのだ。安い希望的観測を述べるだけでは、どうにもならない。

　もう何度目になるか分からない、重たい沈ちん黙もくの降りるゲーム部部室。

　星ノ守がぽつりと呟つぶやく。

「なんか……凄すごく不毛ですね、この会合も。自分達が何か話し合ったからって……あの二人の絆きずなが変わるわけじゃ、ないのに……」

『…………』

　その言葉は俺達の心に深く突つき刺ささる。……そんなの、ずっとずっと前から誰もが知っていたことだ。知っていて……それでもなお、どこかに救いを求めずにはいられなくて。

　が、今回ばかりは傷の舐なめあいさえまともに出来そうにない。

「…………解散しましょうか」

　ぽつりと天道が切り出してくる。それは実際「この場を」という意味なのだろうが……今の俺達にはもっと重層的な意味を孕はらんでいるように思えてならなかった。

　本当にこんな終わりでいいのだろうか？

　誰もがそう思ってはいるものの……それでも打開策が無いのだから仕方ない。

　俺達は無言で席から立ち上がると、それぞれに帰り支じ度たくを始め──

〈コンッ、コンッ〉

　──ようとしたその矢先だった。突とつ然ぜん、部室のドアがノックされた。思わず顔を見合わせる俺達。人見知りの星ノ守が少し緊きん張ちようした様子で天道に訊たずねた。

「げ、ゲーム部の部員さんでしょうか？」

「いえ……おかしいわね。今日は休みと伝えられているはずなのだけれど……」

　そう呟きながらも、天道は「はーい！　どうぞー！」と謎なぞの来訪者に入室を促うながす。

「失礼しまーす」

　どこか間延びした女子生徒の声と共に、押し開かれるドア。よく聞き覚えのある声だ。

　果たして、そこに立っていたのは……。

「あ、祐、やっぱりここに居たんだ！　まったく、また美少女達とコソコソ密室で……」

「お……お前、ど、どうして……」

　今回の話題の中心人物にして俺の彼女である──亜玖璃、その人だった。




　　　　＊




「はぁ？　最近あまのっちがブレてるぅ？」

　亜玖璃が心底「馬ば鹿か馬ば鹿かしい」といった様相で首を傾かしげる中、しかし俺達三人は負けじと。しっかり彼女の目を見返して頷く。

　……亜玖璃のゲーム部部室来訪から、既すでに十分。

　当初は「カレシがカノジョに隠かくれて他の女と密会していた」という状じよう況きようにいたくご立腹の亜玖璃だったが、しかし俺達の懸けん命めいな釈しやく明めいにより、現状、一応の理解は得られた。

　とはいえ、雨野と亜玖璃、二人の親密度に嫉しつ妬としているだのなんだのというくだりは当然省いて説明している。俺達が今回話し合っていたのは、あくまで「最近、雨野景太の価値観がブレている件に関して」だけでしかないと。

　かくして亜玖璃の怒いかりは一応収まったのだが……代わりに、今度はその議題の方へと疑ぎ問もん符ふを浮うかべてきた。

　亜玖璃は頭の後ろで手を組み、椅い子すの後ろ脚あしのみでバランスを取るようにしてぐらぐらと遊びながら続ける。

「なにそれ。そんなの、三人でわざわざ深刻そうに話し合うようなこと？」

　確かにそれ単体では議題として限りなく弱い。雨野と亜玖璃の仲を疑っている件が説明できないからこその歪ゆがみだ。

　俺達が言い訳を考えあぐねていると、突とつ如じよ、天道が大きく鼻息を漏もらしつつ叫さけんだ。

「それ単体で充じゆう分ぶん深刻なことですよ！　というか、この世界に、雨野君のことでどうでもいいことなんて、一つもありませんし！」

「うん、バカップルの片割れによる、ちょー偏へん向こうした意見とか聞いてないです」

「わ、私が雨野君の彼女だということをさしおいたとしても。実際彼は今やゲーム同好会の中心人物ですよ？　その人物がゲームを疎おろそかにし始めたら、それは、やはり同好会として由ゆ々ゆしき事態と言っていいじゃないですか」

「いやぁ……やっぱり、由々しき事態って程ほどじゃないと思うけど……」

　亜玖璃は「よっ」と体勢を元に戻し、俺達三人をぐるりと見回して訊ねて来る。

「なんか皆みな、さっきから若じやつ干かんはぐらかしているけどさ。要はアレなんでしょ？　昨日あまのっちが新作ゲームソフト諦あきらめて亜玖璃のとこ来たのが、気になっているんでしょ？」

『う……』

　直接的にはそのイベントに触ふれてこなかったのに、やはり見み抜ぬかれていた。まあ当然だ。昨日の今日でこんな話し合いしていれば、誰だって「それ」が直接の原因だろうなと察しがつく。

　亜玖璃は若干呆あきれたように嘆たん息そくした後、鞄かばんからガサゴソと大おお粒つぶのタブレットミント菓が子しを取り出して口に放ほうり込んだ。こちらにも勧すすめてきたが、俺達は全員がそれを断わる。亜玖璃は「あそ」と大して気にした様子もなく引くと、しばらく一人、タブレットを口の中で転がし……それから、どこか軽い調子で切り出して来た。

「えっと……なんだろ、皆、バカなの？」

『え』

　亜玖璃の心底呆れたようなモノ言いに、ぎくりとする俺達。亜玖璃は、正直まだあまり親しいとは言えない天道や星ノ守に若干気を遣つかう素そ振ぶりを見せつつも、それでも「言わずにはいられない」といった様子で続けてきた。

「その……確かく認にんなんだけど、これ、皆、ガチで悩なやんでるんだよね？　ギャグ的ノリとかじゃ、ないんだよね？」

「も、勿もち論ろんですよ！　誰もふざけてなんかいません！」

　星ノ守が珍めずらしく若干憤ふん慨がいして答える。亜玖璃はそれに「ごめんごめん、確認したかっただけだから」と軽く笑顔で謝罪し……それから、面めん倒どうそうに頭を搔かいた。

「はぁ……くだらないなぁ……もう……」

　そのなにやら妙に「上から」な態度に、流石さすがに俺や天道も若干カチンと来る。

　珍しく天道が、少し語気を強めて切り出した。

「お、お言葉ですけど亜玖璃さん。元々雨野君は、私の誘いを……ゲーム部への誘いを断わるような人だったんですよ？　それが、大事な新作ゲームより亜玖璃さんを選ぶ場面を見てしまったら……動どう揺ようしたり、疑ってしまっても無理はないでしょう？」

「いや、だから、そこで疑うとかする時点で……。……あー……ったく……」

　亜玖璃は説明を途と中ちゆうでやめると、やれやれと肩かたを竦すくめ、なにやらポケットからスマホを取り出した。

　皆が見守る中、彼女は両手で素す早ばやくタップ＆スワイプを繰くり返しつつ、何処どこか妙に刺とげ々とげしい語調で喋しやべり出す。

「……亜玖璃がいくら口で説明しても無む駄だっぽいからこうするけど……正直、あんまり趣しゆ味みのいいやり口じゃないんだよね。だから後で皆、ちゃんと一いつ緒しよに謝ってよね」

『？』

　なにやらよく分からないことを言いながら、スマホを操作し続ける亜玖璃。

　そうして約一分後。彼女は操作を終えると、画面を確認し……それから俺達を見回して、一つ溜ため息いきをついた。

「……はぁ。……仕方ない、送信っと」

『？』

　その言葉から、なにやら誰だれかにメールかメッセージを送ったらしいとは察せられるものの、やはり未いまだよく状況の飲み込めない俺達。

　亜玖璃は再びタブレット菓子を一ひと粒つぶ手に取ると、それを口にぞんざいに放り込みながら、どこか憂ゆう鬱うつげに自らのスマホを見つめつつ、今度は世間話のノリで喋り出した。

「あまのっちだけどさ。実はさっき本校舎の廊ろう下かで軽く顔合わせたんだよね」

「え？　あいつ、今日はゲーム探しに行くんじゃ……」

「うん、実際そうしてたみたいなんだけど。途中でスマホを机の中に忘れてきたのに気付いたらしくてさ。泣く泣く戻もどって来たんだって。しかもスマホ、間の悪いことに既に用務員さんによって回収済みで、これから職員室に取りに行って、割と面倒な手続きしなきゃいけないっぽいらしく……」

「なんだか雨野君らしい話ですね」

　天道が薄うすく微笑ほほえむ。しかし亜玖璃はといえば意外にも楽しそうではなく、むしろただただつまらなそうに、自らのスマホを眺ながめていた。

「まあ、確かに、らしいよね。……でも今言いたい事は、あまのっち、あの様子だとまだ割とこの近くに居るだろうなーってことでさ」

「？　えっと、それが、どうかしましたか？」

「いや、だからさ」

　そう言って亜玖璃は再び深い溜息をつくと……何か決意したように、自らのスマホの画面を俺達に見せるように机の真ん中へと置いた。

　俺達三人は相変わらず彼女の妙みようにぞんざいな態度に多少ムッとしつつも、仕方なく立ち上がって画面を覗のぞき込む。

　と、そこに映されていたのは……メッセージアプリの画面だった。亜玖璃のキャラアイコンから、雨野の未だ画像未設定の簡素なアイコンに向かって、メッセージが二つ飛ばされている。

　俺達は、顔を寄せ合ってその文面を読み進める。




〈あまのっちの探してたゲームだけど、さっき、学校から一番近いゲームショップで、あと一本だけ残っているの見かけたってクラスメイトが喋ってたの聞いたよー。急げばまだ間に合うかも！〉




『!?』

　そのメッセージの真意が分からず思わず亜玖璃を見やる俺達。しかし亜玖璃は相変わらず何か物もの憂うげな顔で、俺達に顎あごで「先を読め」と促すのみだった。

　仕方なく、続けざまに打たれたらしきもう一文へと視線を落とす。







〈あと、そうそう。実は今日うちのカレシさん、珍しく男友達と結構激しめに喧けん嘩かしちゃって、すっごい落ち込んでんだよね。今なんか、ばったり会った天道さんからゲーム部部室の鍵かぎ借りて「一人にしてくれ」って閉じこもっちゃって。そんなわけだから、後で暇ひまあったら、あまのっちも通話の一本でも入れてあげてよ〉




『これは……』

　天道と星ノ守の視線が俺に向く。俺はぶるんぶるんと首を横に振ふった。……いや、男友達との喧嘩なんざ、まるで身に覚えがないんだが……。

　俺達が視線を亜玖璃にやると、あぐりはなにやら爪つめをいじりながら、しれっとこちらも見ずに言い放ってきた。

「まあゲームも喧嘩も１００パー噓うそだよね。火のないところに煙けむり立てまくりました」

『はぁ!?』

　全く意味が分からない。室内に異様な沈ちん黙もくが立ちこめる。と、その刹せつ那な……廊下をバタバタと慌あわただしく誰かが走る音が響ひびいてきた。何事かと思っていると……その足音はどんどんこちらへと近付いてくる。

　そうして、まさかと思った次の瞬しゆん間かんには、ガラガラと勢い良く扉とびらが開け放たれていた。

「うう、う、上原君！　だいじょ、じょぶ！　ぼぼ、僕はみか、みかたなので、ああ、あんまり、お、落ち込まないで……！」

　こちらが恥はずかしくなる程に嚙かみ嚙かみの台詞せりふと共に現われる男子生徒。それは、昨日と全く同じように汗あせだくになった、一人のもやしっ子少年であり。つまりは……。

「……あ、雨野？」

「あ、上原君！　あの、よく分からないけど、少なくとも僕は友達として……！　って、あ、あれ？　アグリさんと天道さんに、チアキまで……どうして……」

　顎に滴したたる汗を拭ぬぐいながら部室内へ足を踏ふみ入れる雨野。そこで彼も流石に「昨日みたいだ」と気付いたのか、ハッとして亜玖璃を見つめる。

　と、亜玖璃は即そく座ざに手を合わせ、片目を瞑つぶって雨野に謝罪した。

「ごめんあまのっち！　その、なんやかんやありまして……」

「まさか……」

「はい！　お察しの通り、近ちか頃ごろの亜玖璃の十八番おはこ……『あまのっちの無駄呼び出し』でぇ、ごぜぇます！　てへぺろ！」

「なんだその十八番！　え、ということはなに、ゲームの在庫情報も、上原君が落ち込んでいるっていう件も……」

「あの文面は全すべてフィクションです。実在の人物、団体とはガチで関係ありません」

「え、なにその、いともたやすく行われるえげつない行こう為い」

　真実を聞いた途と端たん、気が抜ぬけたのかへなへなと脱だつ力りよくしていく雨野。即座に亜玖璃がスペアの折りたたみ椅子を開いて、自分の隣となりに雨野を座らせる。

『…………』

　それらの一連の流れを見つめながら……俺達三人はと言えば、昨日とは違ちがった感情の渦うずの中に飲み込まれ、ただただ口をぽかんと開いていた。

　胸が、ざわざわし始める。昨日と同じく……しかし昨日とは決定的に違う、胸の、ざわつき。……嫉しつ妬とや疑心のそれとは違う、ざわつき。

「……こほっ、こほっ」

　と、ここまでよっぽど急いだのか、荒あらい息を吐はいていた雨野が咳せき込みだす。思わず心配する俺達を、彼はなにやらばつが悪そうに手で制すと、「す、すいません、ちょっと、水飲んで来ます」とそそくさ席を立ち、部室を出て近くのトイレに駆かけて行った。

『…………』

　そんな彼の出ていった戸を、俺、天道、星ノ守の三人は、どこか血の気の失うせた表情で見つめる。……その時には既すでに、俺達にも、理解出来始めていた。

　亜玖璃が、今日の俺達の、何に、あんなに苛いら立だっていたのか。

　亜玖璃はそんな俺達三人を、相変わらずどこか呆れた様子で見つめ……それから、雨野の去った戸の方を見つめ、誰かを責めるようにぽつりと呟つぶやく。

「で、なんだっけ？　誰がどうブレてるって話だっけ？　続けていいよ、それ、三人で」

『…………』

　俺達は思わず俯うつむく。……今になって、とてつもない恥はずかしさと後こう悔かいが込み上げてきていた。亜玖璃はそんな俺達を見て軽く息を吐くと、少しだけ表情を緩ゆるめた。

「あまのっちと亜玖璃が特別仲良いように見えたんなら、まあそこは亜玖璃もちょっと悪かったかなとは思うけどさ。でも……今の見たら分かるよね？」

　亜玖璃の言葉に、俺は「ああ……」と呻うめくように応じる。

「今回はたまたま俺のためだったが……悩なやんでいたのが天道や星ノ守だったとしても、同じことだろうな……」

「ま、そういうこと」

　亜玖璃は俺に笑いかけると、今度は天道へと、諭さとすように語りかけた。

「あとさ、あまのっちが以前、天道さんの部活勧かん誘ゆうを断わった件だけどさ。それは……」

　と、亜玖璃がそこまで言ったところで、突とつ如じよガラガラと扉を開いて雨野が戻ってきた。

『…………！』

　俺達三人は思わず罪悪感で彼から顔を背そむけて俯いてしまう。

「？」

　そんな室内の妙な空気に、キョトンとする雨野。彼がおずおずと席につく中……亜玖璃が、いつもの小こ悪あく魔ま的な笑えみを浮うかべて雨野へと語りかける。

「ねぇねぇ、あまのっちあまのっち！」

「な、なんですかアグリさん」

「あのさ、あまのっちってさ、ゲーム部で天道さんと過ごす楽しい青春より、自分のゲームスタイルを優先して誘さそいを蹴けった、お馬ば鹿かさんなんだよね？」

「は、はい？　なんですか急に。というか、そもそも今これどういう……」

「いいからあまのっち。答えて。あまのっちは、馬鹿なんだよね？」

　亜玖璃が真しん剣けんな上うわ目め遣づかいで雨野を見つめる。状じよう況きようがまるで分からない雨野は一瞬それにたじろぎつつも、ふいっと視線を逸そらして応じた。

「まあ……確かに、馬鹿ですよ。悪かったですね」

「ふむ。でも、そんなあまのっちが、昨日や今日は亜玖璃や祐のために、ゲームをほっぽりだしたよね？　それって、どして？　すっかりリア充じゆう気取りなの？　ゲーマー、やめちゃったの？」

　核かく心しんを突つく質問を繰くり出す亜玖璃。俄にわかに緊きん張ちようする俺達。

　が、雨野当人はこの質問の重要さがまるで分かっていない様子で首を傾かしげ。

「いや、僕は確かにゲームを理由に自分の青春を棒に振る『ゲーム馬鹿』ですけど……」

　そうして、そのまま、さも当然のことのように、続けてきた。




「でも、ゲームを理由に、大事な友達のピンチまで見過ごすような『クズ』では、ないつもりんなんで」




『…………』

「……あんまり、ゲーマーを下に見ないで下さい、アグリさん」

「ご、ごめんごめん、あまのっち」

　そのやりとりに、俺達はいよいよ本格的に雨野の顔が見られなくなっていく。……彼という人間に、勝手に不当な低評価を下していた自分達が心底恥ずかしかった。

　しかし雨野当人はそんな場の空気になどまるで気付かず、責めるようにアグリを睨にらむ。

「っていうか、さっきからなんで若じやつ干かん偉えらそうなんですかアグリさん」

　会話の流れをまるで知らない雨野からすれば当然の疑問だった。が、その問いに、うまく答えられず視線を逸らす亜玖璃。

「あ、あれぇ？　えーっと、や、やっぱりそこ、気になっちゃう感じ？」

「ええ、気になっちゃう感じですねぇ！　散々振り回された挙句、妙に上から目線で『何かを試す』ような問い掛かけを繰り返されると……流石さすがの僕と言えどイライラします！」

「あ、あまのっち！　お、女に手を上げるのは『クズ』の領分だと思うなぁ、亜玖璃！」

「安心して下さい、叩たたきませんよ。ただ……この手汗の滲にじんだ手で多少私物に触さわらせては貰もらいますがねぇ！」

「わぁ、亜玖璃のスマホに触らないでぇー！　変態ー！」

　と、二人、狭せまいゲーム部室内で突如追いかけっこを始める。

　そんな二人を眺めながら、俺達はただただ自分達の浅ましい疑いを反省していた。

『…………』

　心の中で何度も雨野に謝罪を重ね、更さらには後でちゃんと言葉にして謝ろうと決意する俺達。そうこうしている間にも、二人のやりとりは続く。

「観念して下さい、アグリさん。僕は……今日はなんと言われようと触ってやりますよ！　この汗ばんだ手で！　貴女あなたの私物や制服の端はしを！」

「ふ……あまのっちの癖くせに、中々の気き迫はくだね。お姉さん、その成長が少し嬉うれしいよ」

「余よ裕ゆう持っていられるのも今のうちですよ。……チェストォォ！」

「なんの！　これで、どーだっ！」

「わ、わわっ、な、なに変な動きしているんですか！　今、危あやうく胸触っちゃうところだったじゃないですか！」

「ふふーん、見たかあまのっち。これぞ亜玖璃の『対あまのっち』戦法その一！　『恐きよう怖ふ！　強制セクハラ！』だよ！　決まると、相手は社会的に死ぬ」

「く、なんて姑こ息そくな……！　でも……それでも僕は、今日ばかりは……！」

「へっへぇー。童どう貞ていなあまのっちがこの戦法への『怯おびえ』を乗り越こえられないヘタレなこと、亜玖璃は知っているもんねぇー。ほーら、亜玖璃の胸触っちゃうぞー」

「く、いざ触られたら自分だっていやなくせに！」

「そんなことないですぅ。だって亜玖璃、あまのっちに胸触られても全然気になんないもんね！」

「ぼ、僕だって、他の女性ならいざしらず、アグリさんの胸なら全然問題無く触れますし！　だから怯えませんよ、そんなの！」

「ぬ、や、やる気だね、あまのっち。なら亜玖璃も……最終手段を出そうかな……」

「む、胸ガード以上の最終手段ですか？　そ、それは一体どんな……」

「隙すきあり！　普ふ通つうに逃にげる！」

「あ、待てこら、アグリさん！　えっと、すいません、じゃあ僕も今日はこれで！」

　鞄かばんを引っつかんでゲーム部から去って行く亜玖璃と、俺達に頭を下げつつも、それをすぐに追いかけていく雨野景太。

　廊ろう下かからバタバタと二人が騒さわがしく走り去る音が響いてくる中、俺達は、三人、まずは雨野への深い謝罪の念を……本人不在のため、しばし黙もく禱とうのカタチで顕あらわし。

　その上で。

　やはり。

　それでも

　どうしても、全力で叫さけばずには、いられないのであった。




『とはいえ仲良すぎじゃないですかねぇええええええええええええええええええ!?』




　雨野景太と亜玖璃。

　二人への周囲からの疑ぎ惑わくが完全解消される日は、まだまだ、遥はるかに遠そうだった。








【星ほしノ守もり心春このはと規制解除】






「エロゲー以外のオススメゲームを僕に訊ききたい？……コノハさんが？」

「そうです。何か問題でも？」

　窓から差し込む夕ゆう陽ひを背に、黒くろ髪かみツインテールの美少女──星ノ守心春さんが力強く頷うなずき返してきた。

「いや、それ自体は、べ、別にいいんですけど……」

　僕はそう応じながらも、むずむずと落ち着かない挙動で周囲に視線を泳がせる。

　放課後の生徒会室。夕陽差し込む、どこか甘い雰ふん囲い気きの密室で、美少女と、二人きり。

　……この状じよう況きよう下かで堂々と上手うまく立ち回れるヤツなんざ、ラノベ主人公ぐらいなもんだ。この僕……雨あま野の景けい太たみたいなモブキャラぼっち男子高校生は、よく分からない汗あせを搔かきながら、嚙かみ嚙かみの言葉を返すぐらいしか出来ないわけで。

　そんな僕の様子に、問題の美少女……コノハさんは呆あきれたように嘆たん息そくし、豊満な胸の下で腕うでを組んだ。

「……相変わらずセンパイの挙動って、典型的なヒキオタぼっち男子っぽいですよね」

「実際典型的なヒキオタぼっち男子ですからねぇ！」

　僕は年下の女子に面と向かってけなされる情けなさに思わず涙なみだ目めになりながらも、それでもなんとか言い返す。

「そ、それに僕じゃなくたって……放課後、完全にアウェーたる他校の、それも生徒会室なんて中ちゆう枢すうも中枢に呼びだされたら、キョドるのが普通でしょう」

　言いながらあたりを見回す。そう、ここは……実際僕の通う音おと吹ぶき高校の生徒会室じゃない。偏へん差さ値ちが少し高い隣となりの学校……碧へき陽よう学園の生徒会室なのだ。他校の生徒会室でいきなりくつろげる高校生なんざ、実際そうそういないだろう。

　コノハさんは「確かに」と一瞬納なつ得とくしかけるも、すぐに言葉を付け足してくる。

「普通の生徒会はそうかもしれませんが……でも、雨野センパイ、言っても男でしょ？」

「え、この話題に、男子とか女子とか関係あります？」

「ありますよ。大ありです。だって男って……」

　と、そこでコノハさんは頰ほおを若干染めつつも眉まゆを吊つり上げ、なぜか少し怒おこった様子で僕へ訴うつたえてきた。

「一見どんな気弱な内面の持ち主でも、いざ十八禁展開となれば、途と端たんにノリノリで野外プレイや言葉責めを始める生き物じゃないですかっ」

「いやエロゲ主人公基準で男を語るのはやめようかコノハさん！　現実の男は、みんなそんなじゃないから！」

「ホントにぃ？　センパイみたいな草食キャラこそ、逆にいざ『こと』となったら途端に強気で『ほら……何が欲ほしいか言ってみてよ』とか言い出しそうですケド……」

「主張は微び妙みように分かるけども！　でもそれは、あくまでエロゲ観点からの話であって！　リアルでそんなことはないから！　気弱な人はいつだって気弱なままだから！」

　た、たぶん。誰だれかのリアル情事を見る機会なんかないから確信なんかないけど。

　コノハさんは目をまん丸くして心底意外そうに呟つぶやく。

「そ、そうなんですか。すいません、あたし、ちょっと認にん識しきを改めておきます」

「そうしてくれると助かります」

「ふむ、雨野センパイは、エロゲ主人公に比べて、『色々な意味で』小さい男……と」

「うん、その『色々』に何が含ふくまれているのかは、怖こわいので追つい及きゆうしないでおきます」

「賢けん明めいな判断だと思いますよ」

　ニコッと微笑ほほえみながら、上座に座るコノハさん。……その、一見しただけではまるで分からない相変わらずな「エロゲマニア」ぶりに……僕は嘆息しつつも、改めて彼女をマジマジと眺ながめてしまう。

　星ノ守心春。生徒会選挙がほぼミスコンまがいの私立碧陽学園において、一年生にして生徒会長の座を見事射止めた第一級美少女。また成績も極きわめて優ゆう秀しゆうであり、真ま面じ目めで努力家な一面は生徒や教師達に高く買われ、人望も極めて厚い。

　本来ならば、高校も違ちがう、冴さえないモブキャラぼっち男子たるこの僕……雨野景太とはまるで接点がなくて然しかるべき女子なのだが……まあご覧の通り、現在は、なんだかんだで、少しだけ親しくさせて貰っていたりする。

　ちなみにこの「なんだかんだ」の部分、本当に色々ありすぎて、とてもじゃないが全すべては説明しきれないのだが、ざっくり搔かい摘つまむと、そもそも彼女は僕の知り合い……天敵・星ノ守千ち秋あきの妹なのだ。

　まあ、それだけならまだ精せい々ぜい「知り合いの妹さん」程度でしかないわけなのだけれど……ある時彼女が「エロゲマニア」だったことを偶ぐう然ぜん僕が（僕だけが）知ってしまったことで、その関係性が大きく変化することとなった。

　で、それからも多少の紆う余よ曲きよく折せつがあって……現在の、最終的な僕らの関係はといえば「同じ趣しゆ味みを持つ同志」「秘密の共有者」といったところだろうか。「友人」と言えるほど打ち解けているわけではないが、ただの「知人」とするにはあまりに複雑な事情を共有している。……なんとも微妙な関係性。

　なんにせよ、そんな子と二人きりで他校の中枢にいるなんてこの状じよう況きようは……当然の如ごとく、僕的にとても落ち着かないわけで。

　そんな僕の様子を窺うかがっていたコノハさんが、ここにきて、少しだけ申し訳無さそうに切り出して来る。

「まあ、常に暇ひましてそうなぼっちセンパイとはいえ、急にこんな場所に呼びつけたこと自体は悪かったと思ってますよ」

「それは本当に謝罪しようとしている人の文もん言ごんじゃない気はするけど、まあいいです。実際、突とつ然ぜん呼びだされたりするの自体は最近慣れてますしね」

　某ぼう友人のカノジョさんたるギャルで。むしろ奢おごらされてないだけマシとも言えるし。

　だけど問題は……。

「でも、なぜ碧陽の生徒会室？　普通に外で待ち合わせじゃ駄だ目めなんですか？」

　室内に視線をやりながら訊たずねると、コノハさんは何故か少し頰を赤らめた。

「そ、外でって。……ファミレスでの生クリームプレイとか、公園での野外プレイ、図書館での『声抑おさえて』系プレイみたいなのは、ちょっとあたしの好みでは……」

「いやエロゲの話じゃなくて！」

「知ってますけど」

「驚おどろきの切り返し！」

　まさかの、本気でツッコんだ側が馬ば鹿かを見るケースだった。なにこれ恥はずかしい。

「冗じよう談だんはさておき、実際センパイとの秘密の会合、ここ以外選せん択たく肢しなかったんですよ」

「はぁ……それまた、どうして？」

　僕がキョトンとして訊ねると……コノハさんは、まるで当たり前の事実を話すかのように、しれっと返してくる。

「え、だって、雨野センパイと二人で居るとこ目もく撃げきされるとか、地じ獄ごくじゃないですか」

「今の僕の心象風景こそが地獄ですよ！」

　年下の女子に「一いつ緒しよにいるとこ見られるとかマジ勘かん弁べん」的なこと言われて耐たえられる心臓を、僕は生あい憎にく持ち合わせていない。なにこれ。泣きたい。もう帰りたい。

　僕がめそめそしながら鞄を持って立ち上がろうとすると、コノハさんが慌あわてた様子でフォローを入れて来た。

「い、いや、悪い意味じゃなくて！　ほら、一応センパイってカノジョ持ちですし！　あたしもこう見えて人気者ですから！　お互たがい困るでしょう、変な噂うわさとか！」

「……まあ、それはそうですけど……」

「でしょう？　そんなことになるぐらいだったら……放課後、人ひと気けのない密室で、こそこそと二人、性的な会話をはぁはぁ交かわす方がまだマシじゃないですか」

「いやアウトだよ！　完全アウトだよ！　いっそただの浮うわ気きより闇やみが深いよっ、こそこそ猥わい談だん！　ぼ、僕、やっぱり天てん道どうさんに悪いし、この会合はキャンセルで──」

「や、ちょ、ま、待ってって！」

　僕が帰ろうとすると、コノハさんが僕の両りよう肩かたに手を置き、体重をかけて無理やり着席させてくる。

　放課後、他校の生徒会室で、美少女に、至し近きん距きよ離りから、力ちから尽ずくで押さえつけられる僕。

　……うん、駄目だよね、これ。コノハさん側から僕なんかに好意なんざ一ミリもなくても、単純に、物理的に、浮気判定貰もらってしまいかねない。

　僕はコノハさんの体重を押し返すように、ぐぐぐと無理やり立ち上がり始める。と……そこで焦あせった様子のコノハさんが、なにやら必死で叫さけんできた。

「あ……雨野センパイのオススメゲーム話が存分に聞きたいなぁ、あたし！」

「む」

　途端、力が抜ぬけてストンと座るゲーム馬鹿男子。コノハさんと正面から見つめ合ったまま数秒の沈ちん黙もくがあり……その後、僕はこほんと咳せき払ばらいして視線を逸そらしつつ応じた。

「…………まあ、ただゲーム話するだけなら、僕もやぶさかでは……」

「やっべ、このゲームオタク超ちようチョロい」

「帰ります」

「あー待って待って！　うん、あたし、今日に限っては本当にただセンパイとゲーム談義したいだけですから！」

　慌てて取り繕つくろうコノハさんを、僕は目を細めて睨にらむ。

「……す、すぐアレな方向に話持ってきませんか？」

「そんな、あたしを年中発情中のメス猿ざるか何かのように！…………いやまあ『年中発情』の部分は否定しませんが」

「そこは否定しましょうよ！　最悪『メス猿』残しでも、そこだけは否定しないと！」

「と、とにかく、今日はコンシューマーのゲームに関する雑談がメインですから！　お願いしますよ！　ね？　ね？」

「……まあ、だったら……」

　僕がようやく警けい戒かいを解いて深く着席すると、コノハさんはほっと胸を撫なで下ろしつつ、小さく呟いた。

「……いやホント、お姉ちゃんと全く同じ転がし方が通用して助かりますよ……」

「あ、今なんかチアキと同レベル扱あつかいされた気がするのでやっぱ帰ります」

「相変わらず他人の独り言まで逐ちく一いち漏もらさず聞ききとりますね！　そ、その、冗談ですよ冗談！　雨野センパイは、お姉ちゃんと同じじゃないです、うん！」

　必死でフォローを入れてくるコノハさん。……仕方ない。

　僕はコノハさんの右手側席（普ふ段だんは副会長が座る席らしい）にしっかり座り直すと、それこそ会議に臨むような心構えで、とっとと話を先に進めることにした。

「それで、どうしてまたエロゲ以外のゲーム話をわざわざ僕と？　それこそ、姉に意見求めれば済む話じゃないですか」

　彼女の姉、星ノ守千秋は……不本意ながら僕とほぼ同じゲーム感性と知識を持つ人間である。こうして、オススメゲーム話題程度でわざわざ他校の男子をこそこそ呼びだすぐらいなら、家族に相談する方が圧あつ倒とう的に手っ取り早いわけで。

　しかしコノハさんはふるふると首を横に振ふった。

「確かにお姉ちゃんとセンパイって似てますけど、ただ一点、『萌もえ』を許容出来るか否いなかの部分で致ち命めい的に食い違っているじゃないですか」

「まあ……」

　僕とチアキの敵対理由が、まさにそれだった。基本的にドッペルゲンガーレベルで似通った感性を持っているのに、その一点においてのみ、結論が綺き麗れいに真逆という。

「で、今回あたし的には、そここそが結構重要というか」

「というと？」

「言っちゃえば、『エロゲーマーたるあたしにもオススメなコンシューマーゲームを教えて下さい』ってことなんです」

「なるほど」

　それは確かに「萌え」を嫌きらうチアキじゃ務まらない案件だ。僕におはちが回ってくるのも頷うなずける。

　僕は早さつ速そく脳内でオススメゲームのリストアップを始めながらも、「けど」と更さらに訊ねた。

「そんなの、ネットで調べたらいくらでも出て来るのでは？」

「ネット情報は勿もち論ろん参照しますが、やはり身近な人のナマの声って貴重ですから」

「ああ、それは分かります」

「うんうん、ナマ、いいですよね。エロシーンでも、さっさとナマで行ってくれた方が、テンポ的に潔くて好きなあたしですよ」

「それは分かりませんし分かりたくないし更に言えば全然聞きたくもなかったです」

「あ、勿論、それは創作に限った話ですよ？　現実では絶対にちゃんと気をつけるべきだと思います！　快楽重視の無責任な行動、ダメ、絶対！」

「それは凄すごく立派な意見で僕も全面同意ですが、そんな立派な判断能力を持つ貴女あなたが、なぜ、エロゲに対する赤せき裸ら々らな性的嗜し好こう暴ばく露ろは一いつ切さい躊躇ためらわないのでしょうか」

「自分の性的嗜し好こうに一切言げん及きゆうしないエロゲレビューなんざ『逃にげ』です、あたし的に」

「一体何と戦っているんですか貴女は」

「あと、そうそう、どうして男って、当然のように中で出──」

「だからエロゲ基準で男語るのやめて下さい！　そして密室でこういう話ホントＮＧ！」

　僕が顔を真っ赤にして抗こう議ぎすると、コノハさんは怪け訝げんそうに首を傾かしげてきた。

「いや、公おおやけの場でこういう話をする方が遥はるかにＮＧでは……！」

「急に至し極ごく真っ当なツッコミで返された！　なんて腹立たしい！　と、とにかく、女の子と二人きりの環かん境きようで下ネタかまされると、僕が対応に凄く困るんでやめて下さい！」

「…………ほほぅ」

「いい玩がん具ぐ見つけたみたいな目、やめて下さい。帰りますよ？」

「ごめんなさい。じゃ、今後イチモツの話は多少控ひかえます」

「なにその史上稀まれにみる低レベルな誓ちかい。あと、そんな限定的な部位の話題を多少控えるんじゃなくて、エロ話全ぜん般ぱんを控えて下さい」

　と、僕が要望すると……コノハさんは、顎あごに指を当て、しばらく黙だまり込んでしまった。

「…………」

「…………」

「……………………。……えーと……。……せ、センパイ、今日はいい天気でしたね？」

「そんなキャラ死にます!?　エロ封ふうじられただけで途と端たんにそこまでキャラ死にますか!?」

「だ、だってあたし……雨野センパイとはエロい繫つながり方しかしてない女ですし……」

「言い方！　エロゲー趣味で多少繫がっている、程度の関係でしょうが！」

「まあそれはそれでどうかと思いますけどね」

「ホントだ！」

　疲つかれてぜぇぜぇと息を吐はく僕を見て、ケラケラと笑うコノハさん。……あかん、この女子、明らかにいじめっ子タイプだ。獰どう猛もうな捕ほ食しよく者の目をしている。アグリさんとはまた違ちがったバイタリティに溢あふれすぎている。

　僕はぐったりと机に腕うでを置いて切り出す。

「まったく……いくら希少なエロゲ仲間とはいえ、もう少し節度を保った会話しましょうよ、コノハさん」

「……なるほど、つまり夕方は精せい々ぜい『前ぜん戯ぎ』話題まで、という認にん識しきでＯＫ？」

「ＮＧですよ！　線引きガバガバにも程ほどがある！　というかよくその本ほん性しよう出さずに普段大人しく生活出来てますねぇ!?」

「ええ、ホントに。おかげで、スイッチオフった途端のこの大量放出具合と来たら！」

「なんか納得いきました！　だけど僕相手にも、もう少しだけ気を遣つかってくれますか!?」

「えと……あ、センパイ、じゃあ……箱ティッシュのセール情報要いります？」

「なんの気遣いだ！」

　知り合いの妹がまさかここまで致命的な人格とは、誰だれが想像しようか。おかげで、僕側もついツッコミが荒あらくなってきた。家族やチアキ以外には初めてだよ、ここまで荒あら々あらしい僕が現出するの。僕は思わず自らのコメカミを押して呟つぶやく。

「もう……素すのコノハさんは下ネタしか頭にない天然の痴ち女じよかなんかなんですか？」

　そんな僕の問いに、コノハさんは非常に心外そうな様子でぶすっと口を尖とがらせてきた。

「失敬な。そんなじゃないですよ。言っても生徒会長ですよ？　本質としては真ま面じ目めで優等生な乙女おとめに決まっているじゃないですか。馬ば鹿かにしないで下さい」

　そのキリリとした表情から繰くり出される反論を受け、僕は途端に反省する。

「そ、そうなんですか。確かに少し言いすぎたかもです。すいません……」

　まだそこまで親しくない相手に、ちょっと調子に乗りすぎたかも、僕……。

「まったくですよ。言っておきますけど、普段から知識の探求に余念がないあたしの好きな言葉上位二つは──『調べる』と『教わる』なんですからね！」

「合わせて『調教』じゃねぇか」

　少しでも反省した僕が馬鹿でした。

「アラ、グウゼンデスネェ」

「だとしたら下ネタの申し子にも程がある！」

「いやいや、そんなに褒ほめてもあたし……大量のお乳ちちぐらいしか出ませんよ？」

「なにそのエロゲ的特異体質！　っていうか、なんだその噓うそ！」

　やばい、いい加減、本気で疲れてきた。僕はどっと息を吐いて呟く。

「もう、ホント…………勘かん弁べんして下さい」

「何がですか？　いやはや、果てるの早いですね、センパイ。なさけなーい」

　ニヤニヤしながらそんなことを言ってくるコノハさん。……明らかにわざとやっている。確かに彼女はエロゲマニアだしバイタリティに溢れた人だが、こんなに天然で下ネタパラダイスな人ひと柄がらでも絶対なかったはずだ。今日は明らかに僕を玩具にしてやがる。

　……これはもう、ホントにさっさと話題を進めないと。

　僕は机の上を軽く指先で叩たたきつつ、話を本線に戻もどした。

「それで、コノハさんの訊ききたいオススメって、コンシューマーにしかないギャルゲーとかってことですか？」

　僕の質問に、コノハさんもようやくふざけるのをやめて真面目な顔を見せる。

「いえ、その辺の知識も間に合ってます。今回センパイに訊きたいのは、もっとあたしの守しゆ備び範はん囲い外……ＲＰＧとかアクションみたいな、テキストアドベンチャー以外のジャンルのオススメです」

「あ、そうなんだ。……なんか意外です。失礼ですが、コノハさんって、最近すっかり『そっち方面専門』の方だと思っていたので」

「本当に失礼ですね。あたしだってちゃんとゲーム性あるものもしますよ」

「ですよね、すいません……」

　勝手に他人の趣しゆ味み嗜し好こうを決めつけるだなんて、愚ぐの骨こつ頂ちようだった。深く反省を……。

「戦国ラ○スとかバルドス○イとか神採りアルケミーマ○スターとか」

「うん、確かに凄くゲーム性あるけど『そっち方面専門』の肩かた書がきを全く払ふつ拭しよく出来ないラインナップですね！」

「ふん……コンシューマーゲーム界如ごときに、これら名作エロゲを超こえる作品が、そうあるとも思えませんがねぇ！」

「なんで喧けん嘩か売られてるんですか僕！　お、オススメ訊きたいんじゃないんですか？」

「いいでしょう、では、そちらのお手並み拝見といきましょうか」

「……ここに来て、コノハさんはやっぱりチアキの妹さんだなぁと思いましたよ」

「うーわ、それ、なんか微び妙みようにいやらしい発言ですね、センパイ」

「何がですか!?　ああっ、もう、とにかくオススメゲームですけど……」

　僕は少し考えると、とりあえず、無難な作品名を挙げてみる。

「じゃあ、まずはアト○エシリーズとかから……」

「はんっ！」

　途端、露ろ骨こつに鼻白んだ表情で僕を見下してくる他校の年下女子。

「エロゲーマー相手にとりあえずア○リエシリーズを薦すすめるだなんて、盤ばん石じやくかつ無難なチョイスすぎて反吐へどが出ますね！」

「善意１００パーセントの回答にまさか反吐まで吐かれるとは」

「確かに、正直○トリエシリーズはあたし的にも超ちよう気になってますよ。どの三部作も最高のイラストすぎてキュンキュン来ますし、ゲーム性も極きわめて快適かつ丁てい寧ねい、それでいてやり込み要素も豊富な気配です。どこをとっても、ドストライク。まさに盤石。これ以上ない程のあたし向けソフト。しかしだからこそっ、そのオススメ情報は今いま更さら要らないっ！　そんな最高の作品持ち出して、馬鹿じゃないですかっ！　恥はずかしくないんですかっ！」

「ドストライク情報出してここまで罵ののしられるとは思いもしませんでした」

「ストライクすぎるんです！　『俺、ジブリ作品とか好きなんだけどなんかオススメゲームある？』と訊かれて、『二○国』って答えるようなもんですよそれ！　んなもん知ってるっつう話です！」

「うぐっ、なんか少し理解できるのが嫌いやだ！」

　確かに、そう言われたら『ドストライクすぎる』という批判も分からなくはなかった。

　コノハさんは呆あきれたように嘆たん息そくしながら、僕に先を促うながしてくる。

「というわけで、やり直しです。その辺考こう慮りよして、改めてセンパイ的オススメどうぞ」

「うぅ……まさかゲームの推すい薦せんをこんなに『苦しい』と思う日が来るとは……」

　なにこれ圧あつ迫ぱく面接の練習か何か？　オススメゲームを可愛かわいい女の子相手に語るという状じよう況きよう……本来ならオタク男子垂すい涎ぜんの幸福シチュエーションなのに。今は非常に胃が痛い。答えを間違えられないプレッシャーが物もの凄すごい。なにこれ。帰りたい。

　僕は、今度はたっぷり一分程無言で思考したのち……おずおずと、回答する。

「えっと、じゃあ、フォールア○トシリーズとか……」

「その心は」

「その心!?　え、あ、いや、変にエロゲー感性に擦すり寄るのがお気に召めさないみたいですので、その、いっそ対極に位置するぐらいの硬こう派はな世界観やグラフィックの、だけど圧あつ倒とう的てきに面おも白しろい……それでいてエロゲー界かい隈わいには無いジャンルのゲームを薦めてみようかと」

「なるほど、その意図、了りよう解かい致いたしました」

「ほっ……」

「が、今度はあたしが生きつ粋すいのエロゲーマニアであることをあまりにも考慮してくれていないので、その提案も却きやつ下かとさせて頂きます」

「どうしろと！」

　理り不ふ尽じんにも程があった。エロゲー感性考慮しても、度外視しても、どっちも駄だ目めと言われるとは。

　しかしコノハさんは相変わらず、僕側に大きな非があるといった様子でやれやれと肩かたを竦すくめる。

「まあ確かにフォー○アウトは楽しそうですよ。以前お姉ちゃんがやっているところを見たことがありますが、素す晴ばらしくいいゲームで、まさにこれこそ『エロゲー業界にはまだ到とう達たつ出来ないゲームエンタテインメント』の一つであろうとも、思います。そういう意味で、このあたしが手を出す意義は充じゆう分ぶんにあるソフトと言えましょう」

「だ、だったら……」

「が、しかし、いかんせん、あたし……やはり多少なりともゲームには性せい欲よくを刺し激げきされたいわけですよ」

「急に何言い出したんだアンタ」

　ギョッとする僕に、コノハさんは少しだけ恥じらうようにして言い直してくる。

「すいません、言い方を変えましょう。……少しぐらいブヒりたいんです、あたし」

「余計闇やみを孕はらんだ感がありますが！」

「まあとにかく、フォール○ウトまで一気に飛ばれても困るという話です」

「だ、だって、それはコノハさんが……」

　僕が不満を言いかけると、コノハさんはこれみよがしに溜ため息いきを漏もらしつつ呟く。

「センパイ。会議で一つ提案を却下されたからって、今度は一気に対極の提案を持ち出すだなんて、浅せん薄ぱくにも程がありますよ」

「ぐ……！」

　現役生徒会長からの正論に大ダメージを受ける僕。コノハさんが続ける。

「どうしてバランスが取れないのですか。そういうとこじゃないんですか、センパイ」

「す、すいません」

　確かに最近の僕はどうにも極きよく端たんな考え方をしがちだったかも。気をつけないと。

「まったく……。カノジョたる天道さんや、友人であるお姉ちゃんと学校で『１』喋しやべったら、あたしとは『３』喋る。そういうバランス感覚を、センパイは磨みがくべきです」

「……はい、肝きもに銘めいじます。…………。…………？……はて？」

　あれ、なんか今数字のバランスおかしかったような……。と、僕が疑問を抱いだいている間にも、コノハさんは小さく咳せき払ばらいして先を促してきた。

「そんなわけで、もう一度やり直しです。レッツ、シンキングターイム」

「ぐ……」

　いよいよもって追い詰つめられ始める僕。普ふ段だんは平へい凡ぼんな発想の権ごん化げたる僕だが、改めて真しん剣けんにそれを検討しようとすると、どうにも上手うまく頭が働かない。単純に好きなものほど、それを理論付けて語るのは難しいのだ。

　そうしてしばらく自分の中で緻ち密みつな検証を続けてみるものの……明確な答えがないものに対して細かく考えすぎてもキリがないと結論し、結局、単純に自分が最近プレイして面白かったソフトを挙げる方向に切り替かえた。

「えっと、じゃあ、『夢む幻げん綺き談だんアイギス』なんてどうでしょうか？」

　僕の提案に、今度は珍めずらしく少し困ったような顔をするコノハさん。

「……すいません、不勉強で聞いたことないかもです、それ。ちょっと、どういう体位出て来るかだけ教えて貰もらっていいですか？」

「そもそも体位という言葉自体が出て来ないですから！　コンシューマー！　あと、なんですかその『体位検けん索さく』が可能な頭脳！」

「たまにびっくりするぐらい同じ体位ばかりのエロゲー見ると、これはシナリオ担当の趣しゆ味みなのか原画の趣味なのか……と考えてニヤニヤとかしません？」

「しませんよ！」

「え、もしかして、じゃあ、登場体位をエクセルでリストにして記録しておくのも『エロゲユーザーあるある』じゃなかったりします？」

「なぜそれを『あるある』だと思えるんですか！　でも、そのマメさは、逆にちょっと感心しますけど……って、そうじゃなくて、オススメゲームの話！」

「ああ、『夢精猥わい談だんアワヒメ』でしたっけ」

「『夢幻綺談アイギス』ですよ！　っていうか今の絶対意図的にボケたでしょう！」

「ええ、この頭の回転の速さ、あたしはあたしが自分で恐おそろしくなる時があります」

「僕も貴女あなたの頭を恐ろしく感じる場面は多々ありますよ！　と、とにかく、話をゲームに戻しますよ」

「いいですけど……先さき程ほども言いましたけど、全然聞いたことないんです、それ」

「あ、それは全然おかしくないと思いますよ。去年の年末商戦に紛まぎれて発売され、埋うもれちゃった感のあるゲームなんで。中身の評判自体は凄すごくいいんですけどね……口コミでの伸のびにも限度はありますし」

「なるほど。えーと、それ、なんでしたっけ……」

　訊たずねながらスマホを取り出すコノハさん。僕が教えてタイトル通りに検索し公式ＨＰに繫つなぐと、キービジュアルや紹しよう介かいを見て「ふぅむ」と声を漏らす。

「あぁ、現代を舞ぶ台たいにした伝でん奇きＲＰＧなんですね。イラストも実にあたし好みです」

「良かったです。ストーリーも学園青春系なので当然ラブコメ要素もありますし、戦せん闘とうも難しすぎず優やさしすぎずで、とてもいいバランス感覚のゲームかと」

「なるほど……」

　スマホで公式ＨＰや他の紹介記事を食い入るように見つめ、なにやら真剣に検討を始めるコノハさん。どうやら、これはすぐに却下されたりしないようだ。

　少しだけ自信を取り戻もどした僕は、苦笑いしながら付け足す。

「……まあこれ、コノハさんに合わせてどうこうというよりは、僕が個人的に好きってだけなんですけど」

　と、コノハさんがスマホから顔を上げ、僕をジッと見つめる。

「……センパイが個人的に好きなゲーム、ですか…………。……それはちょっと……やっぱり却下したくなっちゃいますね……」

「ええ!?」

　相変わらずサラリととんでもない暴言を吐はかれて涙なみだ目めになる僕。

　しかし今回はなぜか、コノハさん側も少し焦あせった様子だった。

「あ、いえ、その、変な意味じゃなくて、です！」

「はぁ……まあ、いいんですけど。それで……やっぱりそれも却下ですかね？」

「え？　ああ、いえ……」

　コノハさんは再びスマホを見つめてしばらく検討した後、顔を上げ、なにやら不思議な質問をしてくる。

「……雨野センパイ。このイラストと、物語のテイスト……少し、お姉ちゃんの趣味からは外れてそうですよね？」

「え？　あー……」

　言われて、改めてコノハさんの姉……星ノ守千秋の嗜し好こうを思い返す。基本的には僕と生き写しレベルで共通しながらも、「萌もえ」という要素を蛇だ蝎かつの如ごとく嫌きらうチアキ。そんな彼女からしてみたら、確かに、『夢幻綺談アイギス』は微び妙みようなラインだろう。チアキはゲームとして面白ければ多少の『萌え』には目を瞑つぶるタイプだが、とはいえ、これの発売時期には他の有力ゲームソフトも出ていたわけで、わざわざこれをプレイしている可能性は極めて低い。

　僕がそんな推測を告げると、コノハさんはこくりと神しん妙みように頷うなずいて返してきた。

「そういうことであれば……これほど最適なソフトはないかもしれません」

「？　コノハさん？」

　どういう意味だろう？　コノハさんに僕がオススメするだけのソフトに、なぜ、姉の嗜好が関係するのか。

　僕が首を傾かしげていると、コノハさんは小さく「よし」と呟つぶやき、何か決意した表情を見せると、突とつ然ぜん立ち上がって切り出して来た。

「というわけで、本日の集まりは解散です！　雨野センパイ、ありがとうございました！」

「へ!?　え、ああ、いえ、お役に立てたなら幸いです……」

　正直全然達成感が無い。自分のオススメが他人に受け容れられる喜びというのは絶対にあるはずなのだが、今回はイマイチそれが感じられなかった。どうにも、なにか、腑ふに落ちない。

　しかしコノハさんが帰り支じ度たくを始めてしまっている現状、僕もいつまでも座ってはいられない。

　僕が鞄かばんを持って立ち上がると、彼女は「あ、一いつ緒しよにいるとこ見られてもアレなんで、先帰って下さい」などと促うながしてくる。……僕は再び地味にしょんぼりしながらも、仕方ないので退室した。

「では、失礼します……」

　廊ろう下かから生徒会室の戸をカラカラと閉めながら僕がそう呟くと。

　部屋の奥からは、コノハさんが、手を後ろで組み……なにやら妙みようにはにかみながら、僕を見つめてきていた。

「このお礼はいつか必ずお返し致いたします！　えっと、卑ひ猥わいなカタチで！」

「結構です！」

　少し怒いかり気味にそう答えつつ、けらけら笑うコノハさんの声をシャットアウトするかの如く強めに戸を閉める僕。

「……なんだよ、もう」

　……正直こんな気弱な僕でも、今回はほんのちょっぴりだけ、その悪ノリに苛いら立だってしまっていた。一応カノジョ持ちの手前、他の女子から下ネタを聞かされる度にチクチク軽い罪悪感があったのも大きい。……これに関しては僕側の勝手な事情なんだけど。
















　僕は生徒会室の戸に向かって、大きく溜息をつく。

「……しかし、あんなに強きよう烈れつに痴ち女じよめいてたっけなぁ、コノハさんって。まったく……」

　もう少しまともで……特にある分野においては凄く尊敬出来る方だと思っていたから、正直今日は幻げん滅めつ……とまではいかなくても、その会話内容にかなり辟へき易えきしてしまった。

「……帰ろう……」

　そう呟くと、僕はなんだかドッと疲ひ労ろうを覚えながらも、居い心地ごこちの悪い他校の中をこそこそ抜ぬけ、帰き途とについたのだった。




　　　　＊




　そんなモヤモヤが一気に晴れたのは、それから一週間後の休み時間だった。

「あれ、チアキ？　どうしたのさ？　なんか嬉うれしそうだけど……」

　廊下でばったり出くわした彼女の姉……僕の天敵、星ノ守千秋が妙に機き嫌げん良さげだったため、珍しくこちらから話を振ふったのだ。が……。

「あれれぇ？　なんですかケータ、自分のことが気になっちゃう感じですか。やーやー、そうですかそうですかぁ」

　ニヤつきながらそんなことをのたまうワカメ髪がみ女子に、早さつ速そく腹を立てる僕。……この他人をおちょくる際のテンション、確かに、姉し妹まいでどこか共通したものを感じる。

　僕は今からでもスルーしてやろうかと一いつ瞬しゆん考えたものの、そもそも自分から話しかけたのだからいくら敵対存在と言えどそれはないだろうと思い直し、少し大人になって応対した。

「まあ、気になるは気になるよ。僕、あんまりチアキのそんな笑え顔がお見る機会ないしさ」

「へ!?　や、あ、あの……。…………そ、そうですか…………」

「？」

　何故か声が尻しりすぼみになっていくチアキ。彼女はなにやら俯うつむいてモジモジとし始める。……僕の対応が意外で、面食らったのだろうか？　そんな風にされると、こちらも非常に気まずい。

　僕が困って頭を搔かいていると、チアキは未いまだ俯きながらも、ぽつらぽつらと語り出した。

「そ、その、自分、少し前に誕生日だったんです」

「え？　あ、そうなの？　お、おめでとうチアキ」

　僕は若じやつ干かん動どう揺ようしながら祝いの言葉を贈おくる。

　……全然知らなかった。プレゼントとまではいかなくても、当日か前後一日ぐらいの間には「おめでとう」を言ってやりたかったかも。……敵ではあるけども……。

　そんな僕のもやもやを表情からでも察したのか、チアキが、敵らしくもなく気を遣つかった様子で慌あわてて喋しやべり出す。

「あ、いや、その、それでですね！　その、妹から、プレゼントを貰いまして！」

「コノハさんから？　へぇ流石さすが、しっかりしてるね」

　うちにも弟がいるけど、実際兄弟間でプレゼント交こう換かんはしない。仲はかなりいい方なんだけど……男兄弟だからだろうか。そういう空気では、ないのだ。

　だから、コノハさんの行動には素す直なおに感心させられた。僕は続けて訊ねる。

「ああ、もしかしてそれが上じよう機き嫌げんの理由？」

「はいです。妹からのプレゼントって時点で既すでにとても嬉しいのですが、その内容がまた、自分にドンピシャのゲームソフト……それも、自分じゃギリギリ買わないでいた、凄くいいラインのソフトをくれまして！」

「え」

　その言葉を聞いた途と端たん、僕の中に一週間前の放課後風景が蘇よみがえる。

　まさか……。

　僕は少し動どう悸きを速めながら、チアキに訊ねた。

「えっと、そのソフトのタイトルって……」

　僕の問いに、チアキは屈くつ託たくなく笑いながら答える。




「はいっ、『夢む幻げん綺き談だんアイギス』というソフトです！　これが面おも白しろくて面白くて！」




「…………」

　僕は思わず廊下の窓から外を見やる。……碧へき陽よう学園の、ある方角を。

　僕の呆ぼけた様子にも気付かず、チアキは滔とう々とうとそのソフトの魅み力りよくを語りだした。

「あのあのっ、実際概がい要ようを見た時点では若干萌えが混入した作風っぽくてつい敬遠してしまっていたんですよ、自分！　それがそれが……コノハからのプレゼントを機にプレイしてみたら、実に良く出来たゲームでして！　恋れん愛あい部分も全然爽さわやかで好感持てて許容範はん囲い内ですし、なにより戦せん闘とうと成長システムが素晴らしいっ！」

「…………」

　興奮気味に語るチアキの言葉を聞きながら、僕は先週のコノハさんの様子を思い出す。

「（エロゲー趣しゆ味みの自分にもオススメの……だけどドストライクすぎないソフトを薦すすめろ、か）」

　色々な違い和わ感かんが、ようやく解消し始める。

　萌えが強めのドストライク作品は駄だ目め。かといって、硬こう派はな……既にチアキがプレイしてそうなタイトルも駄目。だけど僕が好きってだけで選んだ作品は……チアキと同類の僕が殆ほとんど好みだけで選んだ作品は、意外とすんなり通す。

　普ふ段だんなら違和感をいだいて然しかるべき判定。だけどあの時は、だからこそ……。

「（必要以上に下ネタ乱用してたわけか。僕の意識が他に取られるように）」

　僕は思わず感かん嘆たんの息を漏もらしてしまう。そしてすぐに、反省する。

　一週間も経たってからこの事実に思い至るあたり、僕という人間は本当に駄目なヤツだ。

「（でも、だったら素直に最初から姉へのプレゼント相談だと言ってくれれば……）」

　…………いや、駄目か。僕とチアキは普段から天敵同士を公言しているし……なにより、実際そのテーマで相談されても僕は……「素直に自分が好きなもの」よりは「チアキに合わせた無難なソフト」を挙げてしまっていた気がする。……つくづく小さい男だ。

　思わず拳こぶしを握にぎり込んでいると、チアキが無む邪じや気きな笑顔で続けて来る。

「でも、なにより嬉しいのは……こんなにも姉の好みに合がつ致ちしたゲームをプレゼントしてくれる、妹の心こころ遣づかいなんです！　自分はそれが、もう、嬉しくて、嬉しくて！」

「……そっか」

　僕は珍めずらしく、チアキに柔やわらかく笑いかけた。チアキもまた、僕に対して妙に刺とげ々とげしい普段の態度を控ひかえ、明るく続けて来る。

「あ、そうそう、ケータは知ってましたか、その、『夢幻綺談アイギス』！」

「んー……」

　僕は少し考えた後……ふるふると首を横に振った。

「いや、知らなかったよ。面白いんだ、そのソフト」

「はい！　これはオススメですよ！」

「へぇ。じゃあ、そんなソフトをくれたコノハさんには、感謝しないと」

「勿もち論ろんです！　本当に、自じ慢まんの妹ですよ！」

「……そうだね」

　心から僕もそう思う。姉のためにそこまでする妹が、一体どこにいるというのか。

　そして……妹にそこまでして貰もらえるコイツも、悔くやしいが、きっと、良い姉なのだろう。

　チアキの誇ほこらしげな笑顔を見ていると、なんだかこっちまで幸せな気分になる。

　が、それと同時に……。

「（……やばい。こうなってくると、コノハさんを痴女と断じてイライラしていた自分が、急速にみじめになってきたぞ……）」

　なんだあの一週間前碧陽学園にいたクソヤローは。少し他人と普ふ通つうに喋れるようになったからって、調子にのりやがって。人を見下すとか、三億年早いんだよ、まったく！

　僕が一人落ち込んでいると、チアキが「あ」と何かを思い出したように声をあげ、動き出した。

「自分、教室移動の途と中ちゆうでした。ではケータ、また放課後、同好会で！」

「え、ああ、うん。じゃあまた」

　手をぷらぷらと振り、小走りで去っていくチアキの背をしばらく見つめる。

　そうして彼女が廊下を曲がり視界から消えたあたりで、僕は大きく溜ため息いきを吐ついた。

「……よし」

　しばらくの逡しゆん巡じゆんの後、やはり、コノハさんに一言謝りを入れておくことにする。別に何か彼女に暴言を吐いたわけでもないが、勝手に「痴女」の烙らく印いんを押したことに関して、僕は僕を許せない。なにせ彼女……本当は、素晴らしい妹さんだったのだから。

　僕は少し迷いつつも……ここはメッセージアプリではなく、メールを作成し、真しん摯しに思いの丈たけを打ち込んだ。

〈件名：すいませんでした〉

〈本文：コノハさん、先週は失礼な態度をとってしまい、本当に申し訳ありませんでした。貴女あなたは、やはり本当に尊敬すべき方だったのだと僕は今日改めて──〉

　と、そこまで打ち込んだところで、逆にメールが着信した。通知表示を見ると、まさにそのコノハさんからだ。

　僕はメールの作成を一いつ旦たん中断すると、先に彼女からのメールを確かく認にんすることにした。

〈件名：これはエロい〉

〈本文：校舎の裏で見つけました。センパイ、これをどう思います？〉

　そのまま本文をスクロールしていくと、貼はり付けられた添てん付ぷ画像が姿を現わし……。




〈添付画像：木のうろに、別の木から伸のびた太めの枝が入っている高解像度写真〉




「…………」

　…………。

　……僕は淡たん々たんとそのメールを消去すると、自分が先さき程ほどまで書いていたメールも破は棄きし、代わりに、新しく作成した端たん的てきなメールを送信した。

〈件名：黙だまれ〉

〈本文：痴ち女じよ〉

「…………ふぅ」

　窓から秋の空を見上げ、溜息を吐く。

　……その人物が、如何いかに「いい妹」だろうが、「美少女」だろうが、成績優ゆう秀しゆうだろうが、才さい気き溢あふれるクリエイターだろうが、人望の厚い超ちよう優良生徒会長だろうが……。

　──それはそれとして、それでも、ある、たった一要素だけを抜ぬき出して、思う存分見下していいケースも、稀まれにだが、あるらしい。




　今回はそんな、極きわめてロクでもない「人間の多面性」とやらを学んだ……人付き合い初心者男子・雨野景太（十七歳）なのであった。








【雨あま野の景けい太たとニュートラルルート】






　正解のない選せん択たく肢しでも、何か一つを選ばなければいけない時が、人にはある。

　誰だれも彼もが幸福になれる都合の良い道などない、無む慈じ悲ひな、不可逆の選せん択たく。

　残ざん酷こくなまでに個人の価値観を試ためされるそれは。

　いつだって、こちらの心の準備などには一いつ切さい構わず、唐とう突とつに訪おとずれるもので。

　九月某ぼう日じつの放課後。

　とあるファミレスの一角に、真しん剣けんな眼まな差ざしで見つめ合う男女の姿があった。

「駄目だ…………こんなの、僕にはまだ選べないよ……」

　自身に突つきつけられたあまりに苛か酷こくな選択への重圧から、思わず視線を逸そらしてしまう男……僕、雨野景太。

　しかし正面に座る女──星ほしノ守もり千ち秋あきは、そんな僕を逃にがすまいとするかの如ごとくこちらの手を両手で包み込むと、真摯な眼差しで訴うつたえてくる。

「選んで下さいです、ケータ。自分は……自分は、もう、待てません！」

「チアキ……でも、僕は……僕は……」

　縋すがるような彼女の想おもい。しかし僕にそれを正面から受け止めきれる度量などあるはずもなく……ただただ俯うつむいてしまう。

　……このままでは何も進まない。誰のためにもならないと分かっているのに……それでも、選ぶことが出来ない僕。自分の優ゆう柔じゆう不ふ断だんさが心底憎にくかった。

　千秋は僕の手を更さらに強く握る。彼女の手は今やジットリと湿り気を帯びていた。

「ケータに辛つらい選択を強しいているのは分かります。自分が勝手なことを言っているのも。でも自分は……自分は、もう、どうしていいのか分からなくて……」

「そんなの……僕だってそうだ」

「ごめんなさい。でもケータが選んだ答えなら……自分はそれが如何なるものでも、素す直なおに受け容いれることが出来ると思うから……だから、ケータ……」

「チアキ……」

　熱く絡からまる視線。互たがいに呼吸が荒あらくなる。

　僕は一度強く目を閉じると……それから、チアキの手を今度はこちらからギュッと摑つかみ直し。

　そうして────いよいよその答えを……正解のない残酷な選択肢への答えを、彼女へと、告げた。




「僕は──この『歪神ゆがみ転生』シリーズ最新作、やっぱりニュートラル（中ちゆう庸よう）のルートで行こうかなぁ、なんて……」




　曖あい昧まいな笑えみでそう答える僕。

　途と端たん、チアキは僕からバッと手を離すと、今にも唾つばを吐きそうな勢いで毒づき始めた。

「はい、一番つまらない回答来ましたぁ！　ニュートラルって！　この期ごに及およんで、ケータが、ニュートラルって！　ホント、その冒ぼう険けん心の無さには恐おそれ入りますよ！」

「な、なんだよ！　お前が『僕の意見を参考にして自分もルートを選びたい』って言うから、まだまだ序じよ盤ばんしかプレイしてないこの段階で無理やり気味に予定を答えてやったんじゃないか！　そ、それを、つまらないって、お前……！」

　相談者のあまりに身勝手な態度に怒いかりを覚え、声が震ふるえる僕。と、チアキはカルピスソーダの残りを勢い良く飲み干しつつ、まるで絡み酒の酔よっ払ぱらいを思わせる胡う乱ろんな目で僕を睨にらみつけてきた。

「べっつにぃ、ニュートラルルート自体を自分は否定はしないですよ？　っていうか自分も現状ニュートラルルート選ぶ予定ですしぃ」

「普通に同類じゃないか！」

「だからつまらないって言ってるんです。今いま更さらニュートラルルートの魅み力りよくをケータに語られるとか……反吐へどが出ますから」

「反吐を出すな！　相談相手に、反吐を出すなよ！　人としてホントどうなのお前！」

「じ、自分が反吐を出すのは、あくまで、ケータだけなんですからねっ！」

「僕への特とく別べつ扱あつかいどうもありがとう、そしてさようなら！」

「まあまあ、そう言わず、ケータ。もう少し相談相手サンドバツグになって下さいよ」

「お前今変なルビ振ふってなかったか!?　なぁ!?　口では『相談相手』と言いつつ、心の中で違ちがうルビ振ってただろう！　もうホント帰らせてくれ！」

「家に帰ってもどうせゲームするだけでしょう、ケータ」

「このサンドバッグ状じよう況きようよりは百万倍有意義だと思いますけどねぇ、ゲーム！」

　僕は全力でツッコみつつも、流石さすがに疲つかれてぐったりとソファに背を預ける。目の前ではチアキがなぜか楽しそうに飲み物をストローで啜すすっていた。

　実際……本来なら天敵たるチアキと二人きりでファミレスに洒落しやれ込こむなんざ、全く考えられない行動だ。それなのに今回こうして僕が応じたのは、偏ひとえに、この女が真剣なトーンで「ケータに折り入って相談したいことが……」とか切り出して来たからである。

　チアキのことは、僕だって別に心底嫌きらっているわけじゃあない。いや、嫌いは嫌いなんだけど……なんだろう。……そう、あれだ。ドラえもんにおけるのび太とジャイアン、アニメ版ポ○モンにおけるサトシとロケット団の関係なんかを想像して貰もらえると分かりやすい。普ふ段だんは敵のスタンスだけど、有事の際には手を取り合うのも吝やぶさかじゃないのだ。

　そんなわけで、このゲーム馬ば鹿かたる僕が泣く泣くゲーム時間を削けずってまで、宿敵チアキのためを想おもって臨のぞんだこの相談会。蓋ふたを開けてみれば、その案件は、

「ＲＰＧ作品『歪神転生』シリーズ最新作における、とある選択肢について」

　というものだったわけで。

　僕は正直、この時点で一いつ瞬しゆん「なんじゃそりゃ」と脱だつ力りよくしたのだが……。

　しかし、よくよく考えてみれば、なるほど……これは、僕ら「ゲームを愛する者」にとって、中々に重要な相談でもあった。

　ここでサラッと「歪神転生」シリーズの概がい要ようを説明しておこう。

　この作品は所謂いわゆる「ＲＰＧ」と呼ばれるものの一つだ。ゲームに明るくない人は、ドラクエやらＦＦやらの内容をほんのりと想像して貰えれば、それで概おおむね問題ない。

　ただし、歪神転生には他のＲＰＧとは一線を画す、数多くの「特色」がある。

　中でも代表的なのは、やはり「世界観」と「シナリオ」だろう。

　通常のＲＰＧの多くが、中世ヨーロッパ風のファンタジックな異世界を主な舞ぶ台たいとした勧かん善ぜん懲ちよう悪あくモノであるのに対し。

　この「歪神転生」シリーズは、その多くが現代日本（東京）を起点として始まり。そして、そこを悪あく魔まと呼ばれる超ちよう常じよう存在が跋ばつ扈こ・蹂じゆう躙りんしていく終末的状況の中、主人公が必死に生き延びていく過程を描えがく作品なのだ。

　そんな作品だから、当然、そのシナリオも単純明快な勧善懲悪ものとはならない。

　そもそも主人公に与あたえられる力が「闇やみを切り裂さく光の勇者の力！」とかじゃなく「悪魔の使し役えき」ってあたりがもう、最高にゾクゾクする捻ひねくれ方である。

　悪魔の跋扈する世界で生き延びるためにこそ、逆にその悪魔の力を用いる。なんてジレンマ。……大まかには「ポケ○ン」や「妖よう怪かい○ォッチ」と全く同じ事を言っているはずだし、ゲームシステムも概ねそんな感じなのだが……まあやはりダークかつハードである。

　ともかく、そうやって悪魔を率いて冒険や戦いを重ねていく中で、多くのＲＰＧがそうであるように、主人公は力をつけていき、次し第だいに世界の中でも存在感を増していくわけだけれども。

　そうなってくると今度は、混こん沌とんとする人間界を舞台に絶賛縄なわ張ばり争あらそい中だった「天使」やら「人類の軍隊」やら「上位の悪魔」やらという各勢力に目をつけられ、彼らからの熾し烈れつな自陣じん営えいへの勧かん誘ゆう合戦が始まるわけだ。

　あ、ちなみに普ふ通つうに考えると「天使」につくのが正解っぽく思えるし、実際彼らは綺き麗れいな正義を掲かかげてはいる。けれど、このシリーズにおいて天使の主張する正義は、

「人類は我々が清く正しく『完全に管理して』導いてあげましょう」

　的な、「……ん？」という引ひっ掛かかる類たぐいのモノだったりするので注意が必要だ。

　また人類陣営にしたところで「悪魔や天使の力をうまく軍事利用することで、他国に対してアドバンテージを……」的なことを露ろ骨こつに企たくらんでたりするので侮あなどれない。

　で、そうなってくると、悪魔陣営の「個の武力こそがモノを言う世界にしてやろうぜー！　ヒャッハー」という単純かつ粗そ暴ぼうな主張が、あら不思議、なぜかちょっとだけ可愛かわいらしく、素す敵てきに見えてきたりもするわけで。

　一応、作品ごとに各陣営の名めい称しようやら立場やらは多少変動していくものの、根幹の主張やテーマ自体は、シリーズ全作を通してほぼ一いつ貫かんしている。

　善と悪。秩ちつ序じよと混沌。

　それらの狭はざ間まで、どの思想こそを是ぜとするのか、決断を迫せまられる主人公。

　それこそが、この歪神転生シリーズの「核かく」たる内容であり。

　……さて、そろそろ、察して貰えたかと思うが。

　何を隠かくそう、今回チアキが相談して来ているのが、まさにこの部分の話である。

「（そりゃまあ、歪神転生のこれは、ゲーマーにとって常に悩なやましい部分だけどさ……）」

　これが単なるテキストアドベンチャーの選択肢なら、一方の展開を見た後で、セーブからやり直し、もう一方の展開を見るのも簡単なのだが。

　なにせ歪神転生は結構重めの「ＲＰＧ」である。物語を読むだけじゃない。戦せん闘とうやら冒険やらといった要素も付ふ随ずいするゲームだ。つまりやり直すにしても、相応の手間と時間がかかるわけで。

　そして、だからこそプレイヤー的にも、この決断は「重い」のである。おいそれとやり直しが利きない、だけど決定的に道を分かつ、決断。

　なので僕にも、たかがゲームとは言えど、今作に限ってはチアキのこの妙みように真剣なトーンが痛い程ほど理解出来る。……が、だからこそ、この僕が迷った末に出した結論である「ニュートラル（中庸）」を、そんなにボロクソ批判される謂いわれもない。

　夕ゆう陽ひの差し込むファミレスの中、僕はぐいっとぬるいカフェオレを飲み干すと、タンッと強めにカップを置いて切り出す。

「そりゃニュートラルは、秩序でも混沌でもない、第三の……両思想の間をとったような道を歩む選せん択たくなわけだけどさ。それだって、立派な一つの選択だろう？」

「勿もち論ろんです。そこに異論は自分もありませんです」

「じゃあどこに異論があるんだよ」

「平へい凡ぼんなケータが、いかにもな感じでニュートラルを選ぶ、そのモブさ加減にです」

「さてはお前、ただ僕が嫌いなだけだな！」

「そんなことはありません！　ケータがキッパリとどちらか一方……秩序か混沌を選んでいた場合、自分からの罵ば倒とうは一割減でしたよ！」

「結局かなりの罵倒はされるんじゃん僕！　この相談イベント、僕にとって罠わなすぎる！」

「ふふん、ケータにとっては不利益だけのイベントでも、こちらに利益があればそれで良いのですよ！　『ウィン・ウィン』の関係だろうが『ウィン・ルーズ』の関係だろうが、要は自分さえ『ウィン』側に立っていれば、何も問題はないのです！」

「真性のクズかよ！」

　こいつは僕の敵どころか、もはや世界の敵なんじゃないだろうか。

　流石に自分の発言がゲスすぎることに気付いたのか、チアキが咳せき払ばらいをしてから仕切り直してくる。

「と、とにかく。自分が今回言いたい事は一つです。……ケータって、つまんないですね」

「なんのまとめだ！　ああ、もうっ、僕、マジで帰るからね！」

　これ以上チアキのネチネチした天敵いじめに付き合う理由などない。僕は鞄かばんをひっつかむと、勢い良くその場から立ち上がり──

「あ……。あぅ……違ちがっ……えと……あの……ケータ……えと……自分は…………」

　──その刹せつ那な、チアキの目が動どう揺ようと後こう悔かいの色を湛たたえて泳ぐ。

「…………」

　その様子を見て、僕は、やはり、もう一度ソファに腰こしを下ろした。ムスッと頰ほお杖づえを突きながらも、去らずに座り続ける僕。チアキがキョトンとして訊たずねてくる。

「えと……あの、ケータ？」

「……なんでもない。話、続けよう、チアキ」

「え？　あ、は、はい、いい、です、けど……」

　おどおどしながらも、少しホッとしたように微笑ほほえむチアキ。

「（……まったく）」

　僕は思わず大きく息を吐はいてしまう。

「（……こんな、他人とのコミュニケーションがとことん不器用なヤツ、この僕が……同じくらいコミュニケーション能力が低い僕が、見捨てて去れるわけないじゃないか……）」

　ホント、これだから星ノ守千秋という人間は腹が立つ。僕にとって、色んな意味で無視できない存在。だからこそ苛いら立だつし、だからこそ喧けん嘩かするし、だからこそ……誰だれよりも深く分かってしまう。

　僕が無言でいると、チアキも流石に少し反省したのか、若じやつ干かん態度を軟なん化かさせて切り出してきた。

「あ、あの、自分はその、自分が割と消極的な理由でニュートラル選ぶつもりだったからこそ、その、他人の『自分はこういう理由でこのルート一択たくだぜ！』的な、なんていうか、『強い』『偏かたよった』主張こそを聞きたかったと言いますか……」

「ああ……その気持ちはなんか分かるよ。ゲームや映画や本のレビューなんかも、平均点よりは、絶賛か酷こく評ひようのどっちかの方が、読み物としては面おも白しろいもんね」

「ですです」

「だけど……だったら余計に、根っからのモブ気質な僕には荷が重いよ」

「まあ……正直、ケータなら九割方『ニュートラル』だという予感はあったのですが。でも、それなら、それで、こう、何か『らしい』熱弁を振るってくれるかなと……」

「……あー……」

　僕はぼんやりと呻うめく。……確かに、普段ならそうしていておかしくない。だけど今回は……。

「（あ、そうか。悔くやしいけど、今回はチアキの言う通りだ。僕は……現状『無難に』という観点から『ニュートラル』を選んでるとこ、あったかも）」

　それは、そもそもまだゲーム序じよ盤ばんの段階なんだから仕方ないことなのだけれど。

　問題は『信念に従ってのニュートラル選択』と『無難なニュートラル選択』の違ちがいを、自分で認にん識しき出来ていなかったことで。

「（こういう、自分の信念を自分で分かってないとこ……ホント、ゲーム部の誘さそいを不ぶ躾しつけに断わったあの頃ころから全然変わってない。駄だ目めだなぁ、僕）」

　思わず深く溜ため息いきを吐いてしまう。と、チアキが何か慌あわてた様子でフォローを入れて来た。

「と、とにかく、自分、その、やっぱり、誰よりも、まずケータの意見、聞きたかったのです！　はい！……っと、あわ、自分、何言って……！」

　なぜかもじもじと俯うつむくチアキ。なんだか一見「気になる異性相手に照れる少女」風に見えるが……まあ普通に考えて、天敵に歩み寄る行こう為いがいたたまれないだけだろう。

　僕は彼女に向かって微び笑しようを浮うかべる。

「チアキがそう言ってくれるのは嬉うれしいけどさ」

「う、嬉しいのですかっ!?　ケータ！」

「うぉっ」

　なんか急にチアキがテーブルに手をついて前のめりに立ち上がってきた。い、意味が分からない。僕が動揺してぽかんとしていると、チアキはハッとした様子で頰ほおを染め、そそくさと元の位置に戻もどっていく。

「す、すいませんでした。その、つい……つい、ポッとなって」

「それ、姉し妹まい間で流行はやっている言い回しか何かなの？『ポッとなって』って……」

　以前コノハさんからも聞いた覚えのある文もん言ごんだったのでそう訊ねると、意外にもチアキは不思議そうに首を横に振ふった。

「へ？　いいえ？　そういうわけじゃないですけど……。えっと、コノハも、ケータの前でポッとしたこと、あったのですか？」

「ん？　ああ、うん、よく分かんなかったけど、なんかそうみたいだね」

　その結果、あの時は殴なぐられたわけだけど。で、今回姉の方はテーブルを叩たたいての軽い脅おどし行為と来たわけで……ホントこの姉妹の「ポッとなって」の意味が分からない。

　と、なぜか、チアキが少し口を尖とがらせてきた。

「ふーん……そうですか。ケータは、コノハを、ポッとさせたのですか……。へー」

「？」

　な、なんだこいつ、急に不ふ機き嫌げんになって。普通に解かい釈しやくしたら、僕がコノハさんを照れさせるような場面があったことへの嫉しつ妬とみたいだけど……、

「（いや、でもこの姉妹は普通じゃないからなぁ）」

　すぐに自分の悪あく癖へきたる「モテモテラノベ主人公気取り」をぴしゃり打ち切る僕。そういう自じ意い識しき過か剰じようなとこ、ホント良くない！　これだからオタクは！　まったく！

　実際この姉妹の「ポッ」表現には「怒いかり」のニュアンスが含ふくまれているようである。だから、この場合は……チアキは、妹を怒おこらせるような無礼を僕がはたらいたのだと勘かん違ちがいして、怒っているのだろう。きっとそうに違いない。

「（……まったく。妙な思い込みで他人の感情を勝手に解釈するヤツって、ホント、迷めい惑わくだよね！）」

　他人の心を正確に察せられるこの僕からしてみれば、チアキの鈍どん感かんさは軽けい蔑べつに値あたいするが、まあ、今回は見み逃のがしてやろう。うんうん。成長したなぁ、僕。

　僕は寛かん大だいな心でチアキの無礼を見逃してやりつつ、話題を切り替かえる。

「そもそもの疑問なんだけどさ。歪神ゆがみ転生の相談自体はいいんだけど……とはいえこれ、わざわざ二人でファミレス来てまで喋しやべる程の案件かな？」

「ど、どういう意味ですか？」

「いや、ゲームの話ぐらい、学校とか、なんならメールでも充じゆう分ぶんだったんじゃと……」

　僕からの至し極ごく当然な疑問に対し、チアキは何故なぜだかとても不機嫌そうにぷくっと頰を膨ふくらませてくる。

「……アグリさんとはよくファミレス来るくせに……」

「アグリさん？　いや、だってアグリさんはさ──」

「アグリさんは？」

「…………」

　改めて問われると、驚おどろいたことに、不思議と詰つまってしまう自分がいた。

「（あれ？　アグリさんは……なんだ？　アグリさんとファミレスで会うのは僕にとってごく自然というか、当然のことで──）」

　そうは思っているのに……じゃあいざ具体的な理由を探そうとすると、しっくり来る言葉がまるで見当たらなかった。おかしい。これは、明らかに、おかしい。

「…………」

　……駄目だ、考えがまとまらない、一いつ旦たんこれは保留しよう。問題は今回のチアキだ。

　確かに、カノジョでもない「同好会仲間」のアグリさんとファミレスで喋るのが僕にとって「自然」なことなのだとしたら、同じく「同好会仲間」であるところのチアキとこうして喋るのだって、何もおかしいことじゃないハズである。うん。

　微び妙みように違い和わ感を覚えるも、僕は、道理に従って渋しぶ々しぶこの状じよう況きようを認めることにした。

「まあ……別にいいけどさ、チアキが僕をファミレスに呼び出しても」

「そ、そうですか。よ、よかったです」

「？」

　自分から言い出したくせに、なぜか照れた様子で畏かしこまるチアキ。なんなんだこいつは。

　僕は一つ息を吐いて、話を仕切り直す。

「それで、結局どうするのさ、チアキは。歪神転生」

「うーん……。……も、もうちょっと考えます。まだ最終選択まで猶ゆう予よがあるので」

「……相変わらず、僕と同じで優ゆう柔じゆう不ふ断だんだなぁ、チアキは」

「う、うるさいですね！　げ、ゲームのことぐらい、大いに迷ったっていいじゃないですか！　誰に迷惑かけるわけでもなし！」

「そうだけどさ。……あ、それで思い出したけど、上うえ原はら君の告白の件ってどうしたの？」

「ふぇ？　あ、そ、それは……その……」

　露ろ骨こつに目を逸そらすチアキ。……やはり、まだ何も動いていないらしい。

　僕は呆あきれたように息を吐いた。

「僕は他人の恋れん愛あい事に口出し出来るような人間じゃないけどさ……でもまあ、少なくとも、放置だけはまずいんじゃないかなぁ、人として」

「わ、分かってますよ！　分かってますけど……」

　しゅん、と落ち込むチアキ。まあ……その気持ちは、僕にだって理解出来る。

「まあ僕がチアキの立場でも、同じように動けなかったろうと思うけど」

「け、ケータが自分の立場でも、ですか。…………ふむ。ケータと……上原さん………」

「おい、お前今なんか上原君と僕でよからぬ妄もう想そうしたろう！」

「な、なんで分かるんですか!?　ケータはエスパーさんですね！」

「分かるよ普ふ通つうに！　まったく、姉妹揃そろって……」

　僕が嘆たん息そく混じりに呟つぶやくと、チアキはキョトンと返してきた。

「姉妹揃って……なんですか？　コノハは全然関係ないじゃないですか」

「え？　あ、いや、まあ……」

　僕は焦あせって思わずカップに口をつけるも、先さき程ほど飲み干したため中身は空だった。

　チアキがジーッと不ふ審しんげに僕を見つめている。……う……。

「（そうだった。コノハさんが妄もう想そう逞たくましいエロゲマニアだということを、チアキは知らないんだったよ……）」

　油断していた。最近どうにも自分と周囲を取り巻く情報の変へん遷せんが激しすぎて、頭がちゃんと追いついていない感がある。

　僕はカップを持ったまま立ち上がると、先程の発言を紛まぎらわすようにチアキへと声をかける。

「えっと、僕、おかわり貰もらって来るよ」

「あ、じゃあ自分もジュースを一いつ緒しよに──」

　と、立ち上がりかけたチアキを僕は手で制して、極きわめて自然に彼女のコップを手に取った。

「あ、いいですよチアキさん、僕が一緒に貰って来ますよ、チアキさんの分」

「チアキさん!?」

「あ」

　やばい、今度は身体からだに染しみついた「ファミレスでのアグリさん対応」が出てしまった。

　僕は苦笑いでその旨むねを説明する。

「ごめんごめん、つい、アグリさんと居る時の癖くせが……」

「そ、そうですか。アグリさんにはいつも…………。……まあいいですけど……」

　なぜか少し口を尖らせながらも、改めて立ち上がりかけるチアキ。

　と、その際テーブルに軽く彼女が膝ひざをぶつけたのを見て、僕は即そく座ざに、その場で跪ひざまずくように動いた！

「大だい丈じよう夫ぶですかチアキさん！　おみ足にお怪け我がなどございませんか!?」

「おみ足!?」

「ハッ!?　しまった、つい癖で、またチアキ如ごときにアグリさん対応を……！」

「いやケータの『アグリさん対応』おかしいですよねぇ!?　ケータにとってアグリさんって、ホントになんなんですか!?」

「え、信しん仰こう対象だけど」

「おっと規格外にヤバい回答頂きましたです」

　チアキがドン引きする中、僕は立ち上がって腰こしを伸のばす。

「んっ、と。なんにせよ、跪いて損したよ」

「な、なんですかその言いぐさ。確かに自分、全然怪我してませんけど……」

　その言葉を受け……僕は途と端たんに、露骨に悪態をつき始める。

「けっ、まったく、ワカメ如きがテーブルに足ぶつけてんじゃねぇぞ、ああん？　店に迷惑だろうが。あとドリンク切れたなら塩水でも飲んどけよ、海かい藻そうなんだから」

「自分への対応も逆の意味で規格外にヤバイですね！　正直涙なみだ目めですよ自分！」

「ごめんごめんチアキ。でもほら、バランスは取った方がいいかなって」

「バランスならアグリさんへの過か剰じよう接待を控ひかえる方向で取って下さいです！　なぜ自分への対応を過剰にしょっぱくする方向で調整したのですか！」

「……まあ、海藻だけに、ね？」

「おっと自分、今初めて人を本気で『刺さしたい』と思いましたよ」

　殺したい、とかじゃないあたりがリアルで怖こわかった。

　僕は一つ息を吐はくと、改めて仕切り直す。

「ま、ふざけるのはこの辺にして、いいよ、チアキ座ってて。僕がジュースも持って来るから。何がいい？」

「え？　あ、じゃ、じゃあ、オレンジジュースを……」

「了りよう解かい」

　僕はそう応じると、すっかり手慣れた動作でドリンクバーへと赴おもむき、目的の飲み物を調達して戻って来た。

　席に着くと、チアキが両手でジュースを受け取りながら、ぺこっと軽く頭を下げてくる。

「ど、どもです……」

「どういたしまして」

　そのまま二人、それぞれに飲み物へと口をつける。

『…………』

　ゆったりとした、穏おだやかな時間。気付けば二人……どちからともなく、くすくすと笑い出してしまっていた。

「な、なんだろ、チアキと喧けん嘩かごしじゃない普通のやりとりするのって、変な感じだね」

「ですです。で、でも、その、その……」

「うん……悪く、ないかな」

「は、はい。悪く、ないですよね！」

　……と、不意に視線がぴたりと合って、どことなく気まずく逸らす僕ら。

　僕は一つ咳せき払ばらいをして、切り出す。

「と、ところでさチアキ、今回の歪神転生だけど……」

「は、はい、なんですか、ケータ！」

　そうして、僕らはそのまま、約一時間にわたってゲーム話に花を咲さかせた後。

　なんとも珍めずらしいことに、互たがいに笑え顔がおで手を振ふり合って、解散したのであった。




　　　　＊




「雨野君。今から私と一緒に、ゲーム部に参加してみませんか？」

「……はい？」

　カノジョさんから唐とう突とつにそんなお誘さそいを受けたのは、チアキとファミレスで喋った翌日の放課後だった。

　ＨＲの終わった二年Ｆ組教室。ゲーム同好会の活動もないからとのんびり帰り支じ度たくをしていた僕の前に、突とつ如じよ、颯さつ爽そうと金きん髪ぱつ美少女が現われたのだ。

　途端に息を飲むＦ組の生徒達。……僕と天てん道どうさんが交際関係になった今でも、この妙みような緊きん張ちよう感は相変わらずだった。いつまでたっても、天道花か憐れんという圧あつ倒とう的カリスマは、全然Ｆ組の日常風景に馴な染じまない。

　が、当人はまるでそんなことを意に介かいさない様子で、ニコニコと続けてきた。

「今日は同好会もありませんし、時間はありますよね、雨野君？」

「え？　ああ、はい、時間は……その……」

　おずおずと答えながらも、途と中ちゆうで言葉に詰つまる僕。……だんだん、胃がキュウッとし、額に脂あぶら汗あせが滲にじんできた。

「（うぅ……？）」

　思わず一旦天道さんから視線を逸らす僕。

　……最近ちょっと調子に乗って忘れていたけれど、やはり美人のカノジョが出来たところで、結局僕は僕……気弱で人見知りで臆おく病びような雨野景太らしい。

　唐突な「微妙な距きよ離り感の団体へのお誘い」には、著いちじるしい動どう揺ようを禁じ得なかった。

　完全に想像だけど、苦手な上司に飲み会へと誘われる感じがコレに近そうだ。相手が善意なのは分かるのだけれど、無む邪じや気きに楽しめる予感はまるでなく……かといって、無む下げに断わることも出来ない。

　僕がどうにかうまく断われないかと頭をフル回転させていると、そんな僕を見かねてか、教室中央のリア充じゆう集団を抜ぬけて上原君がやってきてくれた。

「うぃっす天道。どうしたよ、唐突に」

「こんにちは上原君。でも、唐突とは心外ですね。少なくとも、以前貴方あなたには、雨野君を再度誘ってみようと思っているむね、ご相談申し上げたはずですが……」

「え、そうだったの？」

　初耳だった。上原君の方を見ると、彼は頭をぽりぽり搔かいて応じて来る。

「ああ、まあ、確かに言ってたっけな、んなこと。でもあの件はもう……」

　上原君はそこまで言ったところで、ふと、何かに気付いたように「そうか」と呟いた。

　僕にはまるで話が見えない中、天道さんが「そうなのですよ」と笑顔で応じる。

「…………」

　あれ、なにこの、二人だけで通じ合っている感じ。そしてなんだろう……この……物もの凄すごい胸のモヤモヤ感。もしかして僕、嫉しつ妬ととかしてんの？　雨野景太のクセに？

　色んな感情が混ざって一人で勝手に僕が落ち込み始める中、天道さんが続ける。

「亜あ玖ぐ璃りさんと雨野君に関する例の一件が一いつ旦たんの決着を見ると同時に、なぜかすっかり私の中で勧かん誘ゆうの件も一段落しちゃってたのですが。昨日ニーナ先せん輩ぱいに『ところで雨野景太をうちに誘う件ってどうなったの？』と訊きかれて、ハッと思い出しまして」

「確かに、まだちゃんと雨野にまで持っていってなかったな、その案件」

「そうなんですよ。私としたことが、迂う闊かつでした」

「…………」

　なにやら楽しそうに喋しやべる美男美女を、その中央でムスーッと見守るちびっ子。僕だ。

　天道さんはそこでようやく僕に視線を戻もどすと、改めて誘いを持ちかけてきた。

「そのようなわけで、雨野君。もう一度、ゲーム部を見に来てみませんか？」

「そのようなわけって……どのようなわけですか」

　ちょっとスネたようにそんな切り返し方をする僕。

　天道さんは「どのようなわけって……」と少し困ったように呟くと……なにやら、そっと頰ほおを赤らめて僕に上うわ目め遣づかいを向けて来た。

「……その……私が、もっと、雨野君と一緒に居たいから……」

「さぁ行きましょうか天道さん！」

　途端、鞄かばんを持ってすっくと立ち上がり凜り々りしく決める僕。

　そんな僕を見て、上原君が呆あきれたように呟つぶやく。

「俺はたまに、お前って実は最高に男らしい奴やつなんじゃないかと思うよ……」

「おっと、まだいたんですか、弱小ゲーム同好会の人」

「前言撤てつ回かい。お前最低のクズだな」

「『天道さんが可愛かわいい』。これ以上に大事なことなんて、この世にないでしょう」

「やっぱりお前、キャラのブレ方すげぇな！　なんか俺達が前回反省したのが馬ば鹿かみたいに思えてくるわ！」

「反省？」

　なんの話だろうか。よく分からないけど、まあ今はそんなことどうでもいいか。

　僕は天道さんへと向き直ると、改めてきちんと答えを告げる。

「天道さんの気持ち、とても嬉うれしかったです。なので見学、喜んで行かせて貰いますね」

「そう？　良かった！　では早さつ速そく行きましょうか、雨野君！」

　途端、満面の笑みを浮うかべて歩き出す天道さん。僕もその後に続いて歩き出すと……上原君が、ちょんちょんっと、僕だけを呼び止めるように肩かたを突つついた。

　何かと振り返ると、彼は……先程のふざけたやりとりから一転、神しん妙みような面おも持もちで切り出して来た。

「…………無理してんだろ、お前」

「…………」

　思わず立ち止まってしまう僕。上原君は心底心配げに僕を見つめてくる。

「変なテンションで乗り切ろうとしてんのバレバレなんだよ。……なぁ、雨野。なんだったら俺から天道に──」

　彼がそこまで言ったところで、僕はそれを制すように首を横に振った。

「優やさしいね上原君は。でもいいんだ。無理ぐらいさせてよ。だって僕は……これでも一応、天道さんの『彼氏』なんだからさ」

　そう言って僕が微笑ほほえみ返すと……上原君は呆れたように大きく息を吐く。

「ったく。やっぱりお前、無む駄だに男らしいよ」

「む、『無駄に』は余計だと思うけど……うん、ありがとう上原君。行ってきます！」

「おう、行ってこい雨野！」
















　上原君がバンッと強めに僕の背を叩たたいて送り出してくる。

　僕はそれに大きな勇気を貰もらうと、急いで天道さんの背を追った。

　……いつの間にか、胃痛はすっかり治まっていた。




　　　　＊




　ゲーム部の部室は、本校舎から渡り廊ろう下かを行った先、旧校舎を改装して造られた文化部棟とうの三階にある。

　僕は天道さんに続いて階段を昇のぼりながら、制服の胸むな元もとをぎゅうっと握にぎりしめた。

「（大だい丈じよう夫ぶ、落ち着け、落ち着け……。悪いようにはならないはず……）」

　そもそも、天道さんや三み角すみ君といった気心の知れた人間が居る時点で、ある程度の歓かん迎げいムードは担保されているはずである。それに加か瀬せ先せん輩ぱいや大おお磯いそ先輩にしたところで、本当に僕を嫌きらっているなら、そもそも天道さんを止めているだろう。

　だから、実際自分が必要以上に悪い想像をして緊きん張ちようしすぎているのは、自分でも分かっているのだけれど……しかしこればっかりはどうしようもない。

「雨野君」

「？」

　と、突とつ然ぜん先を行く天道さんに声をかけられ視線を上げる。と、天道さんの短いスカートの中が見えそうになり、僕は慌あわてて目を逸そらした。

「（って、前も同じような状じよう況きようで、同じようなリアクションとったな僕……）」

　以前と違ちがって今は天道さんの彼氏だというのに、こんな変わらない態度でいいのだろうか？　カノジョの短いスカートを不動の心で下から眺ながめられてこその、男らしい彼氏と言えるのじゃないのだろうか──

「遠えん慮りよしなくて、いいですからね」

「そんなこと言われたら、逆に無理ですよ！」

　──思った以上の許可を受けてしまい、むしろスカートを見られなくなる僕。

「それは、なんかいっそ、逆にコノハさんより十八禁発言だと思いますよ、天道さん」

「ごめん雨野君、言葉の意味は全く分からないけれど、とにかく動揺しているのだけは充じゆう分ぶん伝わってきたわ。でも、とにかく、ゲーム部で遠慮は無用だから」

「げ、ゲーム部の皆みなさんの前でも天道さんの下着を堂々と覗のぞけと!?」

「さっきからホントになんの話をしているんですか雨野君は!?」

　なにやら会話に齟そ齬ごがあったようだが、ある意味いつものことだ。僕と天道さんは軽く笑い合うと、そのまま三階の廊下を歩いた。そうして、いよいよゲーム部部室前に着いたところで……天道さんは、僕を振り向いて笑顔で訊たずねて来る。

「じゃあ、準備はいいかしら、雨野君」

「は、はははいぃぃ……どどどどどん、と、こいでぇぇぇすぅぅぅ……」

「言葉の内容とテンションがこんなに掛かけ離れているケース、私初めてです。だ、大丈夫ですか、雨野君？」

　心配そうに覗き込んで来る天道さん。……正直言うと、全然大丈夫じゃない。胃痛こそしなくなったものの、この状況で全く緊張するなという方が無理だ。何も知らずただ期待に胸を膨ふくらませていた前回の方が、まだいくらかマシだったかもしれない。

　……だけど。

「…………はい、大丈夫です、天道さん」

　僕は弱い自分をどうにか抑おさえ込むと、天道さんに向かって微笑み返した。

　天道さんはそんな僕を少し意外そうに見つめた後、そっと僕の手を握ってくれる。

「…………」

　以前までの僕なら、動揺で脂汗が滲んでいたような状況。だけど今は……なぜか、不思議と深い安心感に包まれた。

　どれくらいそうしていただろうか。すっかりいつもの自分に戻れた僕が、天道さんに向かって頷うなずくと。彼女もまた頷き返し、そっと僕の手を放した。

「では、いきましょうか、雨野君」

「はい、天道さん」

　僕の答えを受け、天道さんがゲーム部のドアを押し開く。そうして、どこか悪戯いたずらっぽく笑いながら、前回の体験入部をなぞるように告げて来た。




「ようこそ、ゲーム部へ！」




　前回同様、逆光に目を細目ながらも……しかし前回とは違い、今度は確かな足取りで入室していく僕。

　天道さんがドアを閉めると同時に、光に目が慣れ室内の様子が窺うかがえる。圧あつ倒とう的てき物量のゲーム機やモニターに満たされながらも、配線の妙みようなどにより実に整った部室。

　相変わらず、僕みたいな……ハードから取り出したゲームソフトを他のゲームソフトのパッケージに平気で収納するような人間の部屋とは大違いだ。ゲームに真しん摯しに取り組む姿勢が、部屋自体にまで表われていた。

　そんな部室には既すでに……加瀬岳がく人と先輩、大磯新にい那な先輩、三角瑛えい一いち君という三人のゲーマーが待機していた。

　前回のことを思い出し、ごくりと唾つばを飲み込む僕。……この部活は、実際運動部も真っ青の真しん剣けんな部活だ。そこで青春を燃やす彼らが……一度入部を断わったヘボゲーマーの物もの見み遊ゆ山さんに付き合う義理など、あるわけもなく。

　それでも僕は天道さんの手前、覚かく悟ごを決めると、彼らの排はい他た的な視線を甘んじてその身に受けるべく──

『ようこそ、ゲーム部へ』

「……へ？」

　──と、予想外に穏おだやかな歓迎の声がかけられ、僕は思わず気の抜ぬけた声を出してしまう。そうして改めて見てみれば……ゲーム部の面々は、事前の想像とは対たい照しよう的な温かい面持ちで僕を見つめてくれていた。

「（あ……れ？）」

　前回とのあまりの違いに、動どう揺ようする僕。

　いや、友人たる三角君のみならばまだしも……加瀬先輩や大磯先輩がゲームプレイの手を止めてまで僕に微笑ほほえんでくれているのは、意外と言う他なく。

　僕がキョトンとしていると、天道さんが苦笑混じりに解説してきた。

「気持ち悪がらないであげて、雨野君。先輩達、あれでもかなり頑がん張ばってるのよ」

『おい天道』

　途と端たん、加瀬先輩や大磯先輩がギロリと天道さんを睨にらみつける。彼女が肩を竦すくめる中、今度は三角君がにこやかに話しかけて来た。

「天道さんの言う通りだよ、雨野君。先輩達なりに多少思う所あってのことだからさ。まあ、気にしないでよ。ほら、座って座って」

「あ、うん。ありがとう三角君」

　僕は三角君に勧すすめられて入り口近くの椅い子すへと座る。と、今日は天道さんも僕の近くに座ってくれた。左に三角君、右に天道さんという並びになると、俄が然ぜん気持ちが落ち着いてきた。我ながら単純な男だ。

　安心ついでにうっかりそのまま二人との世間話に突とつ入にゆうしかけるも、加瀬先輩がこほんと咳せき払ばらいをすると、それを合図としたように天道さんが話を進めてきた。

「軽く説明したけど、今日雨野君をここに連れてきたのは、ただ私が貴方あなたと一秒でも長くいたいからではないの。あ、勿もち論ろんその気持ちも本物ですし、今私が幸せで幸せで仕方ないのは事実ですけれど」

「そんなの、僕もですよ、天道さん。天道さんと放課後こうして会える時間が、今の僕にとってどれほどの宝物か！」

「雨野君……」

「天道さん……」

『……ごほん！』

　天道さんと熱く視線を交かわしていると、なぜだか三人からわざとらしい咳払いを受けてしまった。僕と天道さんは二人の時間を惜おしみつつも、仕方なく話を先に進める。

「とにかく、今日は、前回と同じく見学会や体験入部といった趣おもむきのものなのですよ」

「えっと……つまり、もう一度ゲーム部の活動を見て、入部を考えろ、ということですよね？」

「そういうことですね」

「趣しゆ旨しは分かりました。……けど……」

　そう続けようとすると、三角君が何か察したように僕の言葉を遮さえぎってきた。

「まあまあ、折角来たんだからそう答えを焦あせらなくていいじゃないか、雨野君」

「だけど……」

　あれから、僕の中で大きくゲームスタンスが変わった認にん識しきはない。となれば、その答えだって前回と変わりようもないわけで。

　僕が気まずさから苦笑いを見せていると、三角君はしかし強ごう引いんに話を進めてきた。

「とにかく今日は、まず、一いつ緒しよにゲームを楽しもうよ。ね？　いやぁ、それにしても、数ヶ月しか経たってないのに既に懐なつかしいですね、この五人が揃そろっている状況！」

　三角君の、若干無理やり気味な話の転てん換かん。しかしそれに、意外にも大磯先輩が乗った。

「そうね。あれから色々あったしねぇ、この部。……具体的には、三角の『世界大会編』に始まり、加瀬が本物の戦争を終わらせた『ウォーゲーム編』、闇やみに落ちたあたしの親友が遂ついには世界を滅ほろぼす寸前までいった『ラグナロク編』と……本当に色々あったわ」

「いや色々ありすぎでしょうゲーム部！　ぼ、僕をからかうのも大たい概がいにして下さい！」

「……まぁ確かに今、あたし、ちょっと力んで二割ほど盛ったかもだけど」

「二割しか盛ってないんですか!?　いや、なんなんですかゲーム部！　まあ、最初の体験入部の時点で、全員が妙な背景持ちだとは聞いてましたけど……。……あ、あれって、その、軽いジョーク的なものじゃなかったんですか!?」

「んー、どうだろうねぇー」

　ニーナさんがにへらっと笑う。……相変わらずこの人は、どうにも読めない。冗じよう談だんなのか本気なのか……。

　仕方なく、僕は三角君に確認をとる。

「あの、三角君。キミの世界大会話とか、ゲーム部周りのイベントは……実際、どの程度ホントなの？」

　僕の質問に、三角君は可笑おかしそうにケラケラ笑った。

「あはは、やっぱり雨野君は純じゆん粋すいだなぁ。人の話をまるごと信じちゃうなんて」

「そ、そうだよね。額面通りに受け取らない方が、やっぱりいいんだよね──」

「勿論。だって実際には……この部の幻まぼろしの後こう輩はい二人がタッグを組み、異世界を舞ぶ台たいにしたゲーム大会で他種族相手にも荒あら稼かせぎして帰ってきた『ノーゲームノーライス編』が一番異常で盛り上がったから、先輩の話は盛ってるどころか凄すごく抑え気味なんだよ」

「……僕、そろそろ語り部やめようかな」

　モブキャラにはモブキャラの人生もあると思ってこれまでやってきたけれど、この部にいるとその矜きよう持じも折れそうだ。僕、今後は変に出しゃばらず、「ここは音おと吹ぶき高校だよ」と言うだけのマシーンにでもなろうかな……。

　と、僕が落ち込んでいると、三角君が多少フォローしてくれた。

「とはいえ、変なこと沢たく山さんやっていても、それはあくまで寄り道であって、やっぱりｅスポーツ業界ではボクらもまだまだだからさ。ゲーム部は今後もどんどん精しよう進じんしていこうと思っているんだ」

「そ、そうなんだ……」

　結局一周回って、通常時は健全にゲームの腕うでを磨みがく部活らしい、ゲーム部。

　その事実に、僕がほっと胸を撫なで下ろしていると。

　ふと部室の奥で、加瀬先輩がなにやらゴソゴソと動いて居るのに気が付いた。こ、これは、なにか見覚えのある流れだが……。

「たしか、これって……）」

　僕が俄にわかに緊きん張ちようを募つのらせていると、手早く準備を終えた加瀬先輩はこちらを振ふり向き、携けい帯たいゲーム機を長テーブルの上で滑すべらせてくる。

「では、早さつ速そくやるぞ、雨野景太」

「（来た……！）」

　天道さんと三角君にも同じようにゲーム機を配布する加瀬先輩。恐おそる恐おそる自分の前のそれを手にとって画面を覗のぞき込む。と、加瀬先輩によって既にソフトは起動されており、そのタイトルは……。

「（あ、案の定、前回と全く同じヤツだよ……！）」

　前回の体験入部でもプレイしたＦＰＳ作品だった。……僕の胃が再び痛み始める。

　い、いや、別にこのゲーム自体が嫌きらいなわけじゃない。むしろ凄く楽しい、良いゲームだとも思う。携帯機ながら、戦場を駆かけ回る臨場感、操作性、グラフィック……その全すべてが凄すさまじくハイクオリティで。あれから数ヶ月経った今でもなお、携帯機におけるＦＰＳの「決定版」として、その地位がまるで揺ゆらいでいないことからも、このゲームの完成度が見てとれるだろう。

　だから、それを楽しく他人とプレイ出来る状じよう況きよう自体は、ゲーム好きとして素す直なおに嬉うれしい。嬉しいのだけど……。

「（どうしよう、あれから僕も成長したとか……そういうの、全くないんだけど！）」

　こういうイベントって、小説や漫まん画がじゃ、主人公が他で成長した後に起こるヤツなんじゃないの？　初期は主人公を見下していたキャラが、「お前、なかなかやるようになったな」的な軽いデレ方をしてくれるくだりを、楽しむイベントなんじゃないの？

　だけど、この僕がここ数ヶ月していたことと言えば……。

「（ぬるいゲームして、寝ねて、ソシャゲして、寝て、上原君と小こ競ぜり合いしては、寝て、複雑な人間関係に振り回されて、寝て、若じやつ干かんリア充じゆう感に酔よいしれてみたりして、寝て、ワカメと喧けん嘩かして、寝て、ギャルに絡からまれて、寝て、天道さんにうつつを抜かしまくっては、寝て、たまに思い出したようにぬるいゲームしては、また寝て……）」

　概おおむねそれの繰くり返しだ。これがゲームをテーマにしたラノベとかだったら「ゲームやれよ主人公」とレビューに書かれる勢いの日常だよ？

　そんな僕に、この、「前と同じ力試だめしだけど、だからこそ、前とは違ちがう自分を見せるべきイベント」を発生させてくるとか、あまりに酷ひどすぎないですか、神様。

　僕がゲーム機を手に持ったままカタカタと小動物の如ごとく震ふるえていると、天道さんがそんな僕を安心させるように微笑ほほえみかけてきてくれた。

「大だい丈じよう夫ぶよ、雨野君。前回とは、違うわ」

「い、いやいやいや！　修行パートとか壮そう絶ぜつな実戦経験積み重ねた後ならいざ知らず！　普ふ通つうに前回と同じ腕うで前まえですけど、僕！　いや、むしろ最近ポチポチゲーやクリッカーゲーに傾けい倒とうしていた分、ゲーム技能が劣れつ化かしたまでありますよコレ！」

　僕が必死でそう叫さけぶと……ゲーム部の面々は、なぜだか少し可笑しそうに顔を見合わせた。

「？」

　意味が分からずキョトンと首を傾かしげていると、次の瞬しゆん間かん、加瀬先輩が不意打ち気味に大きく告げる。

「では試合を開始する！　今回は俺と三角、天道と雨野チームに分かれて、ＣＰＵキャラ含ふくめて六対六のチームデスマッチだ！　始め！」

「え？　わ、わわっ！」

　問答無用で試合が開始され、戸と惑まどう間もなく僕は戦場へと放り出される。

　画面の中に広がるのは、荒こう廃はいした街の風景だった。剝むき出しのコンクリート壁へきに、割れたガラス窓、そして瓦が礫れきの山。

　それ自体はＦＰＳによくあるオーソドックスな戦場だというのに……僕は現在、酷く緊張していた。

　試合開始までのカウントダウンがあっという間に終わり、いよいよゲームが本格的に始まる。

　ＣＰＵの操作する味方陣じん営えいの兵士達が勢い良く駆け出していく。それをただぼんやりと見送ってしまう僕。

　と、突とつ然ぜんそんな兵士の一人が僕の前でくるりと振り返って来た。頭の上には「Ｐｌａｙｅｒ３」の表示。……どうやら天道さんの操る兵士らしい。

　一いつ瞬しゆん「早く行け」と促うながされているのかと思い、焦ったものの……次の瞬間、天道さんのキャラは突とつ如じよおふざけモーションたる「ブレイクダンス」を始めた。

「……へ？」

　僕は思わずゲーム画面から視線を上げ、天道さんを見る。彼女は画面から目を離はなして僕へ微笑み返しつつ、更さらにはボタンから指を離してグッと親指まで立ててみせてきた。

「え、ちょ……」

　戦せん闘とうは既すでに始まっているというのに……ガチゲーマーらしからぬ油断と無む駄だ動作。

　僕が心配していると、案の定、戦場に銃じゆう声せいが響ひびき渡わたり始め、レーダーから味方反応が二つ消える。こちらのＣＰＵキャラが早速二人、一方的にやられたようだ。……当然だ。主力たるプレイヤーがスタート地点で油売っているのだから。

　僕は慌あわてて自キャラを進行させつつ天道さんに声をかける。

「い、行かないと天道さん！　負けちゃいますよ！」

「あ、うん、そうかも」

「そうかもって！　うちのチームはどう考えたって天道さんが主力なんですから、もっと真しん剣けんに……」

　そうボヤきながら、僕のキャラが廃はい墟きよの入り口に差し掛かかったその刹せつ那なだった。

〈ポンッ！〉

「うわっ!?」

　どこか軽い爆ばく発はつ音と共に、白はく煙えんと赤いダメージ表現が画面に走る。

「（あぁっ、早速やられちゃったよ！）」

　このゲームは基本的にキャラの体力が低く設定されているため、軽い銃じゆう撃げきならまだしも、設置型の爆ばく発はつ物ぶつになんざ正面からかかった日にはまず助からない──ハズ、なのだが。

「あ、れ」

　不思議なことに、自キャラはまだ生きている様子だった。一瞬呆ほうけてしまうも、すぐに引き返して身を隠かくしつつ状況を確認する。と……。

「…………せ、設置型スモーク？」

　自分が爆発物に引っ掛かった地点には、現在、もくもくと白煙が立ちこめていた。……ただ、まあ、それだけ。

　い、いや、スモーク（煙えん幕まく）自体はＦＰＳでもちゃんと使いでのある装備だ。スナイパーから身を隠して戦場を移動したり、敵を牽けん制せいしたりと、様々な用よう途とがある。

　ただ……当然ながら殺傷能力はない。一応炸さく裂れつ時に申し訳程度のダメージはあるのだが、それだけだ。だからこの、「敵が引っ掛かるとスモークがたかれる」装備「設置型スモーク」は、その用途がイマイチ分からない装備……世に言う「ネタ武器」というヤツだった。当然オンライン対戦等では滅めつ多たに使用されない。なにせこの僕でさえ使用を躊躇ためらう程ほどに「ふざけた」武器なのだ。家族や友達と遊ぶ時ぐらいしか……。

　と、そこまで考えたところでハッとして顔を上げると、三角君がニヤニヤと僕を見ていた。

「ふふふ、どうかな、雨野君。面おも白しろかったでしょう？」

「三角君……！」

　まさか真ま面じ目めな彼がこんな戦い方をしてくるなんて。……いや、それ自体はありがたいけど、でも、こうなると気になるのは、ガチ勢もガチ勢たる加瀬先輩の反応だった。プレイヤー四人中二名がこの態度では、加瀬先輩がキレても仕方ない。

　僕が恐る恐る先輩の反応を窺うかがうと、彼は……画面に真剣に目を落としたまま、小さく呟つぶやいた。

「……ふ、もらった」

「あっ」

　途と端たん、天道さんが小さく悲鳴を上げる。どうやら加瀬先輩にやられたようだ。やはりいくら有能な天道さんでも、ＦＰＳにおいては未だ加瀬先輩の方が腕が立つらし──

「く、今のは私の狙ねらってたネズミさんですよ！」

「悪いな天道、早いモノ勝ちだ。……では次のキッチンで会おう！」

「いやいやいや、なんの勝負しているんですか二人とも!?」

　意味不明の会話内容に僕がギョッとして訊たずねると、天道さんは真剣に画面に目を落としたままで答えてきた。

「私と加瀬先輩は、今回個人的にマップの端はしをたまにウロチョロするネズミのハント数を競っているんです！」

「えっと、ネズミって、敵兵士に対する専門用語的表現とかじゃ……」

「勿もち論ろんガチネズミですよ！」

「ガチネズミ！」

　ガチネズミという単語を僕は生まれて初めて聞いた。

　天道さんは視線を真剣にゲーム画面に注いだまま続けて来る。

「ですから雨野君、今話しかけて邪じや魔ましないで下さい！……っと、あそこの味方ＣＰＵ邪魔ですね。……よし、フレンドリファイアーで、ターンっと」

　途端、敵チームに一ポイントが入る。……いやいやいや！

「『ターンっと』じゃないですよ天道さん！　可愛かわいいけど！　可愛いですけど！　この試合を邪魔しているのは天道さんじゃないですか！」

　僕が全力でツッコんでいると、今度は加瀬先輩が、どこか余よ裕ゆうの様子で画面から視線を上げ、僕を見つめてきた。

「ふ、心配するな雨野景太よ」

「か、加瀬先輩？」

　メガネをくいっと持ち上げて光らせつつ、不敵に告げる加瀬先輩。

「オレはこの試合既に……味方ＣＰＵを八回排はい除じよしているぞ！」

「メンタルが心配すぎます！　ネズミ狩かるために味方八回殺す人ってなんなんですか！」

　僕がツッコんでいると、天道さんが突如「くっ」と呻うめき、シリアスに呟く。

「……雨野君、見てて。私も……私も、負けじと味方をもっと殺やるから！」

「だからなんの勝負してんですかそこ！」

　ツッコミが追いつかなくてぜぇぜぇしてきた。……と、そこでようやく自分のゲーム操作が疎おろそかになっていたことに気付く僕。

　こんな無防備な状態ではとっっくに敵ＣＰＵにでもやられてしまっているだろうと画面を見てみると、そこに広がっていた光景は──

「雨野君の背中は……ボクが守る！」

　──自分の味方ＣＰＵを、僕を守るために次々と屠ほふり倒たおした三角君の姿だった！

「なんでだよ！　なんで敵の僕を全力で守ってんのさ、三角君！」

「……ふ……どうしてだろうね……敵とはいえ……やっぱり……友達だから……かな」

「なんて感動的な台詞せりふ！　流石さすが主人公属性だ！　でもゲームにまでその無駄に熱い友情論持ち出したら、僕らもう何も対戦して遊べないからね!?」

「雨野君……キミは……キミは、時に、友達とでも心を鬼おににして戦わなければいけない……そんな場面があると……そう、言うわけか……」

「とりあえずゲームの対戦時は概ねそうでしょうねぇ！」

「いいだろう……。……じゃあ、かかってこいよ、雨野君！　武器なんか捨てて……いやいっそ、ゲーム機なんか捨てて、生身でさぁ！」

「それはもうただのガチ喧けん嘩かだよ！　普通にゲームで対戦しようよ！」

「キミは……キミは、そんなにも友達と戦争がしたいというのか！」

「したいですねぇ！　ガチ喧嘩より、ゲームでの戦争を取って何が悪いのさ!?」

「仕方ないな……じゃあ、始めようか……『僕らと彼女のゲーム戦争』を！」

「うん、言い方！　いや状じよう況きよう的にはぴったりなんだけど、なんだろう、こう、その言い方だと色々気を遣つかうから！　内容は別ベクトルにも程があるとはいえ、大まかには扱あつかうジャンルが同じだけに、ちょっとデリケートな感漂ただようからっ、そのネタ！」

「……雨野君は時折意味が分からないね」

「今の三角君にだけは言われたくないっ！」

　そんなしょーもないやりとりを重ねながら、僕らは混こん沌とんとした対戦を続けていく。

　そうして、約十分後。

「お、終わった……」

　僕と天道さんチームの勝利というカタチで試合が終しゆう了りようしたものの……正直、そこに勝利の充じゆう足そく感めいたものは微み塵じんもなかった。実際、天道さんなんかは試合結果など一いつ顧こだにせず、ただただ疲ひ弊へいしきった様子で「ネズミが……足りない……」などと呟いていた。……知らない人が見たら確実にヤバい人だ。っていうか、彼氏たる僕でも、現在、ちょっと距きよ離りを取らせて頂きたい。怖こわい。

　一方、三角君は三角君で、仲間を散々殺しておきながら「ボクは……ボクは、後こう悔かいはしていないよ、雨野君！」などと笑っていた。やべぇ。こいつぁやべぇ。

　一応、加瀬先輩だけは相変わらず落ち着いたテンションだったものの、どこかキザったらしい振ふる舞まいで「ふ、ネズミ殺し、極めたな……」等と呟くその姿は、ある意味最も芯しんからイッちゃっている人に見えなくもなかった。

　と、そんな中、気付けば部室の奥では大磯先せん輩ぱいがなにやら大きめのモニターを準備していた。……再び僕の中に蘇よみがえる、前回の記き憶おく。

「（これは……格ゲーで僕一人だけがぬるいプレイをして、肩かた身みの狭せまい思いをする例の流れ……！）」

　じわりと額に汗あせが滲にじむ。僕は……ＦＰＳ同様、格ゲーだってその腕うで前まえはまるで上がっていない。それどころか、上原君と対戦したりするにつけ、自分の格ゲーセンスの無さを痛感したぐらいで。……自信を失った分、前回より更に弱い可能性まである。

　僕が冷や汗を搔かいている間にも準備は進み、気付けば無線コントローラーが僕、天道さん、三角君へと分配されていた。

　部室の奥に設置された大型モニターには、案の常、前回の体験入部時と全く同じ多人数乱らん闘とう系対戦ゲームの画面が映し出されている。

　大磯先輩が手早くメニュー選せん択たくを行っていく。ルールは乱闘の個人戦。これでは先程のＦＰＳと違ちがって誰だれかに頼たよることも出来ない（まあさっきも天道さんは頼れなかったけど）。

　そのまま、キャラクター選択画面へと移行する。皆みながカーソルを動かし始める中、最初に決めたのは大磯先輩だった。

「じゃ、あたし、ハンデと練習兼かねて、この一番苦手なキャラで」

　前回と全く同じ理り屈くつでキャラを選ぶ大磯先輩。相変わらずのゲーマー思考だ。

　続いて、天道さんや三角君がキャラを選択する。二人は大磯先輩と真逆で、所謂いわゆる「持ちキャラ」を選択したようだった。これはこれでまたゲーマー思考の一つだ。

　で僕はと言えば……。

「じゃあ……えっと、僕は、ランダムで」

　特に得意キャラも苦手キャラもなく、慢まん性せい的に下手で、それでいて優ゆう柔じゆう不ふ断だんなので、弟と対戦する時の常じよう套とう手しゆ段だん「ランダム」を、手て癖くせでほいほい選択してしまう。

　が──そこで、僕はハッとした。

「（やばいっ、これ、ゲーム部の皆みなさんに怒おこられるヤツだ！）」

　拘こだわりもなければ意気込みも感じられない、ある種最もいいかげんなキャラ選択方法。真しん剣けんにゲームに臨のぞむ人にとっては、これほど腹の立つこともないだろう。なんせ、ある種舐なめられているようにさえ取られても仕方ないやり口だ。実際そういう意図は全くないのだけれど、この行こう為いを以もつって「ゲームに真しん摯しじゃない」と言われれば反論は難しい。

　僕は恐おそる恐おそる大磯先輩の顔色を窺う。と、そこには……案の定若じやつ干かんムッとした先輩の姿があった。しかしそれも一いつ瞬しゆんのことで、彼女は次の瞬間、大きく息を吐はくと何か切り替かえるようにして、笑えみを僕に向けて来た。

「なるほど『ランダム』こそが、あんたの『持ちキャラ』ってわけだ」

　なんかすげー格好良く表現されてしまった。僕はあせあせと手を振る。

「い、いや、そんな大層なアレじゃないんで！　あの、でも、えと──」

「ほら、始まるよ、雨野景太」

「え、あ、は、はい！」

　言われて慌あわててモニターに視線を戻もどし、ゲームに勤いそしむ僕。

　そうして行われた第一戦の結果は……意外にも、僕が最下位ではなかった。

　天道さんが頭を搔きながら大磯先輩に向かって苦笑いを見せる。

「あはは……いや、ニーナ先輩に倣ならって私も苦手な投げ技中心で戦ってみたんですけど……慣れないことはするものじゃないですね」

「いやアンタじゃなくてもそのキャラで投げ技主体は無理ゲーだと思うけど、これ」

「で、ですよね……」

　モニターの中の惨さん憺たんたる戦績表示を見て、溜ため息いきを吐つく天道さん。僕が呆ぼう然ぜんと見つめていると、彼女は僕の方を見てチロッと舌を出してきた。可愛い。超ちよう可愛い、うちのカノジョ。

　と、そうこうしている間に二戦目のキャラ選択が始まる。

　僕は画面に視線を戻すと、今度はちゃんと選ばないとなと真剣に検討を始め──

「……え？」

　──たところで、大磯先輩がランダム選択にカーソルを合わせているのに気が付いた。

　驚おどろいて先輩を見ると、彼女はいつの間にか嚙かみ始めていたフーセンガムをぷくぅっと膨ふくらませつつ、僕を一瞬だけちらりと見て……無言で決定ボタンを押す。

　更さらには、それに続くように……三角君までもが、ランダムを選択した。彼は笑顔で僕の方を見る。

「たまには、こういう趣しゆ向こうも悪くないよね」

「三角君……」

「あ、じゃあ、私もっと」

　遂ついには天道さんまでもがランダムを選択してしまう。……こうなってしまっては、僕だけがキャラを選ぶわけにもいかない。

　皆が見守る中、僕は気き恥はずかしさでぽりぽりと頰ほおを搔きながら、ランダムを選択する。

　そうして、そのまま三戦ほど、全員がランダム選択での試合を続けた。

　大磯先輩はまだしも、三角君や天道さんは本当に持ちキャラ以外の腕うでを全く磨みがいていなかったらしい。おかげで、ゲームセンスがないとはいえ一応普ふ段だんからランダム対戦で平均的にキャラを使っている僕は、充じゆう分ぶん善戦させて貰もらえた。……まあそれでも三戦中二戦は最下位だったけどさ。惨ざん敗ぱいではないというか。

　そうして五戦目。遂に天道さんと三角君は「キャラに慣れている時間はない」と悟さとったのか、本来ガチプレイヤー的にはあまり好まないはずの「攻こう撃げきアイテム」を積極的に使い始めた。そうなると試合状況は混沌とし、流石の大磯先輩と言えど技術だけで乗り切るのは難しい局面が多々出て来る。こうなれば僕的にはしめたもので、三人が鎬しのぎを削けずる中若干距離を取っての攻撃を繰くり返した結果……。

「わ、一位だ」

　奇き跡せき的にも、大磯先輩を僅きん差さで抑おさえて一位を取ってしまった。

　天道さんが、我が事のように喜んで手をぱちぱちと叩たたく。

「わぁっ、凄すごいじゃないですか雨野君！　私でもニーナ先せん輩ぱいに勝ったことないのに！」

　それに、三角君まで乗る。

「流石だね雨野君。世界一取った直後のボクを対戦格かく闘とうで完かん封ぷうした経歴は伊達だてじゃないね」

「いやいやいや、今のは完全に運だから！」

　そう謙けん遜そんする僕に、遂には大磯先輩まで笑顔を向けてくる。

「雨野景太。運だろうが何だろうが、勝利は勝利よ。誇ほこりなさい」

「先輩……。……うん、今ちょっと感かん銘めい受けかけましたけど、やっぱり運は運だと思いますよ。喜びはすれど、誇ることではない気が……」

「そうかも」

「あ、そこは認めちゃうんですね！」

　相変わらず全く摑つかみ切れない先輩だった。でも、なぜだろう。相変わらず分からないのに、前回のような冷たさは感じないどころか、今や僕は彼女に親しみまで覚えてしまっていた。

　……いや、それはなにも、大磯先輩に限った話じゃない。

「おい、そろそろ時間がアレだぞ」

　加瀬先輩が時計を見て忠告してくる。大磯先輩はそれに「おっけ」と軽く返すと、ゲームの電源を切り、片付けを始めた。

「あ、手伝います」

　そう言って僕が腰こしを浮うかし掛かけるも、大磯先輩はそれを「いや、勝手分かっている人の方がいいから」と制し、代わりに天道さんと三角君、そして加瀬先輩に指示を飛ばした。

　四人が片付けに勤しむ中、僕は手持ち無ぶ沙さ汰たでぽつんとその様子を見守る。

　……前回とはまるで違う「温かさ」が、そこにはあった。

「（そっか……天道さんは、これを体験させたくて、強ごう引いんに僕を呼んだのか……）」

　確かにそれは、以前のゲーム部見学会では見られなかったものだった。

　僕みたいな駄だ目めゲーマーに心底理解を示し……そうして、今度はそれ相応の準備と心構えで僕を歓かん待たいしてくれたゲーム部。

　忙せわしく動く先輩達を眺ながめながら、僕は、改めてその心配りに感銘を受け、若干涙なみだぐみさえする。

　……と、いつの間にか部室の片付けは終わり、気が付けば、部室の奥で夕ゆう陽ひを背に立った四人が、温かい表情で僕を見つめていた。

　その改まった様子に僕がキョトンとしていると……天道さんが、代表するように一歩前に出て訊たずねて来る。

「それで……ど、どうだったかしら、雨野君。今日の体験入部は」

　少し緊きん張ちようした様子の天道さんに、僕はすぐに微笑ほほえみ返して応じる。

「勿もち論ろん、凄く楽しかったですよ！　僕のために、ここまでしてくれて……！」

　僕は勢い良く立ち上がると、ゲーム部の皆さんに腰から曲げて一礼をする。

「ありがとうございました！」

「いえいえ、そう、楽しんでくれたなら、なによりよ」

　顔を上げると、天道さんが……いや、他の面々も、どこか照れ臭くさそうに微笑ほほえんでくれていた。

　……この瞬間。

　前回の体験入部からこの方、ずっと僕らの間にあった……僅わずかな「しこり」が、夕陽に溶とけて消えていくのを感じた。

　その余よ韻いんを嚙み締しめるように少しの間があった後。

　天道さんが、穏おだやかな表情で口を開く。

「さて、雨野君。では、しつこいかもだけど、今一度だけ……訊ねさせてもらいます」

「はい」

　その言葉に、にこりと微笑み返す僕。

　室内にどこかくすぐったい空気が満ちる中。

　天道さんは一度咳せき払ばらいをすると、改めて、その質問を口にする。

「雨野君。私達と一いつ緒しよに、ゲーム部、やっていってくれませんか？」

　天道さんの強きよう烈れつな上うわ目め遣づかいが炸さく裂れつする。……僕の精神耐たい久きゆう力は、すっかりゼロだ。顔なんか真っ赤。目の前のカノジョに抱だきついてないのが奇跡というレベル。

　見れば、三角君も……加瀬先輩も大磯先せん輩ぱいも、皆が笑顔でニコニコと僕らを見守ってくれていた。こんな、なんの価値も無い男に……ありがたいにも程ほどがある。

　僕は、今一度、改めて、ゲーム部をぐるりと見み渡わたした。

　大好きなゲーム達に満たされた理想の空間。

　学校一の美少女であり、僕のカノジョたる天道さん。

　今や親友と呼んでも差し支つかえないぐらい大好きな三角君の笑顔。

　僕なんかのことを気に掛けてくれる優やさしい先輩達に、まだ見ぬ二人の女子後輩部員。

　そこには、僕が夢にまで見たリア充じゆう高校生活の全すべてが、見事に揃そろっていて。

　それらがもう、僕が「はい」と言うだけで手に入る状じよう況きようにあって。

　……そこはまさに「楽園」だ。

　理解者がいて、楽しいゲームがあって……僕、雨野景太にとっては本当の理想郷。

　だからこそ、僕は。

　目の前のこの……今や僕が最も愛する人であり、誰より尊敬するカノジョさんに。

　心からの笑顔で。

　確固たる決意を持って。

　その回答を、告げたのであった。




「いいえ、僕は結構です。ここには、僕の尊敬した『ゲーム部』は、ないみたいなので」




　　　　＊




「馬ば鹿かですか。馬鹿なのですか、ケータは」

「うっさいよ、そこのワカメ」

　見学会から約一時間後の夕暮れ時。前回と同じファミレスにて、これまた前回と同じように向き合う男女の姿があった。

　二人はこれまたいつものようにしばらくの間バチバチと視線を戦わせ合うも……しかし今回は珍めずらしくその抗こう争そうは長続きしなかった。

　僕が早々に折れたからである。

　へなへなと脱だつ力りよくしてテーブルに額を預けると、僕は頭を抱かかえて呻うめく。

「うー、うー…………やっぱり、これ、チアキから見ても選せん択たく肢し失敗してると思う？」

　ちらりと前まえ髪がみの隙すき間まからチアキの表情を窺うかがう。

　彼女は驚く程冷たい目で僕を見下ろしていた。

「いえいえ、失敗どころの話じゃないです。自分がこの恋れん愛あいシミュレーションゲームの制作者だったら、バッドエンド直行も辞さないレベルのネタ選択肢ですよ。『カノジョさんからの二度目の部活勧かん誘ゆうを笑顔で断わる』。……どういう神経しているんですか」

「そ、そう言うチアキだって、一度ゲーム部の誘さそいを断わっているじゃないか──」

　僕がそう反論すると、チアキは威い嚇かくするように僕の顔の前でタンッと紅茶のカップをソーサーに置いた。……正直ちょっとビビる僕。

「前回と今回じゃ状況がまるで違ちがうということは、ご理解頂けているでしょうか雨野氏」

「雨野氏……」

　おっとこれはガチの説教モードだ。僕はテーブルから顔を上げ、居住まいを正す。

　チアキがやれやれと大きく息を吐はきながら続けてきた。

「学園一の美少女が、特に面識のないチョロそうなオタク男子引っかけようとしてきた前回に関しては、まあ話の流れとして断わるオチもありでしょう」

「なんか色々オブラートに包め」

「ですが今回の状況……『勇気を出してもう一度だけ頑がん張ばって歩み寄ってきた、愛する可愛かわいいカノジョさんを、それでもバッサリ斬きる』というのは、最も早はやちょっとしたサイコパスの領域ですよ！」

「サイコパスって。まあ、天道さんに悪いことしたのは事実だけどさ」

　そこを指し摘てきされたら痛い。が、多少フォローは入れておく。

「勿論、直後に天道さんには事情を話して謝ったし、一応理解は得たんだよ？」

「そんなの、天道さんが『理解あるカノジョ』でいたいがために……実は内心ものすごぉく傷ついているのに話を合わせただけかもじゃないですか！」

「ぐ、そう言われたら反論のしようもないけど……」

　僕の目にはそういう風には見えなかったけど……「実は裏では」的理論を持ち出されるとどうしようもない。実際僕もそこがまだ若じやつ干かん不安で、こうしてチアキに相談持ちかけたわけだし。

　ただ、それでも、少しだけ納なつ得とくいかない部分はあり、

「……えーと、チアキの理り屈くつはもっともなんだけどさ」

「そりゃそうです。今や自分、天道さんとは同じ志を持つ間あいだ柄がらですからね！」

　なぜか鼻息荒あらくそう語る海かい藻そう女子。……こいつのどこに、天道さんとの共通点があるというのか。良く分からない。僕はそこも含ふくめて、改めて疑問を口にする。

「えーと、その……チアキは一体なんでこの話題にそんなに熱入っているの？　天道さんとそんなに親しかったっけ？」

「え、だ、だってそれは……」

　チアキはそこで少し視線を逸そらし、ぶつぶつと呟つぶやく。

「…………二度目の勧誘は、本はといえば自分が焚たきつけたようなものですしね……」

「え、このイベント、チアキが提案したの？」

「だから、なんで独り言を完全に聞ききとるんですかケータは！　今のなんて、絶対自分にしか聞こえないレベルの音量だったのですけどっ！」

「実は僕、最近軽く読どく唇しん術じゆつも嗜たしなみ始めました」

「どこに向かってるんですかこの主人公は！」

　チアキはなにやら意味不明なツッコミをした後、こほんと咳払いして仕切り直す。

「まあ、直接的な話じゃないのですけど……その、少し前に、勧誘を迷っている彼女の背を軽く押すようなことは言ってしまったと言いますか。その……『断わられたら断わられたで、それがケータという人間なんだから、問題ないのでは』みたいな……」

　その言葉に、僕は思わずキョトンと目を瞠みはる。

「え、じゃあチアキも天道さんも理解してくれてたんじゃん、僕の気質」

「あ、で、でも、それはあくまで、前回と同じ理由だった場合の話です。つまり、ゲームスタンスの違いでケータがもう一度断わるなら、それは、仕方ないですよ。だけど……」

　チアキはそこで僕を強く睨にらみつけてくる。

「ゲームスタンス部分で大きく譲じよう歩ほしてきてくれたゲーム部の皆みなさんを切り捨てるのは、全然話が違います」

「……まあ、そう、だね。確かに……全然、違う、話だよね」

　それは僕自身認めるところだ。僕は脇わきに置いてあった冷めかけのコーヒーを手に取ると、それをゆっくりと口に運んで間をとった。

　その間も、チアキは変わらず強く僕を睨み続ける。……どうやら、本当に天道さんのことを考えてくれているらしい。

「（……なんか……嬉うれしいな）」

　その怒いかりを向けられている対象は自分だというのに、僕は、チアキが天道さんのために怒おこってくれていることが、妙みように嬉しかった。

　でも、だからこそ……こちらもテキトーな話で誤ご魔ま化かすわけにはいかない。

　僕はコーヒーを飲みながら少し自分の中で考えを纏まとめた後、改めてチアキの瞳ひとみを見つめ返した。

「確かに、チアキの言う通り、今回と前回の入部拒きよ否ひ理由は全然違う。だけど一方で、その根本にある思いは、僕の中ではやっぱり同じだよ」

「どういうことですか？」

「前回僕は、僕のゲームスタンスを守りたくて、入部を断わらせてもらったけどさ」

「はい、自分もそうでした」

　チアキが頷うなずく。流石さすが同じ感性、そこに関して疑問はないらしい。

　でも、だったら、きっと今回のことも分かってもらえるはずだ。

　僕は胸を張って、自分の論理を主張する。

「今回僕は、ゲーム部のゲームスタンスを尊重したいからこそ、入部を断わらせてもらったんだ」

「…………」

　チアキが無言で僕の目を覗のぞき込んでくる。……即そく座ざに納得した様子でもないけど、しかし、先程までのような明確な敵意も感じられなかった。

　僕は微び笑しようを浮うかべて続ける。

「いや、ゲーム部の皆さんが僕のために配はい慮りよしてくれたことは、涙なみだが出る程に嬉しかったんだよ？　本当に。これが部活動じゃなくてただの友達関係の話だったなら、僕は喜んでその輪に加わらせて貰もらったと思う。……だけど、これは、そうじゃ、ないから」

　僕は自らのコーヒーカップを、ソーサーの上にゆっくりと丁てい寧ねいに置くと、少し時間をかけて言葉を探した。

「なんだろうな……うん。今日の見学会が僕にとって凄すごく居い心地ごこち良くて楽しかったのは事実だよ。そもそも天道さんと楽しくゲームが出来る時点で、今の僕にとっては天国だしね。それに先輩達だって、別に凄く無理をして僕に合わせてくれていたわけでも、ないと思うんだ。うん……本当に……何度思い返してみても、前回とはまるで違う……温かくて、楽しくて、とても気持ちの良い部活風景だったと思う」

「だ、だったらどうして……」

　怪け訝げんそうに首を傾かしげるチアキ。

　しかし僕は……それに……。

「でもしょうがないよ。なんせ僕の目には、そんな、僕に合わせてくれたゆるふわな部活風景よりもさ……」

　笑え顔がおで、応こたえる。




「『雨野景太のいないガチなゲーム部風景』の方が──そこで遠えん慮りよせず切せつ磋さ琢たく磨ましていた天道さん達の方が、ずっとずっとキラキラ輝かがやいていたように、見えちゃったんだから」




「…………ケータ……」

　途と端たん、これまでの態度を一変、憐あわれむような表情を見せてくるチアキ。

　それはそれで困るので、僕はあせあせとフォローする。

「も、勿もち論ろん、だからってゆるいゲーム同好会を批判しているわけじゃないんだよ!?　なんていうんだろうな……そう、コーヒーとミルクみたいなものかな」

　僕は自分のコーヒーカップを持ち上げて説明する。

「二つを混ぜたカフェオレはとても美味おいしいけどさ。だからといって、カフェオレが、イコールでミルクやブラックコーヒーの上位互ご換かんとは、ならないでしょ？」

「……ふむふむ。つまり、ゲーム部はブラックコーヒーとして、ゲーム同好会はミルクとして、無理に混ぜ合わせずそれぞれに活動すればいいと、そういう話ですか？」

「そ、そうそう！」

　自分の喩たとえが上手うまく伝わった充じゆう足そく感で僕がすっかり満たされていると、しかしすぐにチアキが余計なことを言ってくる。

「でも自分、そのラインナップの中じゃカフェオレが一番好きですけどね」

「あ、まあ僕も基本はカフェオレが一番好きかな、この中じゃ」

「…………」

「…………」

　……正面から向けられるチアキのジト目。……僕の額に汗あせが滲にじみ出す。…………。

「……ち、チアキ、歪神ゆがみ転生どこまでいった？」

「いっそ潔いさぎよい逃にげ方ですねケータ！　はぁ。……ま、いいですけど。そういう、微び妙みように詰つめ切れていない部分までケータらしくて……」

　そこでチアキは、突とつ然ぜん、僕に向かってどこか嬉しそうに、はにかんだ。

「自分、ちょっと安心しましたです。ふふっ」

「っ」

　彼女のそんな表情を見るのは、いつも喧けん嘩かばかりの僕からしたらとても稀まれで……。

「（……やばい。今、不覚にも僕……少し、チアキを可愛いと思ってしまった！）」

　天道さんというカノジョがいるのに、ワカメにうつつを抜ぬかすとは何事か！

　僕は邪じや念ねんを祓はらうべく慌あわててテーブルへとおでこを打ち付ける。チアキや通り掛かかった店員さんがギョッと注目してきて大層恥はずかしかったものの……これは一いつ瞬しゆんでも天使族のカノジョをさしおいて海藻類に目を奪うばわれたド変態への罰ばつだ。甘んじて受けよう。

　赤くなったおでこをさすりながら涙目で顔を上げる。と、チアキは軽く苦く笑しようしつつも、この奇き行こうに関しては何も触ふれず、先さき程ほどの雑談に乗ってきてくれた。

「歪神転生は、いよいよ、どの派は閥ばつにつくかの最終選せん択たく場面まで来ましたよ。ケータも同じぐらいですよね？」

「あ、うん、まあ」

「そもそも、それが話したくて今日はケータを呼びだしたわけで。……なのに、なんか期せずして妙なゲーム部勧かん誘ゆうの顚てん末まつを聞くことになってしまい……」

「ご、ごめんねチアキ、長々と。えっと、それで、チアキは結局……」

「あ、その前に」

　チアキは僕の質問を遮さえぎると、こちらにマイクを向けるような仕種とともに、どこか悪戯いたずらっぽい笑顔で訊たずねてきた。

「ケータの最終的な答えを先に聞かせてくださいです。ミルクもブラックコーヒーもそれぞれに尊重するらしい、雨野景太大先生の、答えを」

「僕？……ははっ、馬ば鹿かだなぁ、チアキは。僕の答えなんて……そんなの、当然一つに決まっているじゃないか」

「ほほう、つまりそれは、なんでしょう？」

　もう分かっているだろうに、興味深げにエアマイクを傾かたむけてくるチアキ。

　僕はそれに対し……。

「『ニュートラル』だよ」

　即座にそう答える。と、チアキはどこか意地悪な顔で追つい及きゆうしてきた。

「おやおや、やはり無難だからですか？　それとも、偏かたよった『秩ちつ序じよ』と『混こん沌とん』、そのどちらも嫌きらいだからですかね？」

「ううん、違ちがうよ。むしろ……」

　僕はチアキに微笑み返すと。

　少し照れながらも……それでも、以前とは違い、その心に確固たる信念を持って。

　問いに、応えたのだった。




「どちらも、大好きだからこそ、かな」








【ゲーマーズと痛つう恨こんの一いち撃げき】







上うえ原はら祐たすく






「確かに、『どちらも大好き』とかって理り屈くつを女にも適用しそうだよな、雨あま野のって」

　放課後の高級住宅街。

　俺は白い邸てい宅たく達の外がい壁へきが夕陽で赤く染め上げられるのを眺ながめながら、ぼんやりとそんなことを呟つぶやいた。

　と、途端に俺の隣となりを歩いていた女……天てん道どうが前方へと回り込み、俺の顔を覗き込むようにして必死に訊ねて来る。

「や、やはりハーレムワナビ・上原君もそう思いますか！」

「誰だれがハーレムワナビだ、誰が」

　即座に抗こう議ぎするも、全く聞いちゃいない金きん髪ぱつ女子。

　彼女はくるりと前を向くと、今度は顎あごに拳こぶしを当てて真しん剣けんに思考しだした。

「そうですよね。雨野君って優やさしすぎて逆にそういうとこありそうですよね。生きつ粋すいのゲスの極きわみたる浮うわ気き男・上原君からお墨すみ付つきを貰うんでしたら、間違いないですよね」

「お、お前なぁ……」

　流石に苛いら立だった俺は、声に軽くドスを利きかせるも、しかし天道花か憐れんは一向に気付く気配もない。それどころか彼女、今度は一人、ぐぬぬと頭まで抱かかえ始めた。

「どちらも大好きだからこそ、どちらも尊重する……。……その理屈、とても雨野君らしくて好きですけど！　その筋の通し方、色々思い出して今日またちょっとキュンと来ちゃいましたけど！　でもこんなに魅み力りよく的すぎてはやはり少し困るといいますか──」

「…………」

「っと、今なんかスッと気配消して立ち去ろうとしませんでしたか、上原君」

「……ちっ」

　目ざとく俺のブレザーの端はしを摑つかんでくる彼氏馬鹿女。……基本俺を「いないもの」として扱あつかう癖くせに、「愚ぐ痴ち相手」や「荷物持ち」としての労働はきっちり強要してくる。

「（ああ、これ、あれだ。世が世なら『奴ど隷れい』って呼ばれる類たぐいの扱いだ）」

　俺は思わず空を仰あおいだ。太陽が燃えるように赤い。

「（変に放課後教室に残っちまってたのが、いけなかったのかなぁ……）」

　思えば……友達との駄だ弁べり会解散時間が、いつか聞いたゲーム部の活動の大凡おおよその終しゆう了りよう時間帯と微妙にかぶっていたのに気付いた時点で、若じやつ干かんいやな予感はしていたんだ。

　で、なんとなく恐おそる恐おそる玄げん関かんに向かってみれば、案の定……なにやら露ろ骨こつに落ち込んだ様子で溜ため息いきをつく天道に出くわしてしまったわけで。

「（星ほしノ守もりを応おう援えんすると決めた以上、あんまり関かかわりたくなかったんだけどな……天道）」

　そうは思いながらも、普ふ通つうに同好会仲間として……友達として、流石さすがに、見るからに落ち込んでいる人間を無視して去るわけにもいかないわけで。

　半ば義務的に「よ、よぉ天道、お前も今帰りか？」なぁーんて声をかけたが最後。

　折角なので途と中ちゆうまで一いつ緒しよに「徒歩で」帰りましょうからの、今日の部活勧誘に関する顚末語り、そして殆ほとんど惚のろ気け話と大差ない「魅力的すぎる彼氏を持つ者」の不安語りへの直行コースだった。そりゃ折を見て逃げたくもなるってもんだが……亜あ玖ぐ璃りならいざ知らず、この女は腐くさっても天下の天道花憐。隙すきをついても逃げられるような相手じゃなかった。

「（ちょっとした魔ま王おうかよ）」

　辟へき易えきしながらも、天道の徒歩帰宅に付き合うこと既すでに十数分。

　現在は人もまばらな高級住宅街に入ったからまだいいが、数分前に繁はん華か街がいの中を抜けた時などは大層居い心地ごこちの悪い思いをさせられた。

「（……ったく、これ、変な噂うわさ流れなきゃいいが……）」

　ゲーム同好会活動みたいに集団で駄弁っていれば何も問題ないのだろうが、男女二人きりで並んで帰宅っつうのは、なかなかの光景だ。少なくとも俺は、高校生の男女が二人で歩いてれば、そりゃ普通にカップルだろうなとは思うわけで。

「（また相手が相手だしな……）」

　俺は今日の放課後に初めて、すれ違う人すれ違う人が全員自分達を振ふり返るという経験をした。そのうちタ○リさんでも出て来るんじゃないかってぐらい、奇き妙みような世界である。しかも、その目はまず天道をひとしきり鑑かん賞しようした後、当然隣の男に向くわけで……。

「（いつも雨野には偉えらそうなこと言ってるけど……確かにコレはやばいな）」

　ちょっと想像以上のストレスだった。まさか他者からの「値ね踏ぶみ」がここまでキツイとは。そういう意味じゃ、ただ単純に憧あこがれられる天道自身より、「その隣にいる」ということの方がよっぽど辛つらいかもしれない。

　と、そうこうしている間にも、井い戸ど端ばた会かい議ぎ中のおばちゃん達の横を抜けることになってしまった。脇わきを抜ける際に微かすかに聞こえてきた言葉「男の子の方はちょっと軽そうね」に若干凹へこむ。

　……ま、まぁ、気にしたわけじゃねぇけど、なんとはなしにピンと背筋を伸のばす。と、それを見た天道が心底冷たい目で言い放ってきた。

「上原君、今日ちょっとソワソワしすぎじゃないですか。気持ち悪い」

「ぐ!?」

　と、気付けば天道がすっかり俺に呆あきれている。俺は「そ、そうは言ってもよぉ……」とキョロキョロしながら情けなく反発するも、更さらに天道はこれみよがしに溜息を吐ついてきた。

「上原君は、もっと色々『慣れた』人だと思っていました」

「なんだよ『慣れた』人って。たとえカノジョ持ちで友達多くたって、こんな注目の浴び方への耐たい性せいなんざつかねぇっつの」

「そうですか？　でも雨野君は……最近、私と二人でも楽しそうに笑ってくれますよ？」

「そ、そうなのか？……そうか。……あの、雨野が……」

　それを聞いた途と端たん、なぜだか俺の胸にジーンと来るモノがあった。

「（あの雨野が……人に喋しやべりかけられる度にぐっしょり汗あせをかき、発言のほぼ全すべてで嚙かみ、学校ではソシャゲして幸せそうにしてた雨野が……今じゃ、天下の天道花憐に笑いかけてあげられる程の器になっていたなんて……）」

　やべぇ、息子むすこが一人立ちする時ってこんな気分なんだろうか。なんか、今俺、雨野に「大きくなったな」と肩かたに手を置いてやりたい。父として。父じゃないけど。

　しかし実際問題、雨野の成長は著いちじるしい。勿もち論ろん、俺なんかとは天道に対する気持ちの入れ方というか、臨のぞむ覚かく悟ごに違いがあるんだと思うが。だとしても、ここまで急速に他人とコミュニケーションがとれるようになったのは、やはり偏ひとえに……。

「やっぱり亜玖璃さん……ですかね？」

「っ」

　突とつ然ぜん天道にそう声をかけられ、びくっと反応する俺。

　天道は俺の隣を歩きながらも、どこか取り繕つくろったように微笑ほほえみ返してきた。……どうやら、彼女側としても今日はこれが「本題」らしい。

「感謝、しないといけませんね、亜玖璃さんには。おかげで私は雨野君と、楽しく過ごすことが出来ているのですから」

「そう、かもな」

　少し複雑な想おもいを抱いだきながらもそこは認める俺。

　俺は少し間をおいた後、更にその先を続けた。

「まあ、少し変わったっつうのは、亜玖璃側にも言えることかもだけどな」

「？　どういうことですか？」

　鞄かばんを両手でスカートの前で持ちながら小首を傾かしげてくる美少女。……この浮うき世よ離ばなれ感、ホント、ギャルゲーの下校シーンでもやっている気分になるな……。

　俺はこほんと咳せき払ばらいしてから続けた。

「亜玖璃はさ、前は……なんつうか、俺の趣しゆ味みに合わせるために、必要以上にギャルギャルしく振る舞まってたとこあってな」

「ああ、上原君がギャル好きって確かに凄すごくしっくりくる設定ですね」

　サラリとそんな感想を漏もらす天道に、俺は頰ほおをひくつかせる。

「いや、お前ら女性陣じんの俺に対する評価本当になんなの？　俺が何したっての？」

「ほら……またそうやって、上原君が『ナニ』した話を私にさせようなんていうセクハラをすぐ繰くり出して！　ホント最低ですね貴方あなた！」

「…………」

　あまりの理り不ふ尽じんさに俺はほとほと呆れ果て、ただぼんやりとこの金髪ド天然女を眺めてしまう。と、天道はなぜかハッとした様子で自らの膝ひざ頭がしらや制服の胸むな元もとを隠かくしてきた。

「こ、今度は黙だまって視し姦かんですか！　どこまで堕おちれば気が済むのですかっ、上原君！」

「どうあがいても軽けい蔑べつ」

　最も早はや某ぼうホラーゲーのキャッチコピーオマージュが飛び出す程度には絶望する俺。

　なんだこれ。喋っても評価下がるし、黙ってても勝手に評価下がるってなんなの？　好感度パラメーターに毒効果でも食らってんのかよ、俺。

　と、そこで流石に天道も好き勝手言い過ぎたと反省したのか、こほんと咳払いして話を戻もどしてきた。

「そ、それで、なんでしたっけ。えと……確か、上原君が、すぐ誰とでも寝ねる尻しり軽がる女好きって話でしたっけ？」

「直近の会話内容をよくそこまでねじ曲げられるな！　逆に感心するわ！」

「すいません間違えました。上原君自身が尻軽って話でしたね」

「まだ間違ってるわ！　俺が、ギャル好きだと亜玖璃に思われてたっつう話だよ！」

「え、なんですかそれ、全然違ちがう話じゃないですか」

「だから全然違ちげぇ話なんだよ！　っつうか、なんでお前が不服そうなんだよ！」

「……ふぅ、やれやれ、それがどうして『尻軽女』なんて下品な単語が出て来る話になるのですか、上原君……」

「え、それ俺に訊きいてんの!?　なぁそれ、俺に訊いてんの!?」

「……上原君と喋っていると、私時折、迷路に迷いこんだ気分になりますよ」

「同感だよ！　そこだけは俺も激しく同感だよ！」

　期せずして二人の気持ちが完全に一いつ致ちしたところで、改めて、今一度、話を戻す。

「とにかく、亜玖璃が最近は過か剰じようにギャルっぽく振る舞うのを止めたっつう話をしたかったんだよ、俺は。なんだろ……元来の真ま面じ目めな部分と良い塩あん梅ばいに馴な染じんだつうの？」

「ふむ。それが、雨野君による影えい響きようだと？」

　不思議そうに訊たずねて来る天道。俺はそれに苦笑いで返す。

「雨野って、いい意味でも悪い意味でも、人の心をざわつかせるとこあるだろう？」

「ありますね」

　即そく答とうする天道。まあお前が世界で一番雨野にざわつかされているもんな……。

「そんなヤツと長いこと恋れん愛あい相談なんかしてたら、そりゃ表面的なキャラでの応対だけじゃ済まない……どうしたって、本音主体の会話にはなるわけで」

「ああ……それはそうかもですね。なるほど、それで素すの亜玖璃さんが外面に出る機会が増えて、今に繫つながっていると」

　なにやら納なつ得とくしたように顎へ指を当てて頷うなずく天道。亜玖璃と違って、所作が一々頭良さそうだ。……まあ、かわいげがない、とも言う。

　しばらくは無言で二人、それぞれに思いを巡めぐらしながら人ひと気けの少ない閑かん静せいな住宅街の中を行く。

　……亜玖璃によって大きく影響を受け、どんどん成長していく雨野。そして、そんな雨野に触しよく発はつされて、更に一歩大人への階段を昇のぼり始めた亜玖璃。

　そんな二人の関係性を客観的に想い描えがいた時、俺達の中に出て来る言葉は、ただ一つ。

『…………』

　……俺と天道はそこでふと目を合わせると……二人、示し合わせたように声をぴったりと重ねて────叫さけんだ。




『なんて理想的なカップルだよ（ですか）！』




　互たがいを心から信しん頼らいし、時にじゃれあい、時にぶつかりあいながらも、互いを人として大きく成長させあう間あいだ柄がら。

　これを理想的なカップルと言わずして、なんと言うのか！

　俺達は人目がないのをいいことに、普ふ段だんの余よ裕ゆうぶった高潔な態度はどこへやら、互いに本気で口くち汚ぎたなく罵ののしり合い始めた！

「それもこれも、カノジョさんをきちんと捕つかまえておかない上原君が全ての元げん凶きようなんじゃないですか！」

「その言葉、そっくりそのまま……どころか十倍にしてお前に返すよ！　天道花憐の、彼氏を全く操縦出来てない感は異常だろう！　今日も部活勧かん誘ゆう断わられやがったし！」

「ぐ……！　そ、それはそうですが……！　で、でも、貴方達カップルはもう半年以上も付き合っていたんじゃないんですか!?　それでまだその距きよ離り感って……イマドキの高校生として不ふ甲が斐いないにも程ほどがあるのでは!?」

「ぐ……！　お、俺は、ちゃんと相手の様子を窺うかがって距離の詰つめ方を見ているわけであってだなぁ……」

「それをヘタレって言うんじゃないでしょうかね」

「てめぇ……！　じゃあ訊くが、そちらさんは雨野と恋こい人びとになってから明確な『進展』らしきものはあったんですかねぇ!?」

「うぐ……！　い、一いつ緒しよにゲームしたりは結構……」

「一緒にゲーム！　はんっ、だったら俺と雨野の方がまだ回数してるわ！」

「あ、貴方やっぱり、雨野君もそういう目で……」

「やっぱりってなんだよやっぱりって！　そういうことじゃなくて！　お前が雨野としていることは、全然、交際レベルじゃねえって話をしてんの！」

「じゃあ貴方は亜玖璃さんとこの半年、具体的にナニをしたのですか、ナニを！」

「な、なんか微び妙みように卑ひ猥わいなニュアンス含ふくんでねぇか、その『ナニ』の発音！　い、いやまあ、何したって……その……。……一緒に放課後ゲーセンで遊んだりとか……」

「…………」

「……言うな。わ、悪かったよ。俺が悪かった。ああ、そうですよ！　正直　こっちも全然『お友達』レベルですよ！　チクショウめ！」

　俺が激しく地じ団だん駄だを踏ふんでいると、天道はなにやら激しく疲ひ弊へいした様子で肩を落とす。

「……というか、やめましょうもう、この、不毛な戦争。ただでさえ瀕ひん死し状態の者同士が、みっともなく互いの精神力削けずり合っているだけですよコレ」

「……だな」

　二人顔を見合わせ、大きく溜ため息いきをつき、とぼとぼと帰宅を再開する。

　そうして十秒程黙って歩いたところで、天道が改めて切り出して来た。

「……実際問題、私は本気で雨野君と亜玖璃さんの『浮うわ気き』を疑っているわけじゃ、ないんですよ」

「ああ……分かる」

　それはその通りだ。あの二人がそういう「裏切り」を良しとするようなヤツらじゃないことは、俺達が一番良く知っている。だが……。

　天道が続けて来る。

「でも……じゃあ果たして、雨野君と亜玖璃さんの間にあるもの以上の『何か』が、私と雨野君の間にあるのかと考えると……」

「ああ……それも、分かる」

　俺と天道は思わず項うな垂だれる。…………もう、いい加減、ハッキリ、言おう。




「──俺達が疑っているのは『浮気』じゃない。『敗北』だ。そうだろう？」




「…………」

　天道の表情が苦々しく歪ゆがむ。しかしそれでも彼女は、こくりと、小さく、俺に頷いて返してきた。華きや奢しやな手がぎゅうっと鞄の持ち手を握にぎっている。

　俺もまた胸に凄すさまじい圧あつ迫ぱくを感じながらも、僅わずかな光に縋すがって会話を続けた。

「とはいえ、俺達にも少し悲観しすぎなきらいがあるがな」

「というと？」

「恋人とはしないけど、友達とはすること、なんていくらでもあるだろうって話だ」

「ああ、私で言うところの『雨野君の魅み力りよく語り・特盛り二時間スペシャル』とかですか」

「それは友達にもやめて差し上げろ」

　相変わらずのバカップルぶりに辟へき易えきしながらも、俺は続ける。

「まあでもそういうことだ。実際あいつらの『恋愛相談』なんてその極きよく致ちだろう？　恋人当人を相手にすることでもないっていうか」

「私は雨野君になんでも話して貰もらいたいですけど……」

「そりゃそうだが……。……そうだな。たとえば、雨野が天道にあげるサプライズプレゼントを迷ったりした時なんかは、絶対、お前当人に相談出来ないだろ？」

「あ、それはそうかもですね。まあプレゼントというなら、私はいつだって雨野君本人を求めてますが」

「お前時折サラリととんでもねぇな」

「？」

　特段恥はずかしいことを言ったという自覚もなさそうに小首を傾げる天道花憐。……こ、こいつの愛、若干重ぇなおい！　男側の貞てい操そうが心配になる経験なんて俺、初めてだわ。

　俺はこほんと咳払いして話を再開する。

「つまり俺が言いたいのは、俺達は、何もあいつらと同じ土俵で戦いを挑いどむこたぁねぇっつうことでな。俺達には俺達なりのやり方、逆転方法があるだろって話で」

「ど、どういうことですか？　く、くく、詳くわしく！」

「あ、ああ……って、あれ、もうここ、お前の家じゃね？」

　気付けば俺達は「天道」と表札に書かれた家の前まで来ていた。中々立派な家だ。

　が、天道はそんなのお構いなしといった様子で前のめりに訊ねて来る。

「そんなのいいですから！　逆転方法について、詳しく！　ＫＷＳＫ！」

「お、おう……」

　天道のあまりの勢いに引き、俺は少し冷静になって考え直した。

「（おいおい、今、俺はどうして、天道にアドバイスするような状じよう況きようになってんだ？　星ノ守の味方をするって決めたんじゃなかったっけか？）」

　それが、気付けば、つい、その時その場の会話相手の「味方」についてしまっている。

「（……こういうところが俺の八方美人で悪いところなのだろうか……）」

　そう思わず反省してしまうものの、一方で、じゃあここで天道を冷たくあしらうのが正解だったのかというと、それも違う気はしている。

「（ああ、謂いわば格ゲーみたいなもんだな。対戦時に手を抜ぬいたりは絶対しないが、対戦後に互いのどこが良くてどこが悪かったかの検討会を持ちかけられたら、それは喜んで引き受けるのと同じで）」

　今でも天道の「味方」になる気はサラサラない。無条件で応おう援えんするのはやはり星ノ守と雨野のカップリングだ。

　だが、だからといって「互いを高める」ためのチャンスまで、棒に振ふる気はない。

「（俺は星ノ守の味方である以前に……まず、亜玖璃の彼氏だしな）」

　そう自分の中で区切りをつけて、俺は……天道に向き直る。

「『恋人』として『友達』とは一線を画す方法。んなもん、たった一つしかねぇだろ？」

「そ、それは……」

　ごくりと唾つばを飲み込む天道。……もう、ここまで来たら引き返せない。

「（ええい、ままよ！）」

　俺は自分自身に勢いをつけるためにも、あえてこの考えを──「カレシ・カノジョとしての一発逆転方法」を、他人と共有することに決めたのだった。




「────既き成せい事じ実じつを、作るっきゃ、ないだろう」





雨野景けい太た






　風ふ呂ろ上あがりの火ほ照てった身体からだも、そのままではすぐに肌はだ寒ざむさを覚えるようになった、とある秋の夜。

「だ、ダブルデートですか？」

『ええ。どうかしら？』

　未まだ乾かわききってない髪かみをヘッドセットでぺたりと押さえつけつつぽかんと訊たずねる僕に、天道さんはモニターの中においても尚なお色いろ褪あせないその天使の如ごとき微び笑しようを向けて来た。

　僕は首にかけたバスタオルで意味も無く側頭部をわさわさ拭ふきながら、思わず視線を泳がせる。

「どうかしらって……。……えっと、それは、えーと……えーと……」

　頭も舌もうまく回らず、言葉が出て来ない。……そもそも、今日は実にイレギュラーな夜間のテレビ通話ということで、モニターの中の天道さんがパジャマ姿な時点でドギマギしっぱなしなのだ。

　そこに加えての、この「ダブルデート」とかいう、僕の人生に関わって来るとは微み塵じんも思わなかった単語の出現である。……ひきオタぼっちがこれで動どう揺ようするなという方が無理である。

　が、僕のそんな性質はカノジョさんともなれば百も承知らしく、天道さんは構わず説明を続けてきた。

『ダブルデートって言うと、何だか凄すごく畏かしこまっちゃいますけど。要は、上原君と亜玖璃さんもお誘さそいして、四人でお出かけしましょうってお誘いです』

「そう言われると、まあ、いつものゲーム同好会の延長っぽいですけど……」

　チアキが面子めんつにいないだけで、やっていることは大差ない。だが、なんだろう……この、僕の背筋にぞわぞわ来るむず痒がゆさは。

　僕は少し迷った後……やはり素直にこの気持ちを天道さんには吐と露ろすることにした。

「で、でも、ダブルデートって……。……そんな洒落しやら臭くさいことする人種は、基本、全員肥こえ溜だめに落ちればいいと思いません？」

『思いませんが！』

　僕の偏かたよった思想に天道さんが激しくツッコんでくる。……いや、まあ、分かる。分かるけど……でもこの感性ばかりは、僕もそう簡単に譲ゆずれない。

「いや、そもそもカレシとかカノジョ持ちの時点で『けっ、リア充じゆう野や郎ろうが』『爆ばく発はつしろや』とは思いますけど、それでも、まあ、二人の人ひと柄がらとかによってはまだ、なんとか許せるじゃないですか」

『いやそもそも私は世のカップルにそんな悪意を抱いだいたこと自体ありませんが！』

「でも、ダブルデートなんてする人達は……これはもういよいよ、最も早はや人柄なんざ関係ないレベルで、肥溜め行き待ったなしじゃないですか」

『雨野君が何を言っているのか、私にはまるで分からないのですが！』

「要は、僕らにとって、ダブルデートなんてイベントは重罪も重罪ということですよ」

『僕らって誰だれなのですか！　貴方あなた既すでに一応カノジョ持ちじゃないですか！』

「……それでも……それでも！　踏み越こえてはいけない一線って、あると思うんです！」

『なんですかその部活勧かん誘ゆう拒きよ否ひ時を思わせる程ほどに、強い意志を宿した瞳ひとみ！　不本意ながら、ちょっとドキドキしてしまう私がいますよ！　イケメンですね、雨野君って！』

「て、天道さん……」

『雨野君……』

　二人の間に甘いムードが立ちこめる。僕は「ふっ」と笑うと、「それでは」とニヒルに言い放って通話切断ボタンを──

『それでいつにしますか、ダブルデート』

「ちぃっ！」

　天道さん相手なのに思わず舌打ちの飛び出す僕。天道さんは半ば呆あきれていた。

『だ、ダブルデートの何がそんなに気に食わないのですか、貴方は』

「いや……その……。まあ冗じよう談だん抜ぬきにして……気き恥はずかしさがハンパないです」

　頰ほおをぽりぽり搔かきながらそう素直に言うと、天道さんも少しだけ頰を赤らめた。

『ま、あぁ、私も『ダブルデート』という言葉の響ひびきに照れがないと言えば噓うそになりますよ。いっそのこと、普ふ通つうのデートより、何か高次元なニュアンスはありますよね』

「そ、そうなんですよ！　下手すると結けつ婚こんとか出産とかよりも更さらに遥はるかなる高みにありますよ、ダブルデート！」

『いやそこまででは絶対ないですが。ええと……でもじゃあ……雨野君は、断固として、ダブルデートはお断わりということですか？』

「…………」

　天道さんからの改めての問い掛かけに、僕は思わず視線を逸そらす。……そりゃ、天道さんの希望には、男として応こたえたい。応えたいがしかし、やはり、僕には僕の譲れないものがある。ゲーム部勧かん誘ゆうを断わったのと同じように、ここは、断固として強い意志で──。

　──と、ふと見ると、画面の中では天道さんが……うるうるとした上うわ目め遣づかいで、こちらを見つめてきていた。




『……どうしても……ダメ？』




　凶きよう悪あくな可愛かわいらしさ。気付けば僕は──

「行くに決まっているじゃないですか！　ダブルデート最高！」

　──立ち上がって即そく答とうしていた。途と端たんに、天道さんは『そう、良かった！』と笑え顔がおに戻もどり、元々用意していたらしきダブルデートプランをスラスラと語り出す。

『じゃあ土曜の午前十時に《シュピール王国》の入り口前集合です。あ、チケットに関しては両親の伝つ手てで無料券がありますのでご心配無く。交通費と飲食代のご用意だけ各自お願い致いたします、という感じでよろしいでしょうか、雨野君。ご質問は？』

「……え？　あ、いえ、特には……」

『良かった。では、当日楽しみにしていますね。おやすみなさい、雨野君』

「へ？　あ、は、はい、おやすみなさい、天道さん……」

　途端に大した余よ韻いんもなくぷつんと切れる通話。

　僕はしばらくの間、呆ほうけたようにパソコンの画面を見つめ続ける。

「（これは……つまり……上原君と天道さんがついに堂々と……。…………）」

　呼吸が荒あれ、頭が痛くなってくる。

「（……あんまり恋れん愛あい事で依い存ぞんするのはアレだけど……でもこれは……）」

　そうして、傍かたわらに置かれたスマホにそろりと僕が手を伸のばした、まさにその瞬しゆん間かん。

　アグリさん側から、着信が入ったのだった。




　　　　＊




　あれから一夜明け、登校前の早朝のファミレスにて。

「カレシの意図が読めなすぎてつらい……」

　席につくなり、アグリさんが机に肘ひじをついて頭を抱かかえる。どうやら昨夜はあまり寝ねられなかったらしく、目の下にはうっすら隈くまが滲にじんでいた。

　対する僕はと言えば……初めて来る「朝のファミレス」の空気にテンションが上がり、滅めつ多たに見ることのない「モーニングメニュー」をウキウキと読み耽ふけっていた。

「アグリさん、アグリさん！　朝のファミレスって、いつものドリンクバーと大差ない料金でトーストとか食べられるんですね！　わぁ、凄いなぁ、大人だなぁ！」

「……あまのっちは、余よ裕ゆうそうだね……」

　恨うらめしそうに生気のない顔を僕に向けてくるアグリさん。

　そんな彼女に僕は、メニューから顔を上げ、満面の笑みで返してあげた。

「はいっ、余裕です！　だって──」

「だって？」

「だって、天道さんと上原君がいよいよ僕の目の前で堂々と『デートする』宣言ですよ？　もう悩なやむもクソもない、純然たるゲームオーバーじゃないですか！　ＨＡＨＡＨＡ！」

「前言撤てつ回かいっ、亜玖璃より全然重じゆう症しようだこの子！　て、店員さん、モーニングセット一つお願いします！　とびきり美味おいしいトーストと、濃こいめのコーヒーをこの子に！　大至急！」

　アグリさんがなにやら注文してくれている。ああ、優やさしいなぁ、アグリさんは。朝のファミレス初体験の僕に、モーニングセットを奢おごってくれるなんて！

　僕はニッコニコと、アグリさんに感謝の言葉を述べた。

「いやぁ、最後に美味しいもの食べられそうで、僕ぁ、幸せ者だなぁ」

「『最後』ってなにあまのっち！　気をしっかり持って！　ほ、ほら、気分転てん換かんにスマホでゲームでもしたらいいじゃない！　ね？」

「じゃあ、お言葉に甘えて……この『ガール○レンド（仮）』をば……」

「なぜこのタイミングでそのタイトルのゲームなの!?　自じ虐ぎやくなの!?　ねぇ!?」

「そんなつもりはないですよ。仮とはいえ、天道さんを僕のガールフレンドと見立てるだなんて、そんなの、今となってはおこがましいですし」

「重症すぎるでしょうあまのっち！　しっかりして！　あまのっちは、今だって、ちゃんと、天道さんのカレシだよ！」

「アグリさん、今、『道化』という漢字に『カレシ』とルビ振ふりませんでしたか？」

「被ひ害がい妄もう想そう甚はなはだしいなあまのっち！　そんなルビ振ってないから！　病やまないで！」

「病まない雨（野）はない……なんつって」

「いやゾッとする程面おも白しろくないよっ、あまのっち！　しっかりしてよ、ホント！」

「いやだなぁ、僕はしっかりしてますよ。ほら、僕のスマホ見てくださいアグリさん。一晩でメモ帳にこんなに沢たく山さん『味み噌そ』って打てたんです！」

「闇やみが深い！『死』とか『失しつ恋れん』みたいな直接的ワードチョイスじゃないあたりが特に！」

「でも美味しいですしね、味噌」

「ほらもうなんか頭が働いてない感凄いよあまのっち！　あ、丁度モーニングセット来たからコーヒー飲んで飲んで！　ぐいっと！　ささ、ぐいっと！」

「は、はぁ」

　おかしなアグリさんだ。僕はこんなにも元気で冷静なのに。むしろ疲つかれているのはアグリさんの方だろうに。そして味噌は美味しいのに。

　僕はアグリさんの勧すすめるがままに、コーヒーに口をつけ、トーストを一口齧かじる。

　…………と、なぜだか、途端に、少しだけ、悲しい気持ちが沸わき上がってきた。

「……はぁ。天道さんが上原君とのお出かけをご所しよ望もうなんて……凹へこみますよね」

「よっしゃ！　良かったあまのっち、元気出て！」

「は、はい？　いや僕は今、とても凹んでいるんですけど……」

「うん、だから、そういう感情として正常な領域まで戻って来てくれて良かった！」

「は、はぁ……」

　良く分からない人だ。ただまあ、確かにトーストとコーヒーが深く身体からだに染み渡わたったせいか、不思議と「目が覚めた」感覚はある。うんうん、凄すごいなぁ、モーニングセット。

　僕が元気にもしゃもしゃトーストを頰ほお張ばっていると、アグリさんがまるでお母さんみたいに温かく僕を見つめてきた。

「……まあ、あまのっちが元気でさえいてくれれば、亜玖璃、それでいいよ……」

「なんですか、気持ち悪い。そろそろ、あんまり僕に構わないでくれます？」

「反はん抗こう期き来た！　関係性深まりすぎて、遂ついには反抗期まで来ちゃったよこの子！」

「はははっ、冗じよう談だんです。……えっと、その、ありがとうございました、アグリさん」

　僕が頰をぽりぽり搔きながら礼を告げると、彼女は「ったく……」と呆れたように机に頰ほお杖づえを突ついて嘆たん息そくした。

　アグリさんは僕のトーストを半切れ勝手に持っていくと、もそもそとパクつく。

「まあ、おかげで亜玖璃も多少元気出たからおあいこさまだよ。……もしかしてあまのっち、案外わざとこれを狙ねらって──」

「アグリさんっ、アグリさんっ！　今のこの状じよう況きよう……ファミレスで女子とモーニングセット食ってから学校行く高校生とか、もう、僕、リア充じゆう界でもかなりの高ランクに位置するのではないでしょうかっ！　しょうかっ！　しょうかっ！」

「──なさそうだね」

　呆れたような、それでいてどこか安心したような、相変わらず母親っぽい笑みを僕に向けてくるアグリさん。……温かいのはありがたいのだけれど、やはり同年代にやられると若じやつ干かんムッとくるものはある。まあ、それもファミレスでモーニングセットを食う多幸感の前にはすぐ霧む散さんするけれども。

　無む邪じや気きに喜び続ける僕に、アグリさんは「まあ……」と続けてきた。

「実際亜玖璃も初めてかも……ファミレスに、朝来るのって」

「え、そうなんですか？　意外ですね。僕、アグリさんって生きつ粋すいのファミレス尻しり軽がるだと思っていました」

「あまのっち、今さらりととんでもない暴言吐はかなかった？……まあ確かにファミレスは色々行ったけど、わざわざ朝に来ることないからね」

　言いながら、今度は僕のモーニングセットの皿を自分側にぐいっと引き寄せ、二つある目玉焼きのうちの一つを躊ちゆう躇ちよ無く食べ始めるアグリさん。僕もこんなのは今いま更さらなので特に気にはしない。最も早はやちょっとした家族並みの距きよ離り感だ。

　僕はコーヒーを啜すすりつつ、窓の外の通勤者さん達をぼんやりと眺ながめた。

「相変わらず、アグリさんといると、初めてのことが一いつ杯ぱいですよ」

「それはこっちの台詞せりふだよあまのっち。祐とだってこんなことしたことないもん」

「あ、それにこれあれですね。男女でモーニングコーヒー一いつ緒しよに飲むって……」

「ああ、確かに確かに。90年代アイドルの歌を彷ほう彿ふつとさせるベタなカップル感──」

　と、そこでピタリと言葉を止め、フォークを一いつ旦たん皿に置くアグリさん。僕もまた無言でコーヒーをソーサーに戻す。

「…………」

「…………」

　そうして、二人の間に沈ちん黙もくが横たわること……十数秒。

　くわっと目を見開いた僕らは、しっかりと視線を合わせ、互たがいを責めるように全力で叫さけんだ！




『そういうとこじゃないのか！』




　二人、テーブルに激しく手をつき、食器達が揺ゆれる。店内は朝の喧けん噪そうに包まれており大きく注目されることこそ無かったが、隣となりの席の人は一いつ瞬しゆんちらりとこちらを窺うかがってきた。

　僕らはぺこりと彼らに一礼すると、改めて、声のボリュームこそ控ひかえめながら強い語調で会話を続けた。

「なんで僕、アグリさんと沢山の初体験をしちゃっているんですかっ！」

「それはこっちの台詞だよあまのっち！　亜玖璃の初めてをどれだけ奪うばえば気が済む──」

　と、そこまで会話したところで、隣の席のサラリーマンがごほごほと噎むせてしまった。

　僕らは更さらに声のボリュームを落とし、代わりに前のめりになって顔を近づける。

「なんか最近ちょいちょい天道さんにアグリさんとの関係疑われるんですけど、その、やめてくれますか、こういうの！　よく考えたら僕ら、なに、朝っぱらから二人でこそこそ仲良く食事しているんですかっ！」

「奇き遇ぐうだねあまのっち、亜玖璃もまさに今その点を後こう悔かいしていたところだよ！　祐ともしたことないことを、なに、しれっとやっているのさ、あまのっち！　カノジョ持ちが他の女の呼び出しにほいほい応じるとか、信じらんない！」

「お、お言葉ですが、僕が呼び出しに応じなかったら応じなかったでどうせ怒おこったでしょう、アグリさん！　つまり僕には全然選せん択たく肢し無かったんですよ！　不ふ可か抗こう力りよく！」

「まあでもほら、あまのっちって『人生詰つんでてナンボ』みたいなとこあるじゃん？」

「ないですよ！　なんだその酷ひどいイメージ！　僕の人生にだって、まだまだ希望も伸のびしろもありますよ！」

「ＢＬ方面とかに？」

「確かに若干伸びしろありそうだけども！　そういうことじゃなくて、普ふ通つうにですよ！　普通に、女性との関係性において……」

　僕がそう言うと、アグリさんはなぜか警けい戒かいするような目付きで僕を睨にらみ、自分の身体をきゅっとかき抱いだいてきた。

「あまのっちの、えっち」

「…………？　………………あ、なるほど、えっと、つまり今のは、僕が、アグリさんとの関係にエロい意味での伸びしろを見ている……みたいなボケと見てＯＫですか？」

「そんな解説いる程のボケだったかなぁ!?　はぁ……いやはや、あまのっちの中に女としての亜玖璃がいなすぎて、亜玖璃、びっくりだよ」

「じゃあ逆に聞きますけど、アグリさんは僕を男として──」

　そう僕が訊たずねようとすると、アグリさんはなにやら鞄かばんをゴソゴソやっていた。

「あっれー？　あ、そうかそうか。さっきここの女子トイレ行った時に化け粧しようポーチ忘れてきちゃったのか。ん……悪いんだけどあまのっち、ちょっち、取ってきてくれる？」

　アグリさんからの突とつ然ぜんのパシリ依い頼らいを受け、僕は反射的に席から腰こしを浮うかしかける。

「はいただいま……って、なんですかその罠わな！　危あやうくポリス沙ざ汰たでしたよ僕！」

「へ？…………。……あ、そうか、あまのっちって女子トイレ入っちゃダメだったね！」

「亜玖璃さんの僕に対する認にん識しきがよぉく分かりましたよ！」

　とりあえずこれで、僕とアグリさんが互いに男女としてはガチで何も感じていないことが証明された。

　互いに互いの顔をジッと見つめ、同時に溜ため息いきをつく僕ら。

「僕ら程、浮うわ気き要素の欠片かけらもない関係性も珍めずらしいのに……」

「ね。だから逆に、自分の行動に気をつけるの難しいのかも……」

　なるほど、それはそうかもしれない。互いに男女意識がなさすぎて、咄とつ嗟さに「これを異性とやるのはどうなんだ」という発想が湧わいて来ない部分がある。

　たとえば、相手が星ノ守姉し妹まいだったら、僕だって普ふ段だんから多少は気をつけるもんなぁ。別にあの二人に「気がある」みたいなことではないけど、少なくとも普通に「女の子」だとは思っているわけで。少なくとも気軽なスキンシップなどは絶対にない。

　それが……アグリさん相手となると、出で逢あってからこの方ずっと互いに「本音相談」を続けすぎていて、最早「家族」レベルにまで思えてしまっており。

　そりゃ、そんな相手に対して「この行動は浮気にあたるかも」みたいな警戒心が湧くわけがない。弟と自分の部屋で二人きりだったところで何とも思わないのと同じだ。

　だけど……だからこそ。

　アグリさんが溜息混じりに呟つぶやく。

「そういう、とこが悪かったのかなぁ……亜玖璃」

「アグリさん……」

　どうやら彼女は彼女で、このダブルデートの誘さそいを僕と同じく「ゲームオーバー」に近いイベントだと考えているらしい。

　そりゃそうだ。だって……普通に恋こい人びとと遊びたいだけなら、二人でデートすればいいだけだ。ダブルデートなんて……まだ二人きりでは出かけづらい段階にある恋人か、もしくは逆にカップルどうしで深い交流があって完全に「仲良しグループ化」しているケースぐらいでしか、出て来ない発想じゃないか。

　でも、僕らの場合……互いのカップルで既すでにデートは一回以上しているし。そして、カップル同士の仲がそこまで深いかというと、そんなことはないわけで。特に天道さんとアグリさんはまだまだ互いに気を遣つかう間あいだ柄がらだ。

　つまり、この状況でわざわざ「ダブルデート」を提案してくるということは、それ相応の意図が、上原君と天道さんにはあると見て間ま違ちがいないわけで。

　そしてその、裏の意図というのも……状況を鑑かんがみれば、明白。

　つまりは……。

「明らかに……天道さんは上原君と、上原君は天道さんと、堂々と遊園地で遊びたいからこその、ダブルデート提案……ですよね？」

「…………」

　僕が結論を告げると、アグリさんは黙だまって俯うつむき、フォークの先でカツカツと皿を突いた。

　僕もまた、自じ嘲ちようするように乾かわいた笑いを漏もらしつつ、テーブル上に軽くこぼれたパン屑くずを見つめた。

「……天道さんの……相手の幸せを見み据すえるなら、僕らはそろそろ、しっかりと事実を認めて、自分から身を引くべきなんでしょうかね」

「…………」

　僕の言葉を受け、アグリさんは……今度は無言で僕の目玉焼きを刺さし始めた。が、流石さすがに今度ばかりは文句も出て来ない。

　……これまで僕は……いや、僕らは、相手の好意が向く先をなんとなく察知しながらも、「それでも自分なりに頑がん張ばるしかない！」なんて、よく言えば「前向き」な誤ご魔ま化かし方をしてきていた。

　だけどそれは……本当に天道さんや上原君が相思相愛だったのなら、彼らの幸せを邪じや魔まする行こう為いに他ならないわけで。

　二人の互いに向ける想おもいが「疑ぎ惑わく」程度だった時点ならそれでも良かったが、しかし今回こうして……それが行動として表面に出て来た以上、僕らも覚かく悟ごをしなければいけない。

　この恋こいの、終しゆう焉えんの、覚悟を。

　……と、アグリさんが強めに目玉焼きの中心、黄身をフォークで突つき刺した。

「……あまのっちは、それで、満足出来るの？」

　真しん剣けんな目で僕を正面から見据えてくるアグリさん。僕はその瞳ひとみをハッキリと見つめ返しつつ、テーブルに置いた拳こぶしを強く握にぎった。

「そんなの……満足なんか、いくはずないですよ。でも、仕方ないじゃないですか。こうなってしまった以上は、もう……」

「足あ搔がくの、やめろって？　二人のために？」

「……それは……」

　僕は思わず口ごもる。ハッキリ言葉にされてしまうと、やはり重かった。どうしようもなく、胸が苦しい。僕なんかが「失しつ恋れん」なんてご大層な言葉を用いていいのかは分からないけれど……でも、天道さんとの本当に楽しかった会話やデート風景を思い出すと、なぜだか涙なみだが出て来そうになる。

　僕が必死で唇を嚙かんでいると、アグリさんが……今度はとても優やさしい声こわ音ねで切り出してくる。

「そりゃ……愛する人の恋も大事だけどさ。亜玖璃達の恋だって……亜玖璃と、あまのっちの、あの二人に向ける恋こい心ごころだって、ちょっとぐらい尊重してあげても、バチは当たらないと思うな」

「……どういう、ことですか？」

　僕が顔を上げると、アグリさんは、意外にもにこにこと微笑ほほえんでくれていた。……強いな、この人は。

「そりゃ、二人に『好きな人がいるので別れて下さい』ってハッキリ言われたんだったら、亜玖璃達がジタバタ食い下がるのはどうかと思うよ。でもさ……まだ、そうじゃない。だったら、たとえ九割九分負けていたって、まだ、少しぐらい頑張ってもいい権利は、あると思うんだ」

　その言葉に……僕は胸に仄ほのかな火が灯ともるのを感じた。

「九回裏ツーアウトの十点差でも、まだ足搔いて……逆転を信じてバットを振ふり続ける権利は、あるってことですか？」

「ん、そういうこと。で、そうやって全力で三さん振しんしたならさ。たとえ負けたとしたって……多少は、亜玖璃達も、気持ち良く、終われるんじゃないかな？」

「アグリさん……」

　彼女の笑顔が、僕の心に突き刺さる。……やっぱりこの人は凄すごい。凄すぎて、ちょっと、眩まぶしいぐらいだ。……この人が僕の相談相手で、本当に、良かった。

　そしてこれは、そんな、心から尊敬する人の、恐おそらくは最後になるアドバイスなんだ。

　この僕が、聞かないわけには、いかないじゃないか。

　僕は目め尻じりにじわりと滲にじみ始めていた涙を手の甲こうでぐいっと拭ぬぐうと、アグリさんに負けじと笑みを返す。

「了りよう解かいしました！　このダブルデート……僕も、全力で、足搔いてみようと思います！」

「よく言った！　それでこそあまのっちだよ！　よーしよしよし」

　ぐいっと身を乗り出して僕の頭を乱暴に撫なでてくれるアグリさん。

　僕はひとしきり髪かみを乱された後、「ところで……」と切り出した。

「逆転狙ねらいの悪わる足あ搔がきと言っても、具体的には何をするつもりなんですか？　ダブルデート当日に、僕らに出来ることなんて……」

「ふ……それ、本気で訊きいているのかな？　あまのっち」

　僕の質問に、アグリさんはフォークでぶっ刺した目玉焼きを持ち上げながら応じる。

　あ、それ、僕の分の……。

「ここから、亜玖璃達が一発逆転ホームランする方法。そんなの……もう、たった一つしかないでしょう？」

「たった一つ？　それは…………って、あ、僕の目玉焼き！」

　瞬しゆん間かん、彼女は大口を開けて目玉焼きを一気に放り込むと、もしゃもしゃと雑に咀そ嚼しやくし……そして最後に僕の珈琲コーヒーで勢い良く流し込んでから、テーブルにタンッと強くカップを叩たたきつけ、叫さけんだのだった。




「既き成せい事じ実じつを、作るっきゃ、ないでしょう！」





星ノ守千ち秋あき






「はぁ、この週末に、姉し妹まいで遊園地の下見……ですか？」

「そう！」

　フリーゲーム制作の手を止めて振り返ると、自分のベッドの上では、お風ふ呂ろ上あがりのコノハがしっとりと濡ぬれた髪を首に巻いたバスタオルで拭いつつ微び笑しようを浮かべていました。

「お姉ちゃん、どうせ暇ひまでしょう？」

「い、いやいや、ですからコノハ、何度も言いますが、基本的に自分の休日には『ゲーム』だとか『フリーゲーム制作』とかって予定がびっちり詰つまっているわけで……」

「？　つまり暇ってことだよね？」

「…………これだから、インドア趣しゆ味みに理解のない人は……」

　自分がぶすっと口を尖とがらせると、コノハは「ごめんごめん」と笑って足を組みました。部屋着のショートパンツからちらりと下着が覗のぞきます。

「…………」

　くぅ、なんですかその、姉でさえ若じやつ干かんドキリとしてしまう小こ悪あく魔ま的所作は！　相変わらずうちの妹には、その真ま面じ目めな気質に似合わず妙みような「エロス」が漂ただよっている気がしてなりません。不思議です。とても不思議です。

　コノハは嘆たん息そく混じりに会話を続けてきます。

「……まああたしも、インドア趣味に時間かけたい気持ちは分かるけどさ」

「噓うそですよ。コノハには、自分ほど深いインドア趣味なんてないじゃないですか」

「いやあたしだって休日はエロ──。……っと、た、確かに深い趣味はないけど……」

　なぜか一度視線を逸そらし、「と、とにかくっ」と仕切り直してくるコノハ。

「実際、『ゲーム』も『ゲーム制作』も、他の日程で代だい替たいがきくでしょ？　だけどあたしが今日生徒会の役員さんから貰もらったこの『《シュピール王国》無料券六枚綴つづり』は、あと二週間で期限なの。そりゃあ優先度はインドア趣味より上にもなるでしょう」

「それは……そうかもしれませんが」

　相変わらず妹の理り屈くつは筋が通りすぎていて、ぐうの音ねも出ません。しかしそれでも自分は何か言い返したく「で、でも」と食い下がりました。

「それは分かりましたけど、別に姉妹で行く必要はないはずですよ？　コノハが、友達と……ああ、それこそ碧へき陽ようの生徒会役員さん達とでも行ってくればいいじゃないですか」

　自分の真っ当な提案に、しかしコノハはやれやれと首を振りました。

「碧陽学園生徒会の美少女メンバーとデートなんていう……既に『生徒会の一存』で充じゆう分ぶんやり尽つくされているイベント、このご時世、今いま更さら誰だれが見たいんですか？」

「こ、コノハは今誰に喧けん嘩かを売っているんですか？」

「そういうのはオワコンなんですよ、もう。『デート』の名の下に、個別のギャグ会話＆ハーレム展開でたんまりページ数稼かせぐとか……そういう三流ラノベ作家がやりそうな下らないテンプレ遊園地イベントなんざ、こちとら飽あき飽あきなんですよ！」

「うん、だから、コノハは今誰に、何の得があって喧嘩を売っているの!?　ねぇ!?」

「しかしそこでこの、『姉妹で遊園地の下見』とかいう、斬ざん新しんかつ激しく地味な誰得イベントの登場ですよ」

「ごめんコノハ。それだったら……基本萌もえが嫌きらいなこのお姉ちゃんでさえ、三流ラノベ作家の描えがくハーレム遊園地イベントの方がエンタメとしてマシに思えますが！」

「いやいやお姉ちゃん分かってないね。この業界、イロモノ扱あつかいされるぐらいの特色出していかないとダメなんだよ。つまり、クリエイターの好きにやるのこそが大正義」

「おっとこの妹、かなりこじらせたラノベ作家みたいなこと言い出しやがりましたよ」

「いや、それは既すでにこじらせまくっている《のべ》さんに言われたくないですが……」

「ぐ……。べ、別にアレは、狙ってやっているわけでは……！」
















「……ところでお姉ちゃん、そろそろボケ会話抜ぬけて真面目な説明していい？」

「まるでこっちがボケ会話を仕し掛かけたみたいな言いぐさです！」

　自分が啞あ然ぜんとしていると、コノハはベッドサイドに置いてあったパック牛乳をちうーと一口啜すすってから、「こほん」と仕切り直してきました。

「実際、あたしだって貴重な休日を暗い姉と遊園地で潰つぶしたくなんかないよ」

「コノハは近ちか頃ごろ全方位に武器を振り回す趣味にでも目覚めたの？」

「あ、ごめんお姉ちゃん、暗いって言ってもあれだよ。あの……ほら。そう。…………。……まあ、あたしは大好きだよ、お姉ちゃん」

「なんですかその新手の追い打ち方法！」

「そんなことよりさ、暗い姉」

「もうコノハと話す事はありません！」

「じゃあ五分だけゲームしていいよ」

「機き嫌げんの取り方が雑すぎるでしょう！　ゲーマーがゲームするだけで満足すると思ったら大おお間ま違ちがいで──あ、スマホにソシャゲのスタミナ回復通知が！　ちょっとお待ちくださいコノハ」

　約五分後。

「いやぁ、ゲームってホントにいいですねコノハ！　さて、一いつ緒しよに遊園地に行く話でしたっけ！　わぁい、楽しみですね！」

「想像以上のアガり方にあたしがびっくりだよ！　最早ゲームがお姉ちゃんにとってドラッグじみてきてない!?」

「や、やめようと思えば、いつだってやめられますです！　はい！」

「完全にアレな人の言葉だね！　ま、まあいいや。話、進めるよ」

　コノハはこほんと咳せき払ばらいをすると、改めて続けて来る。

「最初に言ったように、あたしとお姉ちゃんで行く回はあくまで『本番』のプランを練るための、『下見』なの」

「本番？　一体なんの話を……」

　自分が首を傾かしげると、コノハはその豊満な胸を張って堂々と宣言してきた。

「勿もち論ろん、あたしが雨野センパイとデートする『本番』を見み据すえての、『下見』だよ」

「な……」

　あまりに予想外の言葉に自分が言葉を失っていると、コノハはベッドの上で足を組み直し、どこか挑ちよう発はつ的な視線をこちらに向けてきた。

「あたしは、お姉ちゃん達と違ってタイミングを逃のがしたり無む駄だにすれ違ったりする気なんて毛頭ないの。これだと思ったことには真まっ直すぐ突つき進むわ」

「え？　こ、コノハは……ケータが好きなの？」

　自分は胸をバクバクとさせながら訊たずねます。しかしコノハはその問いに……先さき程ほどまでの強い意志はどこへやら、実に気の抜ける回答を返してきた。

「さあ？　どうなんだろう、あたしもよく分かんない」

「ふへ？」

「だってあたし、リアルな恋こいとか経験ないしさ」

　リアルじゃない恋は経験済みなような言いぐさだった。……まるで恋れん愛あいシミュレーションゲームでもやったことがあるようだ。……いやまさか、コノハに限ってね。

　自分は若干混乱しながら訊たずね返す。

「じゃあ、どうしてケータとデートしようだなんて……」

「愚ぐ問もんだね、お姉ちゃん。そんなの……興味あるからに、決まっているじゃない」

「興味って……ケータに？」

「そう」

「……ふむ、どういう食生活してたら、あんなモヤシチビが生成されるのかという、学術的興味ですか？」

「お姉ちゃんはセンパイやあたしをどういう人間だと思っているのさ。興味というなら……そうだね、カラダへの生物学的興味──じゃなくて、えーと、勿論、性格的なアレです」

　また若干目を逸らしながら応こたえてくるコノハ。……性格的な……。……うーん。

　自分は思わず腕うでを組む。

「ずっと疑問なのですが……コノハとケータって、そんなに接点ありましたっけ？　確かに《のべ》の正体関連とか、上原君の告白問題とかで多少会話はしていますけど……そこまで心の交流があったようには……」

　自分の疑問に、コノハは視線を逸らしたまま、なにやら悩なやみつつ応えてくる。

「あ、あたしとセンパイは……そ、そうだね。なんていうか……た、魂たましいの深いところで繫つながっているというか……」

「た、魂？　えと……前世がどうこうみたいな話でしょうか？」

「ま、まあ、沢たく山さんの前世エロゲーの記き憶おくを共有はしているかも……」

「きゅ、急にスピリチュアルな世界観になってきましたね！　我が妹がそんな不思議体験しているだなんて、自分、知りませんでした！　是ぜ非ひ、詳くわしく！」

「ひ、人に語ることじゃないと思うんで……ホントに」

「まあ確かに、前世話題とかってデリケートですけど。えっと……とにかく、コノハはケータがなんとなく気になっている、という感じの認にん識しきでＯＫですか？」

「う、うん！　ＯＫＯＫ！」

　コノハがなにやら「助かった」というような表情で前のめりに肯こう定ていしてくる。……前世話題、そんなに掘ほり下げてほしくなかったのでしょうか？

　自分はコノハの想おもいを尊重して前世の追つい及きゆうをやめると、代わりに新たな疑問の方を口にしました。

「でも、そんな『気になる』ぐらいでデートって……」

「……そんなだから、お姉ちゃんは、お姉ちゃんのままなんだよ……」

　少し俯うつむきながら呟つぶやくコノハに、自分は「どういう意味？」と訊ねます。

　コノハはゆっくりと顔を上げると……前世話題の時とは打って変わって、どこか確信に満ちた笑えみを見せてきました。

「あたしは『恋』に『落ちる』のを、ただボケッと待ってたりなんかしてらんないからさ。あたしの恋は……あたしが、自分で、育てる」

「……コノハ……」

　妹の気き迫はくに、自分は思わず気け圧おされます。

　何も返せないでいる自分に、コノハが今度は少し目を細めて告げてきます。

「だけど、このお出かけを『下見』に出来るのは、何もあたしだけじゃ、ないんじゃないかな？　ね、お姉ちゃん？」

「…………」

「さて、と」

　コノハがベッドから立ち上がる。そうして、そのままドアに向かい、「おやすみ、お姉ちゃん」とだけ言って部屋を去ろうとするコノハに……。

　自分は、ぽつりと呟きます。

「行く……」

「え？　なぁに、お姉ちゃん」

　聞こえていただろうに、意地悪く訊ききかえしてくるコノハ。

　自分は……自分は少し赤くなった顔を思い切りあげると、胸の前でギュッと拳こぶしを握にぎりしめ、決意の眼まな差ざしでコノハに宣言したのだった。




「自分も……自分もっ、『下見』としてっ、遊園地に行かせて下さいです！」





天てん道どう花か憐れん






　シュピール王国。

　それは街の郊こう外がいも郊外、バスで田園風景の中を三十分強は行かないといけない辺へん鄙ぴな場所に位置しながらも、その分敷しき地ちは広大で「世界観」の作り込みは非常に強いテーマパークだ。

　園内は主に中世ドイツをモチーフとした街並みを再現しており、ゲーマー的には「ＲＰＧ中ちゆう盤ばんに出て来る城下町」を彷ほう彿ふつとさせられる。決して某ぼうネズミさんランド程の完成度や某ユニバーサルなスタジオ程のエンタメ色があるわけではないのだが、だからこそ、ある種落ち着いた、週末の家族連れにとても愛される「地元の遊園地」。

　それがこの、《シュピール王国》なのである。

　だから正直なところ、アトラクションの数は少なくて古く、地味であり、ティーンエイジャー向け感は一切ないと言っていい場所なのだけれど……。

　しかし。







『ビバッ！　《シュピール王国》！』




　私と雨野君は園内に一歩足を踏ふみ入れたその瞬しゆん間かん、両手を大きく上げて、瞳ひとみをこれでもかというくらい無む邪じや気きにキラキラ輝かがやかせて二人、街並みを眺ながめ始めた。

「ああっ、何度来てもいいわねっ、この、地味な中盤の街感！」

「ええっ、ホント何度来てもいいですねっ、この、地味な中盤の街感！」

「いやいや、全然わっかんないんですけど、二人のそのテンション」

　盛り上がりに盛り上がる二人を、背後からゆっくりと歩いてきた亜玖璃さんがジト目で呆あきれたように眺めつつ呟いてくる。と、その隣となりから上原君が苦笑い混じりに多少フォローしてくれた。

「まあ、ＲＰＧ好きには割とたまらない街並みなんだよ、このテーマパークは」

「……だとしても、地味やら中盤やら言っているのはなんなの、あの二人」

「えっと……ＲＰＧ的とは言っても、確かに、終盤訪おとずれる大都市だったり、逆に序盤で行く田舎いなか村ではない……なんつうか、ホント、中盤によく出て来る街っぽいんだよ、ここ」

　上原君の説明に、私と雨野君は『そう！』と声を合わせて賛同する。

「でもだからこそ、実に『いい塩あん梅ばい』の中ちゆう途と半はん端ぱさに、こう、アガるのです！」

「そうなんです！　中盤の街並っぽいからこその、この、完成度というか！　逆に終盤出て来るようなガチで巨きよ大だいな城とかに挑いどまれていなくて良かったというか！」

「そうなのよ！　やっぱり流石さすがね雨野君！」

「いえいえ天道さんこそ！　分かってくれますか、この、興奮！」

「ええ！」

　そうして、ガシッと握あく手しゆを交かわす私達カップル。それを更さらに呆れた顔で見つめつつ、隣の上原君に解説を求める亜玖璃さん。

「えっと……祐も、分かるの、この謎なぞテンション」

「いや大だい丈じよう夫ぶ、ゲームやる俺からしても、普ふ通つうにキモいからこのオタクカップル」

「ああ、安心した。そうだよね、普通にバカだよね、あのカップル」

「ああ、普通にバカだ」

　なにやら大層失礼なことを言われているけれど、私と雨野君は一向に構わなかった。なにせここは……ゲーマーにとっての夢空間と言っていいのだから！

　雨野君が感かん慨がい深ぶかげに呟く。

「いやぁ……ＶＲ全盛のこのご時世だからこそ、この、チープでも確かな実物感。大事にしていきたいですねぇ天道さん」

「まったくです雨野君。ほら、見て下さいよ、あの石像の微び妙みように手入れされてない感！　リアルでいいですねぇ……」

「然りですねぇ……」

「ねえ祐、亜玖璃、早速あのカップルと別行動取りたい感凄すごいんですけど！」

「落ち着け亜玖璃！　気持ちは分かるけども！　痛い程分かるけども！　入園して即そく解散じゃあ、ダブルデートというより、ただ同じバスに乗り合わせただけの知り合いだから！」

　背後でもう一組のカップルがなにやら揉もめている。私と雨野君は顔を見合わせると、やれやれと、悦えつにいるのをやめて、たっぷり呆れながら二人を振ふり向いた。

『そちらさんは、早さつ速そく喧けん嘩かですか？』

『誰だれのせいだと!?』

　心外そうに私達を見てくる二人。まったく、仲良しカップルに嫉しつ妬ととは、みっともない。

　私と雨野君はにこりと笑顔で大人の対応をすると、「行きますよ」と上原君・亜玖璃さんカップルを伴ともなって早速園内奥、アトラクション施し設せつ方面へと歩き出した。

　入り口前の広場を縦断しながら、私はちらりと後の上原君へと視線をやる。と、上原君は亜玖璃さんと雑談に興じながらも、僅わずかに私へ頷うなずいて返してきた。私もまた、それに頷き返す。

「（ここまでは順調ね）」

　まだまだデートは始まったばかりだが、そもそも、あらゆることが上手うまくいかない傾けい向こうにある私達だ。こうしてダブルデートが滞とどこおり無く始まっただけでも、充じゆう分ぶん喜んでいい状じよう況きようだった。

　手でひさしを作りつつ空を見上げる。雲一つない快晴。それでいて秋の風は心ここ地ち好いい涼りよう気きを孕はらんでおり、これ以上ないぐらいのデート日和びよりだ。

　隣を歩く雨野君の様子を窺うかがう。ダブルデートに誘さそった時点では些いささか乗り気でなかった彼も、今は屈くつ託たくなく笑ってくれている。また、入園からこの方テンション低めなツッコミばかり繰くり返している亜玖璃さんも、決して本当に不ふ機き嫌げんとかではないようだ。その証しよう拠こに、今は上原君と実に楽しそうに雑談を交わしている。

　私は事態が首しゆ尾び良よく進んでいることに、思わず一人、グッと拳を握りこむ。

「（私や上原君の思おも惑わく通りにコトが運ぶなんて……今日はツイてるのかしら）」

　正直、私も上原君も「うまくいかない前提」でこのダブルデートプランを練っていたから、若じやつ干かん拍ひよう子し抜ぬけしている部分がなきにしもあらずだった。

「（雨天なんて序の口、私と亜玖璃さんだけしか来られないという超ちよう気まずい事態から、果ては『上原君の唐とう突とつな死』あたりまで、あらゆる最悪の想定はしていたのに……）」

　それが蓋ふたを開けてみれば、快晴に恵めぐまれた穏おだやかなダブルデート進行。まだ始まったばかりだというのに、私や上原君が妙みような充じゆう足そく感を得てしまうのも仕方ないことだった。

　が、本番はまだまだここから。

　私は、次のフェーズへと状況をシフトさせる。

「さて、アトラクションなのですが、実際大した数でもないですし、並び時間もそれぞれ殆ほとんどありませんので、道なりに順番に乗っていきたいと思うのですが、如何いかがでしょう？」

　私の流れるような提案に、雨野君と亜玖璃さんは一瞬キョトンとするものの……しかし特に反対する理由も無かったのか『いいと思いますけど……』と賛同してきた。

「ありがとうございます。では早速乗っていきましょう！」

　私はそう笑顔で応じると、次の瞬間、少しだけ勇気を振り絞しぼって雨野君の手を握った。

「ふぇっと……！」

　雨野君は変な声を出して若干の手て汗あせを搔かきつつも、振りほどいたりはせず、力強く私の手を握り返してきた。……相変わらず変な所で妙に男らしい。ダメだ、大好きすぎる。

　背後の上原君・亜玖璃さんペアも予定通り手を繫つなぎ始めた。が、こちらは私達と違ちがって実にこなれた様子だった。まあ半年付き合ったカップルにしては妙な緊きん張ちようが多少漂ただよっている感はあるものの、私達程ほどじゃない。

　雨野君と亜玖璃さんが、互たがいにそれぞれ繫いだ手に意識をやったその隙すきに、私と上原君は視線でやりとりを交わした。

「（ここまでは順調。……上原君、私は、このまま一気に押し切りますよ……！）」

「（ふん、俺だって負けないぜ天道。ここからは俺達もある意味、勝負だからな！　互いの、男として、女としての魅み力りよくを如何いかに発揮できるかの……！）」

　上原君のその想おもいを受け、私は彼との作戦会議を思い出しつつ、ふっと頷く。

「（そうですね。なにせ私達の目的は……）」

「（ああ、俺達の目的は……）」

　そこで、私達は互いに……鋭するどい視線でそれぞれの伴はん侶りよをぎらりと見み据すえる！




『（本日のデート中に──あくまで《相手側から》、自分達へと迫せまらせることなのだから！）』




　　　　＊




　私と上原君が慢まん性せい的に、それぞれの交際相手に抱いだいている危機感。

　──自分のことを、彼は、彼女は、本当に、好いてくれているのか。

　勿もち論ろん、これまでに私も上原君も、それぞれのパートナーから「好き」という言葉は貰もらっている。それはそれで、大変私達の心を潤うるおす想い出だ。

　だがしかし、所しよ詮せん言葉は言葉。雨野君と亜玖璃さんの実際のただならぬ距きよ離り感かんの前には、どうしたって虚むなしく、輝きと説得力を失ってしまう。

　だからこそ、今の私達が、喉のどから手が出るほど欲ほつしているもの。

　それこそ、他ならぬ「既き成せい事じ実じつ」だ。彼氏彼女の、証あかし。

　しかもただの既成事実じゃない。

　あくまで、あちら側からの「求め」による、既成事実。

　こちらがありあまる気持ちを押し付けたって、それはなんの証明にもならない。

　だけどもしあちらが……私の場合は雨野君が、私に対して行動を起こしてくれたなら。

　これほど、自信に繫がることはないじゃない。

　これほど、不安を打ち消してくれる証明は、ないじゃない。

　……だけどだからといって、私も上原君も、ただ「受け身」でいるつもりはない。

　相手が自分を求めてくれるよう、最大限アピールはしていくつもりなのである。

　とはいえ……ただ無む闇やみにパートナーを誘ゆう惑わくしたいだけなら、二人きりのデートを何度も重ねた方が効率はいいでしょう。

　だけど、今回私達が今求めているのは、明白な、相手側からの「アクション」である。

　残念ながら……私と上原君のパートナーは、それぞれ、完全に「奥手」と呼ばれる人種である。

　雨野君に関しては言わずもがな。亜玖璃さんは……一見軽そうに見えるも、その実カレシと半年も何も進展していないことから見ても、その核かくの「乙女おとめ」さは明白。

　こういう相手に、一度や二度の普通のデートで「迫らせる」のは至難の業わざ。

　しかしその一方で、雨野君も亜玖璃さんも、色々な意味で「やる時はやる」人であることも、事実。雨野君の入部拒きよ否ひや、最近の亜玖璃さんの雨野君フォロー発言等を見れば明白なように、この二人は「今自分がすべき」と確信したことは、迷いなく実行に移す強さを備えている。

　となれば、話はもう簡単。

　私達は……普通のデートではなく、ダブルデートをすることで、「二人きり」になれるタイミングを意図的に制限するのである！

　誘惑し、誘惑し、誘惑し、かといって人目があるのでイマイチいちゃつき切れない……というモヤモヤを相手に募つのらせた上で、「はい、ここですよ！」と明確にチャンスたる「二人きりの時間」を設もうける。それも、ごく、短い時間だ。

　そうすれば自ずと……雨野君も亜玖璃さんも動くはず。

　そう。




　私達を、求めるはずなのよ。というか、それでこそ、恋こい人びとというものじゃないですか。




　かくして私と上原君はこの《シュピール王国》を舞ぶ台たいに壮そう絶ぜつな「フェロモン攻こう撃げき」を……正直恥はずかしくて若干赤面しながらも、互いの交際相手へと仕し掛かけ続けた。

　園内を歩けば、私は「あっ」とよろめいて雨野君に寄りかかってみたり。

　四人でソフトクリームを食べれば、上原君は亜玖璃さんの唇くちびる横についたクリームを親指でさりげなく拭ぬぐってあげたり。

　ジェットコースターでは、本当はまるで平気なのに雨野君の腕うでに摑つかまってみたり。

　昼休きゆう憩けい時には、上原君が思い切って亜玖璃さんへ『壁かべドン』を仕掛けるも、完全にタイミングを逸いつしており、周囲から失しつ笑しようが漏もれる変な空気になってみたり。

　そうして、一つめの「チャンス」たる、カップル毎に観覧車に乗るとなった際には。

　私は、「た、高いところこわーい」という、流石さすがにキャラ的に無理のある発言をし、雨野君が「そ、そうですか」とリアクションに困ったことで、いたたまれない空気になり。

　上原君はと言えば、アグリさんの隣となりに席を移ろうとした際バランスを崩くずして、まさかの二度目の『壁ドン』状態になったらしく、これまた二人、何とも言えないいたたまれない空気になったらしい。

　結果として、観覧車でのアクションは互いに失敗に終わったわけだけれど……しかし、それでもまだ、私と上原君の闘とう志しは燃え尽つきていなかった。

　なぜならば、この《シュピール王国》には、観覧車以上の「チャンス」を提供してくれる、カップル御ご用よう達たしの素す晴ばらしいアトラクションがあるのだから。

　その名も────





星ノ守千秋






「キズナダンジョン、ですか？」

「そう」

　休憩用ベンチで園内マップを広げながら、コノハが楽しげに頷きます。
















　自分はサイダーで疲つかれた身体からだに糖分を補いつつ、ぼんやりと昼過ぎの空を仰あおぎました。

「（……疲れました……）」

　朝から遊園地のアトラクションを片かたっ端ぱしから試ためした上、モノによっては「デートに使えるかの検証」のため二度三度と繰り返し乗り、昼食も「食べ比べ」のために大量注文したせいでとても休憩として機能してくれなかったため、ただでさえ引きこもりで体力の少ない自分は現在ぐったりとしておりました。

　隣の妹を見やります。姉からすれば若干露ろ出しゆつ過多とも思える、デートを想定したらしい洒落しやれた私服に身を包んだ彼女はしかし、そのフェミニンな外見とは裏腹に、男らしく右手に持ったチュロスを「まずいわね」などと言いながらムシャムシャと齧かじり倒たおしていました。……一体どこからそのバイタリティが湧わいてくるのやら。

　未いまだに昼食で満腹の私はそれを見ていられず、思わずげんなりと俯うつむきます。と、自らの白いふとももが見えて一瞬ギョッとしてしまいます。

「（あ、そうでした。今日はコノハに私服を無理やり押し付けられて、自分も妙に責めた格好なのでした……）」

　思わずスカートの裾すそを、もうちょっと長くならないものかとぐいっと伸のばしてしまいます。と、コノハがギロリと横目で睨にらんできたので、自分は苦笑いで返しつつ意識を他に逸そらすことにしました。

「え、えとえと、それでそれで……その……そう！　き、キズナダンジョンって、どういうアトラクションなのですか？」

「はいはい、よくぞ聞いてくれました」

　妹はチュロスの残りを口にひょいと放ほうり込むと、園内マップを折って、例の「キズナダンジョン」の概がい要よう部分を自分に突つきつけてきました。

　自分がそれを受け取ると同時に、コノハが解説を始めます。

「そこに記されている通り、キズナダンジョンは二人組で踏とう破はに挑いどむ、探たん索さく型アトラクションです」

「はぁ、お化け屋や敷しきみたいなものですか？　だとしたら自分は苦手です……」

　参考画像の部分に男女二人が暗くら闇やみを行くシーンが掲けい載さいされていたため、自分は素直にホラーアトラクションを想像して顔を青ざめさせます。自分ではホラータッチのゲームも作りますが、驚おどろかせ系は苦手です……。

　が、コノハはそれに否定で返してきました。

「んー、ちょっと違うかな。足あし下もとも覚おぼ束つかない程暗い場所を行くっていうのはその通りなのだけれど、恐きよう怖ふ体験目的というよりは、二人の仲を盛り上げる演出の一つ、みたいな感じらしいんだよね」

「というと？」

「ほら、画像良く見て。このカップル、ヘッドフォンしてるでしょ？」

「はい、確かに」

　言われて見れば、画像のカップルは何やら中央の「Ｇ」というロゴが薄うすく発光したヘッドフォンをつけていました。

　コノハが解説を続けて来ます。

「これ、完全防音ヘッドフォンらしくてさ」

「え、暗くて視界が悪い中を、更さらに防音状態で行くのですか？」

「そここそがポイントなんだよ、お姉ちゃん」

　コノハは、まるでこのアトラクションを作ったのが自分であるかの如ごとく胸を張ります。

「これで二人が頼たよれるのは、触しよつ覚かくと……そして、繫いだ手の温もりのみ、でしょう？」

「ああ、なるほどなるほど。それはそれは実にカップル向きのアトラクションですね」

　ほへーと無む邪じや気きに感心する自分を、コノハが呆あきれたように見つめてきます。

「……お姉ちゃん、今、完全に他人ひと事ごととして聞いてない？」

「はい？　え、そう言われましても、だって、自分にはそんなリア充じゆう御ご用よう達たしアトラクション、なんの関係もあるはず……」

「雨野センパイと二人で入るとこ、想像してみたら？」

「え──」

　瞬しゆん間かん、想像力豊かな自分の脳内に、急速に妄もう想そうが展開されていきます。

　闇やみの中、手を繫つなぎ合い、二人でダンジョン攻こう略りやくを目指す、自分と、ケータ。…………。

「……コノハ。お姉ちゃん今、『幸せ』の意味を悟さとった気がしますよ」

「最近恋こい心ごころ隠かくす気なさ過ぎでしょう、この姉」

「あ、べ、別に自分、ケータのことなんてなんとも思っていませんけどね！　だから彼とキズナダンジョンなんてまっぴらですが、まあ、でもコノハがそんなに姉に嫌いやがらせがしたいというなら、今、来週分の遊園地チケット貰っておくのもやぶさかでは……」

「なにこのツンデレ通り越こして『まんじゅうこわい』の領域にまで足を踏ふみ込んだ姉。あまりにうざすぎて、チケットあげたくなくなってきたんですけど」

「……え。……そ、そうですか……。…………めそり…………ぐすり…………」

「あ、あげる！　ほらチケットあげるからお姉ちゃん！　ごめんって！」

「え、いいんですかコノハ？……えへへ。…………。……ま、まあ別にケータとのデートなんて絶対行かないですけど、まあ、妹がどうしてもと言うのであれば──」

「どうしよう、なんか一周回って凄すごく愛いとおしくなってきたわこの姉」

　と、突とつ然ぜんコノハが自分をむぎゅーっと抱だきしめてきました。広場を通り過ぎる人達から変な視線が集まってきます。

「こ、コノハ！　恥ずかしいですから！　や、やめて下さい！」

「ごめんお姉ちゃん、あたし今、若干ムラムラしてる」

「なんですかその告白！　コノハ!?　ちょ、こんなとこ、知り合いに見られたら……！」

「あはは、お姉ちゃんは心配性だなぁ。お姉ちゃん達はすぐバカみたいな事態になるけど、普ふ通つうは、最悪のタイミングで最悪の人物と邂かい逅こうをしたりはしないもの──」




「チアキに……コノハ、さん？」




『ふぇ？』

　突然かけられた声の方向に、姉し妹まいで実に百合ゆり百合ゆりしい体勢をしながら顔を向ける自分達。

　果たしてそこに居たのは、丁度自分達に声をかけようと近付いてきたところだったのか、のばしかけた手をひくつかせる少年──雨野景太。

　そして更にはその背後に、天道さん、上原君、亜玖璃さんという……ちょっとした「自分がこの光景を絶対見られたくない人オールスターズ」でした。

『…………』

　凍いてつくその場の空気。自分もコノハも動けずに固まる中……オールスターズの面々はぎこちなく顔を見合わせると、全員、一いつ斉せいに、笑え顔がおで同じ言葉を吐はいてきます。




『ご、ごゆっくりー……』




『待って！』

　自分達はそそくさと去ろうとする彼らを必死で止めると、そのまま二人、怒ど濤とうの勢いで事情説明を始めたのでした。





雨野景太






「う、うん、姉妹仲が良好なのは、良いことだと、僕は思うよ、チアキ」

「で、ですから違ちがうんですってケータ！　話、聞いてましたか!?」

　あれから約十分。場所を自じ販はん機きが並んだ休憩コーナーに移した僕らは、期せずして合流した星ノ守姉妹を交えて歓かん談だんしていた。

　僕がチアキから必死に言い訳を聞かされる中、背後ではコノハさんが上原君や亜玖璃さんといった初対面の面々と挨あい拶さつを済ませていた。が……。

「あの……コノハ、ちゃん？」

「…………」

「……えと……あの……俺、何かキミに粗そ相そうでもしたことあったっけ……？」

「ちょ、寄らないで下さい、ゲスハラさん。汚けがらわしい」

「ゲスハラさん!?　汚らわしい!?」

　上原君がショックで青ざめている。対するコノハさんはと言えば、まるで親の仇かたきでも見るような目付きで上原君を睨んでいた。その脇わきでは天道さんとアグリさんが対処に困って固まってしまっている。

　僕はチアキと視線を合わせると、小声で確かく認にんを取った。

「えっと……コノハさんの中で上原君って、まだ、『カノジョ持ちなのに、そこに加えて天道さんや姉にまでちょっかいをかけているナンパ野や郎ろう』みたいな認識が続いてるの？」

「は、はい。自分も折に触れて多少フォローはしているのですが……その、具体的根こん拠きよが提示できず『で、でも上原君はいい人なんですよ？』みたいな、ぬるーい擁よう護ごばかりしてたら、なんか逆効果に……」

「ああ……チョロい姉を手玉に取っているリア充感出て来ちゃうよね、それだと……」

　まあ半分正解している気がしないでもないけど。チアキ、上原君大好きだし。最近なんか微び妙みようなニュアンス出してくるけど。

　僕らが苦笑いしていると、上原君が助けを求めるような目でこちらを見てきた。……いや助けてあげたいのは山々なんだけど、僕がフォローしてもチアキの二の舞まいだしなぁ。

　場が妙みような緊きん張ちよう感に包まれる中、天道さんがこほんと咳せき払ばらいをして場の注目を集めた。

「と、ところでお二人は、なぜここに？」

『え』

　途と端たん、なぜか僕をちらりと見ては、言葉に詰つまる星ノ守姉妹。そんな二人を見て、今度は天道さんとアグリさんが何故か頭をフル回転させている様子で目を細める中。更に更に、その対応を受けて、コノハさんもまたその顔つきを「有能生徒会長モード」とでも言うべき怜れい悧りな印象へと変へん貌ぼうさせた。

「仲良し姉妹で休日に遊園地へ来て、何か問題でも？　むしろあたしは、うちの姉をハブってゲーム同好会の男女四人で遊園地に来ている理由の方が気になっちゃいますけどねぇ？　なぁーんて」

『ぐ！』

　動どう揺ようする天道さんとアグリさん。……なんだこの、女性陣じんの間に漂ただよう不ふ穏おんな空気は。ぽけーっとしている僕と、しょんぼりしている上原君の、蚊帳かやの外そと感凄い。

　僕らが状じよう況きようをイマイチ飲み込みきれないでいる中にも、女性陣は視線で火花を散らせる。

　と、天道さんが、どこか周囲に見せつけるように、サラリと美しいブロンドヘアをかき上げた。……最近気付いたことだけれど、天道さんは天道さんなりに「天道花憐」スイッチを入れる時があるみたいで……今の所作も、どうもそれにあたるっぽい。

「あら、ごめんなさいねコノハさん。でも、私達も決して星ノ守さんを仲間外れにしたわけじゃないのよ？　でも私達ってほら……なんていうのか、『恋こい人びとがいる』四人だから」

『ぐ！』

　今度は星ノ守姉妹が二人揃そろって呻うめいた。……っていうかなぜチアキまでダメージ受けているんだ？　こいつ、恋人が欲ほしいとか思うタイプじゃなさそうだけど……。

　と、姉にダメージがいったことでコノハさんの中で更に火がついたのか、彼女は明らかに挑ちよう発はつ的な目を天道さんとアグリさんに向けた。

「つまり『ダブルデート』というわけですかぁ。へぇ『ダブルデート』。独り者のあたし達には羨うらやましい限りですぅ、『ダブルデート』」

『ぐ……!?』

　今度は天道さんとアグリさんどころか、僕と上原君もダメージを受ける。なにこれ超ちよう恥はずかしい。ダブルデートの連呼、超恥ずかしいんですけど！

　そんなコノハさんの無差別攻こう撃げきに対し、流石さすがに初対面のアグリさんも、彼氏への塩対応含ふくめ色々堪たえきれなくなったように声をあげた。

「はい、そうなんですぅ、亜玖璃達『ダブルデート』なんですぅ。『ダブルデート』。つまり、『恋人同志』二組による『デート』なわけでぇ。……えっと、ところで星ノ守姉妹お二人も、ここに、これから加わられますぅ？」

『ぐぅ!?』

　大ダメージを受ける星ノ守姉妹。……なんなのこの、ターン性の死し闘とう。リア充グループっていつもこんな胃の痛い状況にあるのかな……と僕は軽く尊敬の念を覚えたものの、上原君の様子を見るだに、流石にこれが通常営業というわけでもなさそうだ。

　仕方ないので、比ひ較かく的戦せん闘とうダメージの少ないであろう僕が、らしくないのは百も承知で場をまとめにかかることにした。

「あの、折角遊園地にいるんですから、交流深めるにしても、遊びながらの方が効率いいんじゃ……」

『ぼっちからアドバイスされた！』

「酷ひどい！」

　天道さん含め全員が声を合わせて叫さけぶ状況に、僕はここに来て最大級のダメージを受ける。そうか……僕、恋人にまでぼっち認定されてるのか……。知らなかったな。恋人がいるぼっちってのも、世の中には、あるのか……。……ふぅ。

　僕が露ろ骨こつに落ち込んでいると、場の全員が「しまった」と空気を察し、急激に僕へと気を遣つかい出す。

「あ、雨野君の言う通りね！　ええ、休きゆう憩けい所でいつまでも駄だ弁べるだなんて、そんなの、効率が悪いわ、ええ！」

「そ、そうですねー、天道さん。あたしとお姉ちゃんも、まだ、行っておきたいアトラクションありますし」

「へ、へぇ、星ノ守姉妹はこれからどこ回る予定だったんだ？」

「えとえと、《キズナダンジョン》っていうアトラクションなのですけど……」

「わ、わぁ奇き遇ぐう。亜玖璃達も丁度これからそれに行こうって話してたんだ！」

　……なんか知らないけど、皆みなが、僕をチラチラ見ながら仲よさげなやりとりを交かわす。どうやら場がまとまったらしい。理由がよくわからないけど。

　僕は一度大きく息を吐いて気分を切りかえると、話の流れに乗って姉妹に笑いかける。

「じゃあ、今後のことはさておき、とりあえず《キズナダンジョン》は一いつ緒しよに行こうか、二人とも！」

「うん！」「ですね！」「賛成ぇー」

　僕の提案に、チアキ、コノハさん、アグリさんが同意を示す。が……。

『え……？』

　なぜか、天道さんと上原君の表情がぎこちなく固まった。何か問題あるのかと僕が首を傾かしげると、二人は慌あわてた調子で取り繕つくろってくる。

「え、ええ、いいんじゃないかしら雨野君！　私も賛成よ」

「お、おう！　目的地が同じなら、何も問題ねぇよ、ああ！」

「？　そ、そう？　ならいいけど……」

　僕は少し引ひっ掛かかるものを感じながらも、「じゃあ……」とコノハさん達を促うながして休憩所を出て、キズナダンジョン方面へ向けて歩き出す。

　天道さんと上原君はそれに少し遅おくれてついてきながら、なにやら二人、ごそごそと小さくやりとりを交わしていた。

「六人の場合って…………確か……ちょっと面めん倒どうに……」

「ああ……だがこれぐらいならまだ想定済み…………」

「？」

　普ふ段だんから耳みみ聡ざとくいようと心がけている僕でも、流石に全すべては聴きき取れなかった。

「（次のアトラクション、六人だと何か問題あるのかな？）」

　キズナダンジョンとやらの概がい要ようを知らないので、僕にはなんとも言えない。

　若じやつ干かんモヤモヤしながら歩いてると、突とつ然ぜん、背後から天道さんが追いついてきて僕の隣となりに並んだ。

「雨野君、雨野君。次のキズナダンジョンだけど……ちょっと予定が狂くるったとはいえ、全然大だい丈じよう夫ぶだから」

「？　何がですか？」

「え？　あ、いや、なんていうか……。……その、キズナダンジョンって二人ペアになって挑ちよう戦せんするアトラクションなのだけれど、集団で行くと『ランダムカップリングシステム』が適用されちゃうのよね」

「え、つまり、好きな者同士で組むってことが出来ないんですか？」

「そういうことになるわね」

「……ふふっ、僕にとってのトラウマ命令である『好きな者同士で組めー』が実行出来ないなんて……ぼっちにとっては夢のようなシステムじゃないですか！　素す晴ばらしい！」

「うん、雨野君が何か後ろ暗い興奮を覚えているところ悪いけど。デートで来ている今回に限っては、普ふ通つうに邪じや魔まなだけのシステムよ」

　カノジョに冷たくあしらわれ、僕も正気を取り戻もどす。

「ま、まあそうですね。でも、そんなの、係員さんに言えば融ゆう通ずうしてくれるんじゃ……」

　僕の至し極ごく真っ当な反応に、しかし天道さんは頰ほおを押さえて溜ため息いきをついた。

「それがそうでもないのよ。このキズナダンジョン、元々コンパ目的アトラクションの側面強くてね。四名以上の複数名でいくと『絶対にランダム』と取り決められているの」

「ああ……成程、それでリア充達が『やだー』『しんじらんなーい』とか言ってキャッキャウフフする施し設せつなんですね。隕いん石せきぶつかれ」

「まさに今から男女複数名で行こうとしている人が何を言っているの？　とにかく、そういうわけだから、六人ともなると……」

「ああ、恋人同士で組める確率が減るわけですね。だったら、僕らが団体であることを隠かくして普通に二名ずつ入場すれば……」

「……星ノ守姉し妹まいになんて説明するの？」

「…………」

　じゃあ、カップル同士で入りましょう。あ、そんなわけで姉妹は二人で入ってね。うふふ、あはは、楽しみねぇ、ダーリン。…………。

「いじめですか」

「でしょう？　そんな提案、雨野君、出来る？」

「『好きな者同士で組め』という言葉の威い力りよくを知っている僕には、そんな悪あく魔まみたいな所業、死んでも出来ません！」

　集団の中で邪じや魔ま者もの扱あつかいされる怖こわさといったら、もう！　ぐっと拳こぶしを握にぎり込む僕に、天道さんが更さらに続けてくる。

「でも、じゃあ、このままなんの対策もせず、カップリングが完全ランダムで……たとえば上原君と雨野君で組むことになったら、どうです？」

「え、ちょっと照れますが、嬉うれしいです」

　はにかむ僕。目が死ぬ天道さん。

「想定外の回答にびっくりです。そこは『天道さんとがいい』と言って欲しかったわ」

「て、天道さんとがいい！」

　慌てて言い直す僕に、天道さんは「でしょう」とにっこり微笑ほほえむ。……怖い。

「そこで、私と上原君の出番です」

「天道さんと上原君の？」

「ええ。もうじき着くので詳くわしくは話せませんが……私と上原君は、この、本来ランダムとされるカップリングの規則性を知っているのです」

「え、どうしてですか？」

「それは勿もち論ろん、彼と事前に──」

　そこまで言ってごほんと咳せき払ばらいする天道さん。

「（か……彼と事前に!?）」

　ま、まさか、上原君と以前キズナダンジョンで遊んだことでもあるのだろうか。

　いよいよ濃のう厚こうになってくる敗北の予感に震ふるえる僕へ、天道さんが続けて来る。

「と、とにかく、私と上原君は、それぞれ、雨野君やアグリさんと意図的に組めるということよ。だから、貴方あなた達は慌てず普通にしていてくれればいいからと、伝えたかったの」

「は、はぁ」

　言われて見ると、少し前方ではアグリさんに上原君が似たような説明をしているらしかった。

　と、一番先頭を行くコノハさんがチラリと振ふり向いてこちらの様子を窺うかがって来る。計画がバレてはまずい。天道さんと上原君はすっと僕らから離はなれると、星ノ守姉妹に雑談を持ちかけにいった。

　取り残された僕とアグリさんは四人と少し距きよ離りを空けて合流し、素早くやりとりを交わす。

「……どう思う、あまのっち」

「……あえて心を鬼おににして客観的に見れば、五分五分、ですかね」

「そうよね。やっぱり客観的に見て、亜玖璃達を油断させておいて……その実あの二人で組む可能性は、大いにあるよね」

「ですね」

　そんな悲観的なやりとりを交わす僕ら。しかし……僕らの目に、絶望はなかった。

　なぜなら……。

「でさ、あまのっち。さっきは『客観的に見て』の話をしたけれど。『主観的に見た』場合は……今日、どう？」

「ふ……それ、聞きますかアグリさん。というか、聞くまでもないでしょう。気持ちは一緒のはずです」

「ふ……そうだね。愚ぐ問もんだったよ。亜玖璃から主観的に見て、今日の祐は……」

「ええ、今日の天道さんは……」

　僕らはそこで立ち止まり、四人からちょっと距離を取った上で…………叫んだ！




『魅み力りよく的すぎるでしょうよぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！』




　二人、たまりにたまった煩ぼん悩のうを吐はき出すように、しかしボリューム自体は出来るだけ抑えられるよう、地面に向かって言葉を吐き出す。

　そうして僕とアグリさんは興奮で顔を真っ赤にしながら、互たがいに向かって全力で惚のろ気けた。

「なんですか今日の天道さんの可愛かわいさは！　あれ絶対僕を誘ゆう惑わくしてますよ！」

「こっちだってそうだよ！　なにあの祐のイケメン具合！　壁かべドンされた時とか、亜玖璃、祐がイケメンすぎて死ぬかと思ったんだけど！」

「いやいやいや、僕だって、天道さんが僕にもたれかかってきた時なんか、僕の心臓の破は裂れつで遊園地壊かい滅めつするんじゃないかってレベルでしたよ！　あんまり醜しゆう態たい晒さらしてもアレなんで、耐たえましたけど！」

「亜玖璃もだよ！　壁ドン二回目とかあえて白けた空気出したけど、そうでもしないと、亜玖璃舞まい上がって大たい気き圏けんに突とつ入にゆうしそうだったからだし！　いやん、もう、うちのカレシ、あれ絶対アグリを誘さそってるね！　間ま違ちがいない！　主観的に見て！」

「僕だってそうですよ！　天道さんのアレはもう、完全に『カマーン』状態ですよ！　主観的に見て！」

「そう、主観的に見て！」

「はいっ、主観的に見て！」

「主観的に……」

「主観的に……」

　そこで二人……今までの興奮はなんだったのかというぐらい、落らく胆たんして肩かたを落とし……そして、叫さけぶ。




『客観的に見れば、完全に浮うわ気きのカモフラージュだけどね！』




　ぐぬぬと歯は嚙がみする僕ら。辛つらい。何が辛いって、この、僕ら二人だけが今日一日中通してライドしているアップダウンの激しいアトラクション『恋こいのジェットコースター』が最高に辛い。

　亜玖璃さんがげっそりしながら呟つぶやく。

「で、どうするの、あまのっち。さっきの提案……伸のるか、そるか」

「そんなの……実際伸るしかないでしょう。僕ら、システム分からないんだし……」

「だよね……」

　二人、はぁと溜息をつく。……互いの恋こい人びとの気持ちが読みきれないままのデートが、こんなに辛いとは。

　僕は隣で落ち込むアグリさんを見つめると……彼女のフォローと自身の鼓こ舞ぶを兼かねて、先さき程ほどから頭の片かた隅すみで考えていた、少し前向きな意見を口にした。

「でも、考えようによっては、これは最大のチャンスかもしれませんよ」

「どういうこと？」

「つまりですね」

　僕は指をぴんと立てて説明する。

「天道さんと上原君がカップリングの全すべてを握るこの状じよう況きよう下かだからこそ。もし彼女らが言うように、本当に、僕と天道さん、そして、アグリさんと上原君のカップリングになったのなら……」

　そこでアグリさんは、ハッとした表情を見せる。

「そうかっ、それこそ、二人の気持ちの証明になる！」

「そういうことです。あの二人が互いを本当に好きなら、流石さすがにこんな絶好のチャンスでまで、カモフラージュのための動きなんてしないでしょう」

「つまり二人が亜玖璃達をちゃんとパートナーに選せん択たくするということは……」

「もう素直に、イコールで、僕達を想おもってくれていると判断して、いいんじゃないでしょうかね。それは最も早はや自うぬ惚ぼれじゃあ、ないはずです」

「そしてそして……その確信を得た時こそ……」

「ええ、そうです。その時こそ僕らはいよいよ、ヘタレの汚お名めいを返上すべく、事前の打ち合わせ通り……」

　そこで僕らは、互いの目をしっかり見つめ合うと。

　決意に満ちた顔で、二人、ハッキリと、告げたのだった。




『既き成せい事じ実じつを、作りに、動く！』





上原祐






「六名様ご一いつ緒しよでよろしいですか？」

「はい、お願いします」

「かしこまりました。では、セッティング致いたしますので少々お待ち下さい」

　キズナダンジョン係員のおねーさんが施設奥へ消えていくのを見守りながら、俺はちらりと背後の同行者五人の様子を窺った。皆みなで軽く談だん笑しようこそしているが、常に妙みような緊きん張ちよう感が漂ただよっているのも否いなめない。と、中でも一人どことなく距離があるコノハちゃんと目が合う。相変わらず彼女は俺を強く……そしてどうにも胡う散さん臭くさげに睨にらんで来たため、俺は即そく座ざに視線を逸そらし、見るとはなしに施し設せつの奥へと続く扉とびらを見つめた。

「（あそこ入ってすぐの広間で、ヘッドフォン選択タイムなんだろうな……）」

　ここの職員を叔父おじに持つ友人、雅まさ也やから先日仕入れた情報を今一度頭の中で反はん芻すうする。

「（一人一つ割り当てられる防音ヘッドフォンだが、そのＧというロゴの発光部分は六色に色分けされており、その色によって、カップリングが決まる、と）」

　このあたりまでは、パンフレットや公式ＨＰにもアナウンスされている情報だ。「誰だれとカップルになるかは、運命の神様次し第だい!?」なんて煽あおり文句までついていたりする。

　が、実際の所……その組分けパターンはランダムどころか完全に定型らしい。

「（確か、青と赤、黄色と緑、白と橙だいだいの組み合わせで確定……だったよな）」

　雅也から聞いた組分けパターンを再確認する。

　つまりは、亜玖璃が青のヘッドフォンを取れば俺は赤を、黄色のヘッドフォンを取れば俺は緑を即座に確保すれば、それで狙ねらい通りのカップルになれるというわけだ。当然、この情報は天道も共有している。ちなみに、雨野や亜玖璃に教えないのは、勿論、ヤツらがまた変な動きをしてゴチャゴチャした事態にならないためだ。

「（しかし星ノ守が合流すると事前に知ってりゃ、彼女と雨野を組ませたんだが……）」

　しかしこればっかりは仕方ない。なにせ当初は星ノ守姉妹の存在などなく、あくまで俺達四人だけでここを訪おとずれ、互いの恋人に対して「わぁ、この組分け、やっぱり運命かも！」なぁんて思わせる予定だったのだ。まあ不幸中の幸いなのは、このアトラクションの最大人数たる六人の時の組分け色パターンまで、俺と天道がキッチリ覚えていたことか。

「（しかし、何度思い返してもザルすぎる酷ひどいシステムだな……）」

　実際雅也は以前何食わぬ顔でこのシステムを利用して、今のカノジョ……美み嘉かと組むことに成功したらしい。中々にえげつないアトラクションだ。情報強者だけが得をする。

「（とはいえまあ、ランダムすぎて誰も得しないよりはマシだろう……）」

　たとえば俺達の場合でいくと。このまま姉妹含ふくめて完全にランダムなら、俺と雨野だったり、亜玖璃とコノハちゃんだったりと、「誰得」みたいなカップリングになる可能性まであるわけで。

　だったら、恋人同士で組むという可愛いズルぐらいは、許されていいだろう。

　と、俺がそんなことを考えていると、ドアが開いて係員のおねーさんが戻もどってきた。右耳にアナウンス用と思おぼしきインカムを装着している。

「はい、お待たせいたしました。では、六名様、奥へお進み下さい！」

「どもっす」

　俺はぺこりと頭を下げると、おねーさんに続いて先頭を行く。

　扉をくぐった先は、円形の広間になっていた。壁へき面めんには六つのドアが配置されており、部屋の中央には台の上に六色のヘッドフォンが並んでいる。

　俺達全員が入室したところでドアが閉まる。と同時に照明が落とされ、仄ほのかな灯あかりしかない暗くら闇やみの中でおねーさんの説明が始まった。

「はいっ、というわけでここにおられる六人は、現在、人類の、最後の生き残りになってしまいましたぁ！」

『…………』

　唐とう突とつな謎なぞの世界観説明についていけず、リアクションに困る俺達。……あ、いや、なんか星ノ守だけは目を輝かがやかせて聞いていた。うん、お前こういう超ちよう展開好きそうだよな。

　おねーさんは俺達の戸と惑まどいなど見なかったかのように、進行を続ける。

「たーいへん！　このままでは人類は滅めつ亡ぼうしてしまいます！　皆みな様さまにおかれましては、是ぜ非ひ、早急に然しかるべきパートナーを見つけ、子孫を残していただかなければ！」

『…………』

　今度は違ちがう意味でリアクションに困る俺達。薄うす暗ぐらくてよく分からないが、恐おそらくは、全員少し頰ほおが紅あかいことだろう。気まずい。なんて気まずい、直接的な設定なのだ。家族連れで来た時などはどうするつもりなのだろう。きっと違う世界観なのだと信じたい。

「そこで当研究所が開発しました『緊きん急きゆうラブプログラム』の出番です！」

『き、緊急ラブプログラム……！』

　期せずして全員のひきつった声が重なった。なんだろう、あまりに恥はずかしくて、一周回って口に出したい言葉だったのだ、緊急ラブプログラム。

　しかし流石おねーさんはプロ。顔色一つ変えずハイテンションな説明を続ける。

「まずこれから皆様には、目の前にある色とりどりのヘッドフォン型装置『グレートラブ』を一人一つずつ選んで装着して頂きます！」

『ぐ、グレートラブ！』

　またも六人の声が重なる。今度はそのセンスが何周かしすぎて、全員若じやつ干かん興奮気味だった！　っつうかあの「Ｇ」のロゴ、グレートの意味かよ！　逆に凄すげぇなおい！

「色は直感で選んで頂いて結構です。そうして全員が『グレートラブ』を装着しましたら、そこから先は、各々『グレートラブ』から聞こえてくる音声案内に従って行動して下さい」

『はーい』

「また、当施設ではこの先、基本的に真っ暗闇の中を二人、手を繫つないで数分間歩き回ることになりますので、くれぐれも走ったり、暴れたり、適てき宜ぎ音声ガイドの流れる『グレートラブ』を外したりしないよう、お願い致します」

『はーい』

「さてさてさて、お待たせ致しました！　それでは皆みなさん……偉い大だいなる愛の旅路、略して『ＧＬＪ』へ、行ってらっしゃいませぇ！」

『グレートラブジャーニィッ！』

　ビシッと全員で声を揃そろえて叫び、おねーさんに敬礼する！　恋れん愛あいに関する妙な緊張状態の中から、突とつ然ぜんこの薄暗い空間に連れ込まれて独特な世界観説明を受けていたせいか、全員が、ちょっとしたトランス状態だった。

　流石に引いた様子のおねーさんがこほんと咳せき払ばらいをする。と同時に俺達は催さい眠みんが解けたようにハッとし、敬礼を解いた。そして──。

「あ、じゃあ、早さつ速そくヘッドフォンを選ぼうか？」

　──雨野のその提案を受けた刹せつ那な。

　この重要局面で速すみやかに適切な対処を為なすべく、俺と天道は、密ひそかに身構えたのであった。





星ノ守心春このは






「（な、なんかマズイ気がする！）」

　ヘッドフォン選択フェイズになった刹那、あたしの背筋にゾワッと悪お寒かんが走った。

　慌あわてて周囲を見み渡わたす。薄暗い室内では現在、雨野センパイと、アグリとかいうギャル女が率そつ先せんしてヘッドフォン選択を始め、その背後には……なにやら目を妙にギラつかせたゲスハラと天道さんの姿があった。

「（なんか分からないけど……数々のエロゲーをクリアーしてきたあたしの直感が告げている！　ここが、ルート分ぶん岐きの重要ポイントだと！）」

　雨野センパイは今にもヘッドフォンに手を伸のばしそうである。背後でまごまごしている姉に意見を求めている暇ひまはない。とにかくあたしが動かないと！

　雨野センパイが、青く発光したヘッドフォンに手を伸ばす。

「えっと、じゃあ、僕はこれにしようかな……」

　そう言いながら……なぜかチラリと天道さんを見やる雨野センパイ。と、天道さんはなにやらこくりと頷うなずくと、素す早ばやく赤いヘッドフォンに手を伸のば──

「チェストォッ！」

「え!?」

　──事情は分からないがとにかく「ここだ」と見定めたあたしは、大きく声をあげて一息に前方へと踏ふみ込むと、天道さんが驚おどろいた隙すきに赤いヘッドフォンを奪うばい取った。驚く雨野センパイと天道さんに、あたしは少し息を切らせながら、にこりと微笑ほほえむ。

「あ、あたし、赤が今日のラッキーカラーなんですぅ」

『そ、そうなんだ……』

　そう言って、雨野センパイは何か戸惑った様子で天道さんに意見を求めるような視線を向ける。天道さんはと言えば……相変わらず笑え顔がおながら、どこか焦あせりを隠かくせない様子で雨野センパイに寄った。

「え、えっと雨野君、私、雨野君には青より緑が似合うと思うなぁ……なんて」

「へ？　あ、そ、そうですか天道さん？　えっとそれなら……」

　なにやら不ふ穏おんなやりとり。雨野センパイが何か察して青を置きかける。が、その刹那……。

「じゃあ、亜玖璃、黄色にしよっかなー」

　状じよう況きようが分かっているのか分かっていないのか、ギャル女が無む邪じや気きに黄色のヘッドフォンを手にした。

　途と端たんに、なぜかギョッとした反応を示すゲスハラと天道さん。このリアクションを見て、ようやくパズルのピースが揃い……あたしは状況を全すべて、察した。

「（やはりっ、この二人は間違いなくカップリングの色パターンを把は握あくしている！　雨野センパイとギャル女の方は、恐らく二人の指示待ち！）」

　あたしの有能さを舐なめて貰もらっては困る。美び貌ぼうでは天道花憐に一歩譲ゆずろうとも、悪わる巧だくみでまであたしを出し抜ぬこうなんざ百年早い。隠れエロゲマニアなめんなっつーの！

「（更さらにこれまでの天道さんやゲスハラのリアクションから推察するに、青と赤、緑と黄色、橙と白がカップリングパターンと見て間違いない！　つまりは……）」

　あたしが赤を確保している現状、雨野センパイにはそのまま青でいてもらうべき！

「（状じよう況きよう把は握あく出来てないお姉ちゃんには悪いけど……これ、真しん剣けん勝負だし！）」

　あたしはぽけっと突つっ立たっている雨野センパイの傍そばに寄ると、その肘ひじをぐいっと引いて、他のヘッドフォンが置かれた台から離はなした。

「じゃ、雨野センパイは青、あたしは赤、アグリさんは黄色で確定で！」

『な』

　ゲスハラと天道さんが案の定心外そうな顔をする。よし……更にだめ押しだ！

　あたしは雨野センパイから離れて再びヘッドフォン台に戻ると、今度は緑を──ギャル女の相手枠わくを確保した。

「あ、お姉ちゃんの分も取っといたよ！　お姉ちゃんって、緑似合うよねー！」

　お姉ちゃんをゲスハラと組ませるのだけは避さけたいからね。

『な！』

　と、ゲスハラと天道さんの顔がいよいよ蒼そう白はくになる。……ふふ、いい気味。小こ賢ざかしい企たくらみをするからこういうことになる。あたしとお姉ちゃんを邪じや魔ま者もの扱あつかいだなんて、許さないんだから。……いやまあ、ダブルデートの邪魔者なのは確かだけどさ。で、でも、うちの可愛かわいい姉をハブった罰ばつぐらいは受けて貰わないと！

　と、ようやく少し事態の異常さに気付いたらしきギャル女が、動どう揺ようした様子で彼氏の方を見る。

「えっと、祐？　これ、どうしたら……」

「亜玖璃……じゃ、じゃあ……黄色は一いつ旦たん戻もどして……。お、おい雨野！　お前、やっぱり緑が似合うって、うん！　星ノ守と交こう換かんして貰──」

　なにやらまた小細工が始まりそうだ！　あたしは咄とつ嗟さに雨野センパイのヘッドフォンを奪い取ると、それを彼の耳にかけてやった。

「？　上原君、なんだって？」

「だから雨野、星ノ守と交換──」

　ゲスハラがそう声をあげかけるも途と中ちゆうでやめて舌打ちする。

「ちっ、防音か！　おい雨野──」

　ゲスハラが直接雨野センパイからヘッドフォンを外そうと近付いてくる。あたしは慌てて雨野センパイの手を引くと、彼の戸惑いにも構わず手近なボタン式のドアを開き……なにやらエレベーターのような狭せまい空間になっていたそこへ、無理やり押し込んだ。

「え、ちょ──」

　雨野センパイは動揺してあたしに抗こう議ぎをしかけるも、時既すでに遅おそし。ドアは自動的に閉まると、即そく座ざにロック状態になり、そして……上部のランプ表示が青く光った。

　一連の激しい頭脳戦の模様がよく分かっていない様子で、おねーさんが補足してくる。

「あ、《グレートラブ》を装着しましたら、それぞれ、一人一つドアを選んで入って頂きます。その先はエレベーター的な『移動個室』となっておりまして、全員が収容された時点から、それぞれの色しき彩さいに合わせまして移動開始。暗闇のカップル合流スタート地点まで運ばれますと……と、この辺は《グレートラブ》の説明ガイドで流れるのですが」

　言外に「いいからさっさと選んで装着しろやリア充じゆう共」という雰ふん囲い気きを漂ただよわせるおねーさん。……知ったことじゃないわ。こちとら今、命がけの真剣勝負中なのよ。

　ゲスハラが舌打ち混じりに呟つぶやく。

「つまり、雨野は青で確定か……」

「ということは……」

　天道さんがあたしの持つ赤いヘッドフォンを見つめてきた。

　……場の空気がひりつく。下手をすると、今からガチの肉にく弾だん戦が始まりかねない。

　あたしは赤と緑のヘッドフォンを持ったまま、ジリジリと壁かべに沿うようにして彼らから距きよ離りを取った。雨野センパイに暗くら闇やみで色々出来るチャンス、逃にがすもんですか……と。

「わっ」

　手が何かに触ふれたと思った途端、それまで背を預けていた壁が消失してバランスを崩くずす。

「（しまったっ、隣となりの《移動個室》ドア！）」

　気付かない内にそのドアへ背を預けたまま「開」ボタンを押してしまったらしい。

　背中から室内に倒たおれ込むと同時に、手から一つヘッドフォンが零こぼれ落ちて行く。あっと思った次の瞬しゆん間かんには、無情にもあたしの前のドアは自動的に閉まり、そして……。

「…………そ、そんなぁ……」

　あたしの手元に残ったヘッドフォンは……緑色に、虚むなしく、輝かがやいていた。





亜あ玖ぐ璃り






「（あんなに分かりやすく人に天てん罰ばつ当たるとこ、亜玖璃、初めて見たかも……）」

　なにやら散々暴れ回った妹さんが、どうやら目的とは別のヘッドフォンを手にしたまま、狭い移動個室に倒れ込み、そのままドアが閉じるという、一連の顚てん末まつ。

　それを目もく撃げきした時。亜玖璃は正直──かなりスカッとしてしまった。

「（なーんか気に食わなかったんだよねぇ……あの子）」

　実際今のくだりでも本ほん性しようが見みえていたけれど、こう、あのコノハって子、妙みようにねこ被かぶっている感じがするというか……。

「（高校デビューした亜玖璃だから、余計感じるのかもだけれどさ）」

　まあ気に食わないとは言っても、別に芯しんから悪い子だと思っているわけでもない。今の流れを見ても、「面白人間」の気配が濃のう厚こうに漂っているし。

　まあなにはともあれ、これで無む駄だに騒さわがしいのはいなくなった。

　亜玖璃は手に黄色のヘッドフォンを持ったまま、未いまだ呆ほうけた顔の祐に近付いて行く。

「えっと、それで祐。亜玖璃はこのまま、黄色でいいのかな？」

「え、あ、いや、そうだな……」

　考えを纏まとめ直すように祐が頭を搔かく。と、その横では天道さんが、コノハちゃんの落としていった赤いヘッドフォンを手にとり、ニヤリと微笑んでいた。……ちょっと怖こわい。

「じゃあ、上原君、私も先行ってますね」

　ニッコニコと上じよう機き嫌げんな様子で振ふり返りつつ、赤のヘッドフォンを装着しながらそんな挨あい拶さつをしてくる天道さん。彼女は亜玖璃達が見送る中、素早く《移動個室》に入っていった。これで、既に六つあったドアのうち三つが、青・緑・赤で確定だ。

　残るは亜玖璃と祐、そして星ノ守千秋。

　祐は残る白と橙だいだいのヘッドフォンを手に取ると、橙の方を亜玖璃に渡わたして来た。

「じゃあ、亜玖璃は、橙で。俺は白。な？」

　……よく分からないが、どうやら、これでカップルになれるらしい。亜玖璃は橙を受け取ると、余った黄色を星ノ守さんに渡すべく、彼女の方を見た。

　──と、彼女はなぜか、未だ部屋の入り口付近に突っ立っていた。これだけ妹が暴れていたのに何も思わなかったのだろうかと不思議に思っていると、彼女は亜玖璃達の視線に気付き、慌てた様子でぺこりと頭を下げて近寄ってきた。

「すす、すいません。なんか自分、ガイドの方とは別の、受付から追いかけて来た係員さんに話しかけられてしまって。えっと、それで……あ、あれ？　他の皆みなさんは？」

　どうやら妹さんのゴタゴタはまるで把握していないらしい。……まあ、それはそれでいいか。

　亜玖璃は「はい」と黄色のヘッドフォンを渡しつつ彼女に微笑みかけた。

「それして、まだランプ点灯してない《移動部屋》に入ったら、始まるって」

「いどうべや？」

「うん、なんか中がエレベーターみたいになってんの。色に応じて勝手に移動して、組む相手のいる暗ーいスタート地点まで連れてってくれるらしいよ」

「ほへー、なんか凄すごいですね。分かりました、ありがとうございます！」

「あ、う、うん……」

　屈くつ託たくなく笑われて、なんだか少しズキリとしてしまう。……やっぱりこの子は、あまのっちによく似ている。特に、無む垢くで純じゆん粋すいで……だから、なんだか不思議と応おう援えんしてしまいたくなるあたりが、特に。

「……あの」

　思わず、彼女が祐と組めるよう、ヘッドフォンの交換を申し出てしまいそうになる。が、祐に「行こうぜ亜玖璃」と笑いかけられて、亜玖璃は思いとどまった。

「（……そうだよね。こういうことにおける『同情』みたいなのって、逆に、最低だよね……うん！）」

　亜玖璃は改めて決意し直すと、ヘッドフォンを装着し、残りのドアへと向かう。

　そうして、狭い《移動部屋》に入り込んで振り返ると、丁度、祐と星ノ守さんも部屋に収まるのが見えた。

「（それに……このヘッドフォンで祐と組めると決まったわけじゃ、ないんだよね）」

　一応、今の流れ的に九割方祐を信じてはいるものの……まだまだ、祐が天道さんと組もうとしている節が完全にないとは言えないわけで。

　ドアが自動的に閉まる。と、ふと部屋の上部に小さくモニターが取り付けられているのが見えた。

「（あれ、これ、さっきまで居た部屋の光景？）」

　なんでだろう、と考えている間にも、モニターの電源が切れた。思わず首を捻ひねるも、すぐにその理由へと思い当たった。

「（あ、先に《移動部屋》に入っちゃった人用の、中ちゆう継けいモニターか）」

　自分以外の人がどの色を選んだのか、確かく認にん出来るようになっていたらしい。そして全員が《移動部屋》に入った今、これ以上中継の意味もない、と。

　と、そんな考え事をしていると突とつ然ぜん足あし下もとががくんと揺ゆれた。どうやら、部屋がスタート地点へ向けて移動を始めたらしい。同時に、元々微かすかだった照明が、更さらに絞しぼられていく。最終的には最も早はや装着したヘッドフォンの淡あわい発光部分しか光源がなくなる。

「（でも、これも耳に装着しているから、自分じゃ見えないなぁ……）」

　まあ、元々真っ暗闇で相手だけを頼たよりとして、イチャつくアトラクションなのだから、こうじゃなきゃ意味がないんだろうけど。

「（…………やばい、なにこれ、狭くて暗い場所に一人とか……超ちよう心細い）」

　防音ヘッドフォンのせいで音もなく、ただその身体からだに移動から来る微かなＧが感じられるだけの、小さな棺ひつぎの如ごとき空間。

「（祐……）」

　あまりに心細くて、ぎゅうっと祈いのるように胸の前で拳こぶしを握にぎって、カレシの姿を思い浮うかべる。

「（神様……カップリングの相手が、どうかどうかっ、祐でありますように！）」

　そう、必死で祈る亜玖璃。確か祐のヘッドフォンの色は……白だったっけ。

　と、そんなことを考えていると、部屋の移動が止まった。どうやらスタート地点に着いたらしい。

　真っ暗闇の中、目の前のドアが開く気配。その奥に広がるのは……やっぱり暗闇。

　しかし次の瞬間、そこに、微かな……淡い、ヘッドフォンの光がゆらめいた。

「（神様……！）」

　かくして、その色は……。

「…………！」

　まさしく、亜玖璃が必死で神に願い続けた色────白、だった。





雨野景太






「（赤だ……。……赤。つまり……！）」

　目の前のヘッドフォンの色を見て、ごくりと唾つばを飲み。

　それから、ゆっくりと、確認のために今一度、中継モニターに映っていた光景を思い出す。

「（……そうだよね。確かに、赤のヘッドフォンは、コノハさんの手から落ちて……結果的に天道さんが、持っていった。そのはずだ）」

　何度確認してみても、やはり、相手は天道さんで間ま違ちがいなさそうだ。

　僕の中に……彼女が自分を選んでくれたという、えもいわれぬ感かん慨がいが広がる。

　と、僕が一人若じやつ干かん涙なみだぐんでいると、ゆっくりと、闇やみの中を「赤」が近付いて来た。慌あわてて僕も壁に手を這わせつつ、恐おそる恐おそる前へ歩き出す。

「（……距きよ離り感がまるで摑つかめないな）」

　暗闇が、本当に、暗闇すぎる。事前に説明はあったけれど、本気で相手のヘッドフォンの微かな発光しか見えないとは。それ以外は自分のヘッドフォンの光さえ感じられない始末だ。

「（大だい丈じよう夫ぶだろうか、これ。ちゃんとクリア出来るのかな？）」

　不安に苛さいなまれなが歩き続けると、とんと、いきなり手に何かが触れた。びくっと一瞬怯おびえてしまうも……どうやら、いつの間にかすぐ目の前まで来ていた相手の手だったようだ。

　赤と二人、そろそろと手を伸のばし合い……そうして、互たがいの手をしっかりと握り合う。

　瞬間、僕は「あ」と間ま抜ぬけな声を出してしまった。すぐに後こう悔かいして恥はずかしく思うものの、そういえば防音ヘッドフォンで相手には何も聞こえていないのだと思い出し、ホッと胸を撫なで下ろす。

「（……まさか、闇の中で繫つないだ手の温もりに、こんなにドキドキするだなんて……）」

　これまでも天道さんの手を握ったことは数回あったし、その際も勿もち論ろんドキドキはしたけれども──これはこれで、また、全く別の感覚だった。

　安心感やら、緊きん張ちようやら、「守りたいという」責任感やら、「守られている」という実感やら……色々な感情が、わっと、闇の中から一気に押し寄せてくる。

「（リア充御ご用よう達たし施し設せつを認めるのは悔くやしいけれど……これは……確かにクるなぁ）」

　カップルにも、片想いの人にも、とにかく効果は抜ばつ群ぐんだ。

「（……と、いけないいけない）」

　このままボンヤリしていてもしょうがない。それにこういう時は……やっぱり、男が、リードしないと。アグリさんだったら、そう言うはずだ。

「行きましょう、天道さん」

　声が届かないのは分かりつつも、僕はそう彼女に声をかけ、こくりと頷うなずいて見せる。と、ヘッドフォンの動きで意図が伝わったらしく、彼女もまた、こくりと頷き返してくれた。

　僕はその様子を見て……いよいよ覚かく悟ごを決めた。

「（彼女は、僕を選んでくれたんだ。これでまだ『自分に自信がない』とか言い訳にして逃にげるのは……絶対違う！）」

　心臓がばくばくと早はや鐘がねを打つ。息が苦しい。それでも僕は……闇の中でしっかりと目を見開き、強く決意する。

「（ここしかない！　この二人きりの闇を利用して……僕は……ぼ、僕は、今こそ、自分から、天道さんに、気持ちを伝えるんだ！　なにより、確かな、方法で！）」

　僕らは、汗あせばんだ手を互いに強くぎゅっと握りしめ合うと。

　二人、ゆっくりと、暗くら闇やみの迷めい宮きゆうへと踏ふみ出していったのだった。





天道花憐






「（あ、雨野君、緊張しているなぁ……）」

　二人で迷宮の探たん索さくに乗り出してから、かれこれ三分。私達カップルの進行は実に遅ち々ちとしていた。なにせ……雨野君の動きが、正直、鈍にぶい。

「（元々余よ裕ゆうのない人ではあるけれど……今回はまた特別ガチガチというか……）」

　繫いだ当初は相変わらず女の子みたいにすべすべしていた華きや奢しやな手も今はじっとりと汗ばみ、暗闇の中唯ゆい一いつ私の視界に入る彼が装着した青色のヘッドフォンは、キョロキョロしすぎて残像が残る程ほどに闇の中を動き回っている。

　そして、彼のそんな動どう揺ようを見ると、なんだか私まで……緊張してきてしまうわけで。

　結果、私達はうまく闇の中を歩けずにいた。

「（基本は一本道で分ぶん岐きもないのだから、暗闇とはいえそこまで攻こう略りやくに時間がかかるアトラクションでもないはずなのだけれど……）」

　そこまで考えて少し「ぐぬぬ」と焦じれたあたりで、私はハッとする。

「（だ、ダメじゃない！　そういうところよ、天道花憐！　なに若干タイムアタック要素に想おもいを馳はせて苛いら立だってしまっているの！　で、デートって、そういうことじゃないでしょう！）」

　油断するとすぐにゲーマー根こん性じようが顔を覗のぞかせてしまう自分を、慌てて窘たしなめる。

　反省の意味も込めてキュッと雨野君の手を握り直すと、彼は一いつ瞬しゆん動どう揺ようしたように身体を緊張させながらも、少しして、遠えん慮りよがちに手を握り返してきてくれた。

　…………。

「（……うちの彼氏、可愛かわいすぎるでしょう！）」

　もう正直、この暗闇も相あい俟まって、こちらからガバッと襲おそい掛かかりたい勢いだ。

　だけど私は上原君との事前の作戦会議を思い出し、今一度自制する。

「（違うでしょう、天道花憐！　今日の目的はあくまで……『相手から来て貰もらう』カタチでの、既き成せい事じ実じつの成立！　そのためにここまで、心底恥ずかしい誘ゆう惑わく行こう為いを繰くり返してきたのでしょう！）」

　ここで私が雨野君を襲ったら、それはある意味大敗もいいところだ。オンラインゲームで相手の挑ちよう発はつモーションにまんまと乗せられて、勢いに任せた無策の攻こう撃げきを仕し掛かけるに近い愚ぐ行こう。恋こいに対しても煽あおり耐たい性せいを身につけなさいな、天道花憐！

　私は気持ちの昂たかぶりをぐっと抑おさえ、代わりに、雨野君側の気持ちを昂ぶらせるべく、ヘッドフォンの位置であたりをつけてから、つんっ、と、軽く彼の頰ほおを突ついてあげた。

「!?」

　明らかに動揺した様子で青のヘッドフォン揺れる。……効果は上々だ。

「（よし、このまま、どんどん攻せめていくわよ！）」

　私は決意を新たにすると、意い気き揚よう々ようと、再び暗闇の中へと足を踏み出した。





星ノ守千秋






「（ほ、ほっぺた、ツンってされた！）」

　自分はたった今パートナーから仕掛けられた行こう為いに、動揺して思わず立ち止まってしまいました。

「（ど、どどどど、どういう……！　こ、これは……どういう!?）」

　目の前のパートナー……青く発光したヘッドフォンを着けた人物を見つめ、自分はしばし呆ほうけます。

「（え、あ、青って、その、確か、ケータ、でしたよね？）」

　九割方そう確信しているものの、自分の中ではイマイチ確信が持てません。というのも、例のヘッドフォン選せん択たくイベント中、自分は背後からやってきた係員さんに声をかけられ、どっちに対しても気がそぞろだったものですから……。

「（で、でもでも……コノハが緑だったことと……あとあと、上原さんが白だったことは、なんとなく覚えてますです）」

　ということは、少なくとも、相手がこの二人ではないわけで。それに……。

「（天道さんや亜玖璃さんが、自分にこういうことするとも思えないですしね……）」

　自分で自分のヘッドフォンの色は確認出来ませんが、相手にはその色から、こちらが星ノ守千秋だと分かっているはずで。その上でこんなことをしてくるのは、やはり……。

「（け、ケータが……自分に……こんな……）」

　それはいつもの、からかい半分の行為かもしれません。いえ、きっとそうなのでしょう。

　しかしそれでも自分は……自分は……！

「（け、ケータが悪いんですからね？　ケータがそういうことするなら……じ、自分だって、その、た、多少攻めるぐらい、したってバチは……）」

　ドキドキと胸が高鳴ります。

　自分は数回深呼吸を繰り返して、決意を固めると。

「っ」

　相手が若干戸と惑まどうのにも構わず、互いに汗ばんで感かん触しよくを楽しむどころではない手を強めに引いて、闇の中を歩き出したのでした。

　…………。

「（……そういえば、さっき係員さんが慌てて訊たずねてきた『つい最近導入されました、新しいシャッフル機能をお試しされるつもりは～』云うん々ぬんはなんだったんでしょうかね）」





三み角すみ瑛えい一いち






「はぁ……」

　一人、壁かべに背を預けて溜ため息いきを吐つく。休日の昼下がり。遊園地の往来を行く人は皆みな、ボク……三角瑛一とは違い、実に楽しげな表情を浮うかべていた。

「（理り姫きに誘さそわれて遊園地に来てみたまではいいけど……なんだかなぁ）」

　ポケットからミントタブレットを取り出し、三粒つぶほど一気に口内へと放ほうり込むも、気分はそう晴れなかった。

　空を見上げて現実逃とう避ひの如ごとくゲームに想いを馳せていると、ふと、最近ゲーム部に雨野君が来た時のことを思い出した。

「（彼とは大して絡からめなかったけど……そうそう、ゲーム部員がそれぞれ、色んな異常事態に巻き込まれているって話はしたっけ）」

　そこまで考えたところで、すぐにまたこの現実へとぶちあたって溜息をついてしまう。

「（ゲーム部の人達って、ボクの話を聞くとなぜかすぐに理姫をヒロインめいた存在として扱あつかうけれど……実際問題、理姫はボクのことをまず間違いなく嫌きらっているんだよなぁ）」

　ゲーム部の皆の気き遣づかいには悪いけれど、理姫がボクのことを気に入っているというのだけは絶対にない。断言する。

　なにせ、遊園地誘ってくれた時だって。

「た、たまたま無料チケットがあって、もったいないだけなんだからね！　勘かん違ちがいしないでよね！　す、好きとかじゃ、全然、ホント、ないんだからね！」

　と視線を逸そらしながら釘くぎを刺さされるぐらいだし。

　いざ遊園地に来て見れば、彼女、なにやら終始緊張した様子で俯うつむいて無口だし。

　更さらにはボクが一念発起して、この、いかにも男女が仲良くなれそうなアトラクション《キズナダンジョン》に誘ってみれば……理姫は怒いかりなのかなんなのか、顔を急激に真っ赤にして、「お、おお、お手洗い行ってきます！　べ、べべ、別に化け粧しよう直なおしとか、心の準備とかじゃ、ないんだからね！」と走り去る始末。

「（ホント……こういうエピソードを沢たく山さん話しているのに、どうして、ゲーム部の人達はすぐに理姫へ『ボクのこと好き設定』をつけるんだろう。はぁ……虚むなしい）」

　きっと、ゲーム部の人達はゲームのしすぎで、ちょっと恋れん愛あいとかに鈍どん感かんになりすぎなんだろうな。まったく、困ったものだよ。

　まあ一方で、妙みような部分で賢さとかったり鋭するどかったりする雨野君も、それはそれで困りものなのだけれど。

「（そういえば、雨野君って今日は何しているんだろうな？）」

　彼の休日は想像がつくような、つかないような。相変わらず一人で楽しくゲームでも遊んでいるのだろうか。それとも、天道さんと楽しくデートかな？　どちらにせよ、羨うらやましい。ホントに、心底、羨ましいや。

　──と、今一度ボクが大きく溜息を吐つこうとした、その時だった。

「え、シャッフル機能、オンにしたんですか？」

　突とつ然ぜんドアの開閉音がしたかと思うと、どこからか雑談が聞こえて来た。

　壁の端はしからそっと覗き込んで見ると、職員らしき男女が施し設せつの裏口と思おぼしき場所から出て来ている。

「（ああ、そういえばここ、《キズナダンジョン》の裏手だったもんね）」

　なんとなくボクが息を殺してしまっていると、女性は露ろ骨こつに不満そうな態度を見せた。

「ちょっと、聞いてないですよー。彼らにそういうアナウンスしてないんですけどぉー」

「いいんじゃない、別に。怪け我が人や人死にが出るようなアトラクションでもなし」

「（うーわ、なんか気まずいなぁ、遊園地で従業員さんの裏の会話聞くとか……）」

　そう思ってげんなりするものの……しかし、お手洗いに行っている義妹の理姫と「ここで待ち合わせ」と約束したからには、下手に動くわけにもいかない。

　ボクは溜息を吐き、職員の会話から出来るだけ意識を逸らそうと、スマホをいじり始めた。実際しばらくはそれで多少間が持った。が──。

「ええっ、シャッフル機能って、《グレートラブ》の色まで変わるんですか!?」

　女性職員の甲かん高だかい声に、意識が引き戻もどされる。……これはもう、完全無視は無理そうだ。

　ボクは諦あきらめるとスマホをしまい、流れに任せて、職員さん二人の会話にこのままぼんやり耳を傾かたむけることにした。

「そう。だって、完全に相手が誰だれか分からなくなるモードだからね。装着したヘッドフォンの色がそのままじゃ、意味ないだろう？」

「それって……ちょっと、いくらなんでも、冒ぼう険けんすぎません？」

「いやいや、人によっては好きだよ、こういうの。既すでに何回かお試ためししているんだけど、大たい概がいの若者集団が、広場での『お披ひ露ろ目め結果発表』時にゲラゲラ笑って『お前だったのかよー！』みたいに盛り上がってくれるからね」

「いやそれは、全員がそういう前提だからですよね？　でも今の人達には……」

「でも、最さい後こう尾びにいた女の子は、シャッフルでいいって言ってたよ」

「そうなんですか？　ならいい……のかな？　あ、ところで、シャッフル後《グレートラブ》の色ってどんな感じになるんです？　単純に各色入れ替かわるだけですか？」

「いや、もっとランダム性を演出するために、色かぶりとかもあるよ。今回は……そうそう、超ちよう偏かたよってて、青四つ、白一つ、赤一つ、だったかな」

「うーわ、凄すごい偏りですね。青と青カップルとか出来ちゃうんだ」

「まあ自分のヘッドフォンは取らなきゃ見えないから、本人達は気付かないだろうけど」

「へぇ……っと、じゃあ、あたし今日あがりなんで！　お疲つかれでーす」

「うぃー、お疲れー」

　その言葉をキッカケとして従業員二人が解散し、会話が終わる。

　と、同時に、遠くに理姫の姿を見つけ、ボクは壁から背を離した。

　なにやらもじもじと、非常に遅おそい歩行速度でやってくる理姫を見ながら……ボクは、ぽつりと、呟つぶやいた。




「……なんか、こういうのって、すっごく雨野君と天道さんカップルにありがちなトラブルの流れだけど……まさかね」





星ノ守心春






「（なんか知らないけど、雨野センパイとカップルになれたぁぁぁぁああああ！）」

　あたしは現在、神の粋いきな計らいに感謝しながら、自らのパートナー……青色のヘッドフォンをした男に、べったべたと抱だきついていた。

　動どう揺ようし、明らかに身を引こうとする男性。だけどあたしは、それを、逃にがさない！

　ぐいぐい接せつ触しよくを試みていく。

「（それにしても雨野センパイって、案外胸むな板いた厚いし、そこそこ頼たよれる体型している？）」

　普ふ段だんは猫ねこ背ぜで穏おん和わな顔しているから、どうにも頼りなげに見えるけれど。

　暗くら闇やみで触さわってみた彼の身体からだは、なかなか頼りがいのある印象だった。

「（うふふ……この調子で、ゴールまで、セクハラし倒たおしてやるんだから！）」

　こんなチャンス、中々巡めぐってくるものじゃない。痴ち女じよめいてたって、構うものか。

　あたしは闇やみの中……妙に抵てい抗こうしまくる雨野センパイに、それでも、猛もう烈れつにアタックを開始したのだった。





上原祐






「（なんか雨野がやたらボディタッチしてくるんですけどぉぉぉおおおおおお!?）」

　青色のヘッドフォンが闇の中激しく揺ゆれ、やたら俺の身体にからみついてくる！

　俺はそれを必死で押しのけながら、さっさとゴールしようと涙なみだ目めで足を踏ふみ出した！

「（っつうかなんで雨野となんだよ俺！　事前情報間ま違ちがってたのか!?　ちくしょう！）」

　帰ったら雅也を殴なぐる。絶対殴る。

　それにしても、カップリングミスにしたって、よりによってどうして俺と雨野なんだよ。地じ獄ごくかよ。いや亜玖璃以外の女と接触したかったわけじゃないが、それにしたって、こう、一番ダメだろ、男同士。展開として、最悪すぎるだろ。……と。

「って、こら、雨野、なんでお前俺の胸をペタペタ触るんだ！　きしょいって！」

　必死で叫さけぶが、防音ヘッドフォンのせいで聞こえていないらしい。なおも、めっちゃ俺の身体に触ふれてくる雨野。

「（え、なんなの、雨野、まさか、ガチでアレな方のヤツなの!?）」

　これまで恋愛方面で色々な憶おく測そくをしてきた俺だったが、この可能性は流石さすがに想定外だった。マジか。雨野は亜玖璃狙ねらいでも天道狙いでも星ノ守狙いでもなく……俺狙いだったのか！

「（い、いや、でも、そう考えりゃ色々納なつ得とくはいく……）」

　最初からヤツは積極的に俺に絡み気味だったし……。女性とのあれこれも、全すべて、俺の気を引くためと考えられないこともない。

　……などと考えている間にも、俺にぎゅうぎゅう抱きついてくる雨野。俺はそれを必死に引きはがす！

「（っつうかっ、微び妙みように身体柔やわらけぇし、いい匂においするしで、余計ゾッとするんですけど！　やばいって！　気き抜ぬいたらなんか負けそうだこれ！）」

　何がまずいって、男のくせに誘ゆう惑わくが俺に若干機能している点だ。何を血迷っているんだ俺は。確かに雨野は女みたいな肌はだ感しているが、やはり、男だ。そこを忘れるな！

「（だから、なんか現在、こいつがガチで女みたいに感じられるのは──闇空間の幻げん想そう！　幻想なんだ！　よって、俺の取るべき態度は、やはり断固として拒きよ否ひ一いつ択たく！）」

　俺は心に決意の炎ほのおを灯ともすと、雨野をひきずるようなカタチで、必死に迷めい宮きゆうのゴールを目指したのだった。





亜玖璃






「（祐……やっぱり男らしいな……）」

　白のヘッドフォンをつけたパートナーが、少し手を緊きん張ちようで汗あせばませながらも、しっかりと亜玖璃の手を引いて闇の中を先行してくれている。

　亜玖璃はそれにトテトテと続きながら……心の中で、ゆっくりと覚かく悟ごを決め始めた。

「（亜玖璃は、やっぱり祐が好き。そして祐も……亜玖璃を選んでくれた）」

　状じよう況きようは既に整っている。あとは……あまのっちとの、事前の打ち合わせ通りだ。

　つまり……。

「（ここまでされて動かないのは、女じゃない！）」

　祐とはこの半年、何一つ進展出来なかった。亜玖璃は彼といるだけで幸せだったから、最近まで全然そのことをなんとも思っていなかったけれど……。

　でも、それはやっぱり、誠実の皮を被かぶった、不誠実だったんだと思う。

「（相手を大事に……とか、恋こいを大事に育んでいるとか……そう言えば、聞こえはいいし、そういうカップルがいてもいいけど。でも亜玖璃のこれは……多分『逃げ』だった）」

　亜玖璃は祐のことが中学の時からとても好きで。

　だけど祐が亜玖璃のことを好きかどうかには……最後の最後で、確信が持てなくて。

　それでもいいって、思っていたつもりだったけれど。

　でも……多分、本当は違ったからこそ……この半年、何も、進まなかったんだろう。

　それにようやく……亜玖璃は、あまのっちのおかげで、気付けたから。

「（あまのっちはいつだって、『誰か』の気持ちを分かろうと努力している）」

　最初は、ただただ臆おく病びようで他人の顔色を窺うかがっているのだと思った。けど、それはほんの少しだけ違って。

「（あまのっちは、いつもまず、自分にとって『正しい』と思える道を探すんだ。だからその時は実際優ゆう柔じゆう不ふ断だんなんだけど……それでも……）」

　一度これと道を見定めたら、今度はちゃんと前に進む。それがあまのっちだ。

　ゲーム部に誘さそわれて一時的に浮うかれても、自分のスタンスと違うと分かれば、キッパリと断わるし。

　自分が天道さんを心から愛していると悟さとれば……周囲の視線にもめげず、全力で恋こい人びと関係を続けようと努力する。

　そんなあまのっちを見ていたら。

　亜玖璃も、ちゃんと前に進まないといけないと……『正しい』と信じた道を見み出いだしたなら、怖こわくてもちゃんと一歩を踏み出さないといけないと、気付かされて。

「…………」

　亜玖璃は、祐の手をぎゅうと握にぎり直す。……互たがいに、掌てのひらが緊張で汗ばんでいる。

　相手の鼓こ動どうが互いに伝わり合い、重なり、反はん響きようし、加速度的に増大していく。

「……祐」

　聞こえないと分かりつつ、相手の名前を呼ぶ。と、相手もまた、こちらを振ふり向いてなにやら呟いた様子だった。

　闇の迷宮の中でも、パートナーの温もりに勇気づけられ、亜玖璃達は足を踏み出せる。

　自分と相手の気持ちが、完全に重なっているのを感じた。こんなのは、初めてだ。

　祐が、ぐいっと、強めに亜玖璃の手を引く。

「あ」

　と、勢い余って彼の身体にぶつかり、二人、そのままよろよろと少し前進してしまった。

　瞬しゆん間かん、周囲の空気が若じやつ干かん変わったのを感じる。なんだろう……どこか、広い空間に出たような……。彼と二人、周囲に警けい戒かいを払はらいながらしばし歩を進める。

　と、ヘッドフォンから突とつ然ぜん、先さき程ほどとは違う女性の声でアナウンスが流れてきた。

『おめでとうございます！　お二人は無事、キズナダンジョンを踏とう破はされました！』

「へ？」

　もう終わり？　と呆あつ気けに取られると同時に、焦あせりが心を満たしていく。

　亜玖璃、祐とまだ、何も出来ていない──

『他の四名様がこの広場に合流されるまでの間、いましばし、闇の中でお待ち下さい！』

　──いや、まだ、最後の猶ゆう予よがある。

　そう安あん堵どしたと同時に、亜玖璃の心は決まった。

「祐」

　彼の名前を呼びながら、繫つないでいた手を離して、彼の首に両手を回す。と、意外と身長が低く感じられて驚おどろくも……すぐに察する。

「（そっか、屈かがんでくれているんだ）」

　そうして、その行動の、意味するところも。

　事実、祐は、亜玖璃の想おもいに応こたえるように、片手で亜玖璃の腰こしを抱き、もう片手で亜玖璃の頭を支えて……引き寄せてきた。

　暗闇の中、白く発光するヘッドフォンが徐じよ々じよに近付いて来る。

「祐……」

　亜玖璃はうっとりともう一度彼の名を呟つぶやくと。

　その目をしっかりと見開いたまま、唇くちびるを──





雨野景太






「（天道さん……やっぱり優やさしいな……）」

　赤のヘッドフォンをつけたパートナーが、少し手を緊張で汗ばませながらも、しっかりと僕の手に摑つかまって後をついてきてくれている。……本当は、僕なんかより、ずっと優ゆう秀しゆうで頼りがいのある女性なのに。今は、僕に……僕なんかに主導権を握らせてくれていて。

　僕はそれに深い感謝の念を抱きながらも……同時に、ゆっくりと覚悟を決め始めた。

「（僕は、やっぱり天道さんが好きだ。そして天道さんも……僕を選んでくれた）」

　状況は既すでに整っている。あとは……亜玖璃さんとの、事前の打ち合わせ通りだ。

　つまり……。

「（ここまでされて動かないのは、男じゃない！）」

　交際しているとは言っても、僕と天道さんは……いや、僕はこれまで、彼女に対して彼氏らしい振る舞まいは何一つしてこなかった。

　僕は僕に、自信がなかったから。自分なんかが天道さんの彼氏でいいのかって、ずっと疑問で。上原君のような素す晴ばらしい男性が傍そばに居たから、余計に。少なくとも僕なんかが身勝手な欲よく望ぼうで天道さんの青春に汚お点てんを残すわけには、絶対いかないって。

　でも、それはやっぱり、誠実の皮を被った、不誠実だったんだと思う。

「（相手を傷付けたくないとか、気持ちをちゃんと確かめたいとか……それはカップルとして当然の感情でもあるけれど……。でも僕のこれは……多分『逃にげ』だった）」

　僕は元々天道さんに憧あこがれていて。部活に勧かん誘ゆうして貰もらった時には、感謝と同時に、尊敬と淡あわい恋こい心ごころを抱いだいて。それから色々あって、彼女の素すの人間性を沢たく山さん知るにつけ……僕はますます、天道花憐という人のことが好きになっていて。

　だけど彼女が僕のことを本当に好きなのかどうかには……最後の最後で、確信が持てなくて。上原君のことが好きなんじゃないかって、疑っていて。

　だけど彼女が幸せなら……僕なんかが少しでもその幸せに貢こう献けん出来ているなら、別にそれでもいいって、割り切っていたつもりだけれど。

　でも……多分、本当は違って。

　僕は、どうしようもなく、天道さんと、両想いの恋人関係で、いたくて。

　それにようやく……僕は、アグリさんのおかげで、気付けたから。

「（アグリさんはいつだって、恋に真しん剣けんで）」

　最初は、僕みたいなのとはまるで考え方の違う、極きわめて軽いノリで恋だの愛だのを全てだって口にする、リア充じゆうギャルだと思っていた。けど、それはほんの少しだけ違って。

「（アグリさんは、恋に……本当に真剣なんだ）」

　人を好きになることに……自分の恋に、確かな誇ほこりを持っている。それがアグリさんだ。

　上原君の一挙一動に、心から泣いたり笑ったり出来て。

　上原君に浮うわ気きの疑ぎ惑わくが出た時は……怒おこったり落ち込んだりこそすれど、勝手に大人しく身を引いたりなんて発想はなくて、泥どろ臭くさくても、必死にしがみつこうと努力していて。

　そんなアグリさんを見ていたら。

　僕も、ちゃんと前に進まないといけないと……自信や確信のあるなしではなく、素直な「恋心」にこそ従って一歩を踏ふみ出さないといけない時もあると、気付かされて。

「…………」

　天道さんが、僕の手をぎゅうと握り直してくる。……互いに、掌が緊張で汗ばんでいた。

　相手の鼓動が互いに伝わり合い、重なり、反響し、加速度的に増大していく。

「……天道さん」

　聞こえないと分かりつつ、相手の名前を呼ぶ。と、相手もまた、こちらを見て何やら呟いていた様子だった。

　闇やみの迷宮の中でも、パートナーの温ぬくもりに勇気づけられ、僕達は足を踏み出せる。

　自分と相手の気持ちが、完全に重なっているのを感じた。こんなのは、初めてだ。

　僕は、ぐいっと、強めに天道さんの手を引く。

「あ」

　と、勢い余って僕の身体からだにぶつかり、二人、そのままよろよろと少し前進してしまった。

　瞬間、周囲の空気が若干変わったのを感じる。なんだろう……どこか、広い空間に出たような……。天道さんと二人、周囲に警戒を払いながらしばし歩を進める。

　と、ヘッドフォンから突然、先程とは違う女性の声でアナウンスが流れてきた。

『おめでとうございます！　お二人は無事、キズナダンジョンを踏破されました！』

「へ？」

　もう終わり？　と呆あつ気けに取られると同時に、焦りが心を満たしていく。

　ぼ、僕はまだ、天道さんに、何も出来ていない──

『他の四名様がこの広場に合流されるまでの間、いましばし、闇の中でお待ち下さい！』

　──いや、まだ、最後の猶予がある。

　そう安堵したと同時に、僕の心は決まった。

「天道さん」

　彼女の名前を呼びながら、繫いでいた手を離す。と、意外にも彼女の方から、僕の首に手が回された。その、若干「らしくない」大だい胆たんな攻せめの行動に僕は一瞬動どう揺ようするも、すぐに察する。

「（そうか……僕に、最後の勇気をくれているんですね）」

　彼女の覚かく悟ごを感じ取った瞬間、僕の中から「照れ」や「緊きん張ちよう」といったせせこましい感情が消えて行く。

　そうして残ったのは、ただただ、溢あふれる、この、恋心だけで。

　僕は天道さんの想いに応えるように、片手で彼女の腰を抱き、もう片手でその頭を支えて……引き寄せた。

　暗くら闇やみの中、赤く発光するヘッドフォンが徐々に近付いて来る。

「天道さん……」

　僕はしっかりともう一度彼女の名を呟くと。

　その目をしっかりと見開いたまま、唇を──




　────広場の照明が一いつ斉せいについたのは、その刹せつ那なだった。




「（わっ）」

　突然のことに目が眩くらみ──彼女の腰と頭を手で支えたまま、動きがぴたりと止まってしまう僕。

　そうして、固まったまま、待つこと数秒。

　徐々に目が光に慣れて来る中、僕の視界に最初に飛び込んできた光景は……。

「え……？」




　僕と同様に驚いた様子で目を見開く女性のドアップと──その後方で深く抱ほう擁ようしあっている、天道さんとチアキだった。





亜玖璃






　────広場の照明が一斉についたのは、その刹那だった。




「（きゃっ）」

　突然のことに目が眩み──彼の首に手を回したまま、動きがぴたりと止まってしまう亜玖璃。

　そうして、固まったまま、待つこと数秒。

　徐々に目が光に慣れて来る中、亜玖璃の視界に最初に飛び込んできた光景は……。

「え……？」




　亜玖璃と同様に驚いた様子で目を見開く男性のドアップと──その後方でコノハさんに激しく抱きつかれている、祐の姿だった。





ゲーマーズ






　────広場の照明が一斉についたのは、その刹那だった。

『（っ）』

　突然のことに目が眩み、互たがいのパートナーと固まってしまう、天道花憐、星ノ守千秋、上原祐、星ノ守心春の、四名。

　そうして、固まったまま、待つこと数秒。

　徐じよ々じよに目が光に慣れて来る中、彼女らの視界に最初に飛び込んできた光景は……。

『え……？』




　広場中央で、互いにしっかり身体を支え合い、愛情たっぷりに、口付けを交かわす──
















　──雨野景太と、亜玖璃の、姿であった。

















あとがき






　こんにちは。著者の葵あおいせきなです。この度は「ゲーマーズ！５　ゲーマーズと全ぜん滅めつゲームオーバー」をお手に取って頂き、ありがとうございました。

　さて、シリーズももう五巻目ですので、流石さすがにそろそろ堅かた苦くるしい挨あい拶さつは控ひかえめにさせて頂きまして。早速本題に入らせて頂きますと。




　今回、あとがき十四ページでございます。




　……皆みなさんは、しれっと十ページオーバーものあとがきを書きまくる作家を見たことがございますでしょうか？　少なくとも私はないです。……鏡の中に以外は。

　こんなこと言うと、「葵せきな」という作家は大層自分を語りたがりのナルシス野や郎ろうみたいですし、まあ実際そういう「皆みな、ぼくのはなしを聞いておくれよ～」的側面が多分にあるからこそ、作家なんて職を選んでいるとこはあるのですが。

　それにしたって、デビューしてからせいぜい二～三回、四～五ページ程のあとがきを書けば、まあ気が済みますよ普ふ通つうは。実際私も、最初のシリーズで充じゆう分ぶんあとがき欲よくは満たされていたというか、楽しく自分語りが出来る段階はもう完全に終わっており。そういう意味では、もうあとは読者さんと関係者さんへの謝辞が記せる最低限たるページ数（二ページ程度でしょうか）を貰もらえればそれで充分だなと考えていたのですが……。

　……あれから数年。

　現在の私はと言えば、担当さんから十ページオーバーのあとがき通知を受けても「お、やっと通常営業のターンが来たな」で済ませられる感性へと育っていますよ。

　なんだこれ。

　……とまあいつものように長いあとがき嘆なげく件やってますけど、今回に関して言えば正直結構自業自得です。

　というのも、前述のように今回担当さんからあとがきページ数の告知を受けた際、一いつ緒しよに「本編の方を多少調整しますか」という優しいご提案を受けたにもかかわらず、

「いえ、最近微び妙みようにあとがきのページ数がぬるかったので、今回はこのままで」

　と、即そく答とうしてしまいまして。……自分から熱々おでんを求める芸人さんの気持ちが、最近ほんの少しだけ分かるようになりました。

　で、そのような状じよう況きようなので、相変わらず「書く」という意志だけが先行しており、現状全くネタが浮うかんでないです。

　というのも、いつも愚ぐ痴ちっていることんですが、私は根っからのインドア人間なんですよ。小説書いてごはん食べて遊んで寝ねているだけの生活していまして。

　で、そんな中で唯ゆい一いつ、人様にお話出来る程度にはかじっているかなーっていう趣しゆ味みが「ゲーム」であり。

　──と、こう書くと、読者様におかれましては「じゃあゲームの話すればいいじゃん。そういうシリーズなんだし」なーんて思われるかもしれませんが。

　そこには、一つ、大きな落とし穴がありまして。

　いえね。このシリーズは、本編がそもそも、ゲーム話が主体のシリーズなのです。

　えーと。つまりですね……。




　あとがきで貴重な「ゲームネタ」を浪ろう費ひするわけには、いかないのですよ！




　私からゲーム話題まで取り上げたら、ホント何が残るっていうのこのあとがき。

　優しい担当さんや読者さんは気軽に「葵さんの日常話でいいんですよ～」なんて笑って言ってくれますが、それ、ホントにホントだろうなと。試しに本気で「日常話」を一行書きますよ？　いいですか？




　この前お気に入りのＴシャツに歯は磨みがき粉こつけちゃいましたぁ～。えーん、しょっくぅ。




　…………このテンションの「日常」を読みたい人間なんざ世の中にいるのかと！　昨今ではアイドルでも許されないレベルの無む味み無む臭しゆう日常報告がホントに聞きたいのかと！　っていうかなんだこの報告ホント気持悪いな！　何が一番びっくりって、私、最近Ｔシャツに歯磨き粉こぼしてないってことですよ！　つまらない上に作り話って、ホント、もう、なんだこの無価値文章！　作家やめてしまえ！

　いや読者さんにはホント、普ふ段だんの私の絶望的な雑談力の無さをなめないで頂きたい。微妙な知り合いと二人になった時なんか、こちとら天気の話さえ振ふれないレベルの人間ですよ。それどころか相手から振ってきた話にさえ「……なるほどぉ」で返してしまい、続く会話の発展性を完全に潰つぶす人間ですよ！

　そんな人間に「自由にお書きください」と十四ページ与あたえて書かせ、それを商業誌に載のせた上で皆さんにお届けするって、これは一体どういうビジネスモデルなんですか。




　……それにしても……毎度毎度、こうやってあとがきに対する愚痴を書けば書くほど、「じゃあなんで作家とかやってんだ私は」という疑問にぶち当たるのですが、これに関してはもう自分でもよく分かりません。

　もしかしたら読者さんの中には、私のインタビュー記事とかで「書くのが楽しいんです！」みたいな「爽さわやか葵せきなさん」見かけたことある方もいるかもしれませんが、申し訳ない、あれは極めて表層的な社会人的葵せきなさんのコメントです。決して噓うそではないですが、ぶっちゃけた話、あそこで言う「楽しい」には、ゲームで言う、

「ふひひ……もう倒たおす敵も全くいないけど……無む駄だにレベル上げする作業楽しいな……ふひ……ふひひ……。……あ、プレイ時間カンストしてる……」的な「楽しい」の要素も若干含ふくんでますからね！　娯ご楽らくというよりは「ビョーキ」の方に近いアレ。

　ちなみに、執しつ筆ぴつが一段落した時の快感は、サウナをあがる時のそれみたいなもので。

　読者さんからいい感想貰った時の快感は、オンラインゲームで他者を回復やら蘇そ生せいした時なんかに「ありがとう！」コメント貰うあの感じに似ておりますかね。

　……で、それらに取とり憑つかれた結果、こうして、苦手な長文あとがきも、なんだかんだでせっせとこなす、ひきこもり作家が出来上がったと。

　……でもまあ、星ノ守千秋じゃないですが、ハマってしまったもんは仕方ないので、今後とも、本編もあとがきも頑がん張ばりたいとは思っておりますよ。

　終わり。

　…………。

　と、いい感じにまとまったのに、これでまだ全体の三分の一というこの絶望感。

　仕方ないので、少し仕切り直して　作品話でもしましょうか！（真っ先にやれよと）。




　サブタイトルが不ふ穏おんすぎる五巻ですが、既すでに読どく了りようされた方は如何いかがだったでしょうか。

　一応毎回最後まで読むと「ああ、このサブタイトルだな」という感じになってくれるよう作っているつもりではありまして。

　でも作者も、まさか今巻ラストで地球が爆ばく発はつするとは思いませんでした。既に本編読まれた方はさぞびっくりしたことでしょう。そしてなにより、あとがきから読んでいる方の方が更さらにびっくりしていることでしょう。

　冗じよう談だんはさておき、まるで最終回みたいなタイトル（しかもバッドエンド寄りの）でしたが、当然ちゃんと続きますよ。いつもそうですが、単純に内容にフィットしたサブタイトルつけているだけですので、あまり気にしすぎないで下さい。

　いつものように爆ばく弾だん投下的ラスト（地球は爆発しない）ですが、相変わらずあまり気構えないで次巻を待って頂けると幸いです。言うても、すれ違ちがい勘かん違ちがいお馬ば鹿かラブコメですしね。

　いはや、それにしても、宇宙船で脱だつ出しゆつしてただ一人生き残った上原は、これからどうするんでしょうね。作者も「ゲーマーズ！６　上原祐たすくと宇宙リセット」には今から期待しております！　どんな話になるか楽しみですね！　雨野達、生き返るといいですね！

　…………。

　ふむ、この妄もう言げんネタ、もう少し膨ふくらませてページ数稼かせいだ方がよかったかもな……。

　さてさて、そんな作者の汚きたない裏の打算モノローグまで盛り込んで必死で埋うめております、このあとがき。

　五巻の内容語りが思った以上にあっさり終わってしまって、今軽くパニックですよ。ゲーマーズ！　って、内容語り辛づらっ！　作中でどんどんキャラの関係性変わるから、どこ切り取ってもすぐネタバレになっちゃいがちで。

　あ、じゃあ、キャラ語りとかしておきましょうか。

　最初に、ここ二巻ぐらいちょいちょい出て来ます、ゲーム部在席の方々。

　この物語の第一話の内容的に、当初、彼らは担当さんにまでシリーズキャラと思われていたのですが、正直作者の中では完全に「第一話だけのゲストキャラ」でした。

　なのに最近はちょいちょい顔を覗のぞかせてくるので、私もびっくりです。キャラが勝手に動く……みたいなのは使い古されたワードですが、やはりゲーム部さんもこの世界で活き活き活動してくれているようでなによりだなとは、作者ながらに思っておりますよ。

　と、こんなこと言うといかにも「キャラ愛がある作者」っぽいですが、普通に自分で出したキャラの名前をころっと忘れてたりすることもあるので、全然評価してあげない方がいいです。

　あとキャラ語りで言うと、コノハ視点が個人的には好きですね。なぜか今や、一番アレな人なので。まるで歯に衣着せない人ひと柄がらは、作者としては極めて有り難く。……読者さんとしてはどうなのかまでは知りませんがね！　引いてたらごめんね！　描えがかれ方がアレなだけで、きっと根はいい子だと思いますよ！（突とつ然ぜんの雑なフォロー）

　そんな感じでしょうか。




　……さて、キャラ語りも終わってしまったので……もうこうなったら、絞しぼり出だすようにゲーム話（日常話）でも。

　ゲームが趣味ゲームが趣味と連呼してますが、かといって私は一日中一つのゲームに熱中出来るタイプでもなく、それ相応に浅く広く生きております。小説や漫まん画が読んだり映画見たりアニメ見たりと（結局インドアはインドア）。

　そんな中最近はそこそこ頭を使うボードゲームなんかをやる機会によく恵めぐまれまして。これがまた実にゲーマーズ！　向きの案件なので是ぜ非ひとも彼らにも作中で遊んで欲しいところなのですが、そもそも、ボードゲームを介かいさずとも普段から無駄に作戦を練りまくって生きている彼らなので、そこにボードゲームの頭脳戦まで加わると、いよいよミステリーや軍師系ファンタジーもびっくりの戦略小説になりそうです。なので少し自重中。せいぜい、三巻でやった「半生ゲーム」の回ぐらいが限度でしょうかね。

　ちなみに個人的にはボードゲーム、ベタに「カタン」とか好きですよ。……いかにも雨野が言いそうな極めて浅い初歩的ゲーム紹しよう介かいで申し訳ないです……。実際ホントに結構色々やらせて貰っているんですけど、やっぱり名作は名作ということで。テレビゲームでもそこは同じかもですけどね（昔のＲＰＧのスマホ移植作とか何度もやっちゃうアレです）。




　あ、テレビゲーム方面の話で、ゲーマーズ！　ネタに用いなさそうな部分を語ると……最近一周回って、やっぱり据すえ置おき機をよくやるターンになってきました。携けい帯たい機でポチポチ遊びながらテレビとか見るスタイルも相変わらず好きなんですが、そうは言っても、たまーに据置き機用の超ちよう大作とかやると、その満足度に酔よいしれてしまい。ついつい、連れん鎖さ的に次のゲーム、次のゲームとやり始めちゃいます。

　逆に、何のゲーム機にしても、しばらく遊ばないと、次の起動が凄すごく億おつ劫くうになっちゃうのは私だけでしょうか？　システムソフトウェアの更こう新しんが入る予感やら、本体なりコントローラーなりを充じゆう電でんしなきゃいけないのが地味に面めん倒どうで……。

　たとえば、携帯ゲーム機の場合だと。

　久しぶりに電源入れようとしたら、充電されておらず、充電終わってようやく起動したと思ったら更新が入って、やっと更新のダウンロード終わったと思ったら再起動のシークエンスになり、どうにか再起動したと思ったらインストールに十分かかると言われ……みたいな地じ獄ごく、皆みなさんも経験ないでしょうか？　なんだろね、あの変な時間のやるせなさ。




　さて……あとは映画話でも。

　私は、一ヶ月に一回か二回程度の頻ひん度どで映画館に行く程度の人間なのですが（多いのか少ないのかは全然分からない。平均ぐらい？）。

　ここ数年は、不思議と、映画を観ていて「ゲームみたい」って思うことが増えました。

　昔は、むしろゲームのムービーシーンを見て「映画みたいだなぁ」と思うことばかりだったのですが。

　近年はアクション部分の演出とかに「ゲームみたいだなぁ」と思うことが多々あり。まあ一番露ろ骨こつなので言うと、戦争映画なんかでＦＰＳ（一いち人にん称しようシューティング）視点描びよう写しやみたいなの用いられたり、とかなんですが。そうじゃなくても、ちょっとしたアクションの見せ方やら、物語の構造やらに「ゲーム的」を感じる機会が増えた実感があります。

　まあ単純に私がゲーム好きだから過か剰じよう反応しているだけという部分が九割なんでしょうが。そうはいっても、やっぱりゲームの持ちうるエンタメ性みたいなのが以前より浸しん透とうしてきている部分もあるのかなとも感じ、一人、喜んでおります。……いや、そこに全く私は関係ないんですけどね。ゲームクリエイターでもないし！　でもほら、好きなものの要素が日常にちらっと覗く瞬しゆん間かんって、幸せじゃないですか？　自分の好きなゲームのＢＧＭが急にニュース番組でかかったりとか、ああいう感じ。




　ごはん話。

　料理出来る作家さんは、あとがきでクッ○パッドさん顔負けの美味おいしそうなレシピ紹介やらワンポイントアドバイスやらをすると、この私、葵あおいせきな、聞きき及およんでおります。

　なので、私、自じ称しよう料理研究家葵せきなも、ここで耳より情報を披ひ露ろうさせて貰もらうと。

　あのですね。ここだけの話。




　最近のコンビニ弁当とスイーツ、超うめぇよ。




　……いやはや、皆さん、目から鱗うろこだったんじゃないでしょうか。いいんですよ、「葵先生の料理本出版希望！」って編集部に要望してくれても。やぶさかじゃないですよ、私も。

　いや、実際たまにびっくりしませんか、コンビニのごはんって。

　個人的には麵めん類るいとか汁しる物もの、そしてスイーツに「これもう下手な店より美味ぇな」って思うことが多いです。……いや私がそもそも普ふ段だんの生活でも安い飲食店しか行ってねぇだろって話なのですが。それはそれとして。

　勿もち論ろん。自じ炊すいした方が経済的かつ、基本は圧あつ倒とう的てきに健康的で美味しいとかはちゃんと分かっているんですよ。ええ、料理といったら葵せきなですしね！（まだ言う）

　とはいえ、ですよ。皆さん、日常生活のなかで、つい、コンビニ弁当を侮あなどってませんかーって話ですよ。……私は一体誰だれなんでしょう。なんの回し者なんでしょう。

　実際私、以前はコンビニの深夜バイトとかしてまして、その際に結構色々食べてたわけですが。明らかに当時より、今のコンビニのごはんの方が数段美味いですよ。まあ沢たく山さんの優ゆう秀しゆうな大人達が競って商品開発しているんでしょうから、そりゃ当然かもですが。

　特にケーキとかプリンとか、もう、なんなの。逆にスイーツの店可哀かわい想そうだわ、あれ。

　まあ、とはいえさすがに家や店での「出来たて」にまで敵うとは思いませんが、それでも利便性含ぶくみで考えると味の進化が凄いなと。

　冷食とかレトルト系の食品レベルもまたうなぎ登りですしね。

　そのうちコンビニに、小説も脅おびやかされたらどうしましょう。プライベートブランドの低価格ラノベとかバンバン出してくんの。しかも、なんかすげー面白いの。そうしたら私の仕事は…………。…………。

　あ、葵せきなはコンビニが大好きです！　ビバッ、コンビニッ！　カモン仕事！




　さて、それでは今回も謝辞を。

　まずは五巻も引き続き本作を美び麗れいイラストで彩いろどって下さっている仙人掌サボテンさん。いつもありがとうございます！　会話主体作品の関係上、どうしてもビジュアル的見せ場たるシーンが少ない傾けい向こうにある本作ですが、時折ある超重要シーンでは毎回その素晴らしいイラストで凄すさまじくビシッと決めて頂き、とても有り難く思っております。今後ともよろしくお願い致いたします。

　次に担当さん。今巻のとある描写部分で悩なやんでいた際、とても心強いお言葉で背を押して頂き、大変助かりました。これからもよろしくお願い致します。……まあ、相変わらず先の展開は事前告知できませんがね！（そもそも作者が知らないので）。

　そして最後に、この実に不ふ吉きつなサブタイトルの巻を読んで下さった読者様。

　いつも本当にありがとうございます。

　このシリーズに関してあまり確約出来ることは御ご座ざいませんが、毎回言いますように、この物語はあくまで「ラブコメディ」ですので、次巻も是非、ニマニマしながら読んで下さったら幸いです。




　それでは、また、次の巻でお会い致しましょう！





葵あおい　せきな


















【初出】【星ノ守心春このはと規制解除】ドラゴンマガジン２０１６年５月号　他ほかすべて書き下ろし








葵せきな

●あおいせきな



ラブコメが好きです。女の子の可愛らしさが前面に出たギャルゲーも好きなら、切ない恋愛小説も好きで。中でも一番はやはり少年漫画雑誌に載っているような「軽い」ラブコメです。バトルや冒険の箸休めとしての恋愛要素だったり、複数ヒロインがいてもドロドロしない爽やかハーレム日常だったり。なんか見ていてほっこり幸せになれるんですよね。




……なのに、現実でバカップルを見ると爆発させたくなる。そんな矛盾作者が書いたラブコメラノベ、第五巻。お楽しみ頂けたら幸いです。
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